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一
、
こ
の
年
表
は
「
墨
田
区
教
育
史
」
執
筆
の
た
め
の
資
料
と
し
て
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
、
本
年
表
に
は
明
治
元
年
か
ら
昭
和
五
六
年
ま
で
の
百
十
四
年
間
の
教
育
関
係
事
項
室
年
代
を
追
っ
て
各
年
別
に

ま
と
め
記
戦
し
た
。
な
お
、
本
区
の
教
育
関
係
資
料
の
ほ
か
に
、
文
部
省
、
東
京
都
（
府
）
等
の
教
育
行
政
関
連

事
項
を
も
同
じ
く
月
順
に
列
記
し
た
。

三
、
本
年
表
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
主
と
し
て
次
の
も
の
を
基
礎
資
料
と
し
た
。

墨
田
区
内
各
学
校
の
沿
革
誌
。
本
所
区
史
。
吾
嬬
町
誌
。
隅
田
町
誌
。
墨
田
区
史
（
昭
和
三
四
年
版
）
・
墨

田
誌
考
（
上
・
下
）
・
墨
田
区
史
（
上
）
（
昭
和
五
四
年
版
）
・
墨
田
区
勢
概
要
。
墨
田
区
立
中
学
校
三
○

年
の
歩
み
。
東
京
都
公
文
謬
館
所
蔵
資
料
。
東
京
市
史
稿
。
東
京
市
会
史
。
東
京
教
育
史
資
料
大
系
（
全
一

○
巻
）
・
東
京
百
年
史
別
巻
年
表
。
学
制
百
年
史
資
料
編
。
東
京
都
教
育
史
稿
戦
後
学
校
教
育
編
。
東
京
都

の
教
育
。
東
京
都
教
育
委
員
会
年
次
報
告
。
戦
後
日
本
教
育
史
。

凡

例
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元号年

(西暦）~~~~
慶応4年＝明治1年（1868）

２
月

新
井
新
が
本
所
地
沢
町
に
家
塾
「
博
審
学
舎
」
を
開
き
、
読
書
、
習
字
を
教
え
る
。

３
月
記
日
東
京
遷
都
。

４
月
ｎ
日

６
月

６
月

７
月
１
日

７
月
Ⅳ
日

８
月
”
日

８
月

９
月
８
日

、
月

3 2
月月

墨
田
区
教
育
史

水
野
金
が
本
所
緑
町
に
家
塾
「
宇
宙
斎
」
を
開
き
支
那
学
、
筆
道
を
教
え
る
。

大
野
久
寿
が
本
所
緑
町
に
家
塾
「
松
影
堂
」
を
開
き
筆
道
、
読
書
、
算
術
を
教
え
る
。
（
大
野
学
校
の
前

身
）
江
戸
開
城
。

木
下
良
三
が
本
所
菊
川
町
に
家
塾
「
通
義
社
」
を
開
き
支
那
学
、
医
学
を
教
え
る
。

今
井
新
蔵
が
南
本
所
荒
井
町
に
家
塾
「
習
陸
堂
」
を
開
き
、
筆
道
を
教
え
る
。

今
井
教
之
が
南
本
所
外
手
町
に
家
塾
「
今
井
儀
山
」
を
開
き
筆
道
を
教
え
る
。

江
戸
を
東
京
と
改
称
す
る
。

明
治
天
皇
即
位
の
大
礼
を
あ
げ
る
。

林
貫
一
が
本
所
柳
原
に
家
塾
を
開
き
、
習
字
、
算
術
を
教
え
る
。

明
治
と
改
元
、
一
世
一
元
の
制
を
定
め
る
。

木
股
楳
軒
か
本
所
若
宮
町
に
家
塾
「
遷
喬
堂
」
を
開
き
、
支
那
学
、
筆
学
、
算
術
を
教
え
る
。

事

年

表
項

（
明
治
元
年
～
昭
和
五
六
年
）

１
１
１

－2－



|卿織2年｡‘‘”明治 3年（1870）

~~~ ~~~~~

３
月

3 2

月月
9 26

日 日

3

11
1

月

1

月
１
月
１
月
１
月
１
月

12 10 3

月月月
3

月

中
島
謙
三
が
本
所
松
井
町
に
家
塾
「
時
習
堂
」
を
開
き
、
筆
道
、
素
読
、
算
術
を
教
え
る
。

三
宅
郁
三
郎
が
本
所
緑
町
に
家
塾
「
文
哉
」
を
開
き
、
筆
道
、
読
書
、
算
術
を
教
え
る
。

秋
田
源
八
郎
が
本
所
松
井
町
に
家
塾
「
硯
海
堂
」
を
開
き
、
筆
道
、
算
術
を
教
え
る
。

武
藤
栄
吉
が
北
本
所
出
村
に
家
塾
を
開
き
筆
道
を
教
え
る
。

佐
野
市
太
郎
が
小
梅
業
平
町
に
家
塾
「
明
数
塾
」
を
開
き
、
算
術
、
筆
道
を
教
え
る
。
（
佐
野
学
校
の
前

身
）
矢
掛
弓
雄
か
隅
田
村
に
家
塾
「
墨
水
園
」
を
開
き
、
筆
学
、
算
術
を
教
え
る
。

清
水
啓
太
郎
が
本
所
柳
原
に
家
塾
「
文
集
堂
寿
山
」
を
開
き
、
筆
道
を
教
え
る
。

金
川
度
義
が
本
所
林
町
に
家
塾
「
集
花
堂
」
を
開
き
、
筆
道
、
算
術
を
教
え
る
。
（
金
田
学
校
の
前
身
）

榊
原
芳
野
が
本
所
石
原
町
に
家
塾
「
攻
玉
塾
」
を
開
き
、
皇
学
、
支
那
学
、
物
産
学
、
律
令
学
、
音
韻
学

を
教
え
る
。

柏
木
稗
一
郎
が
本
所
徳
右
衛
門
町
に
家
塾
「
文
林
堂
」
を
譲
り
受
け
て
開
業
し
筆
学
を
教
え
る
。
（
柏
木

学
校
の
前
身
）

男
谷
謙
蔵
が
請
地
村
に
家
塾
「
蝿
堂
」
を
開
き
、
読
書
、
算
術
、
習
字
を
教
え
る
。
（
男
谷
学
校
の
前
身
）

長
谷
川
織
人
が
諸
地
村
に
家
塾
「
教
育
堂
」
を
開
き
、
読
書
、
算
術
、
習
字
を
教
え
る
。

佐
を
木
良
助
が
中
之
郷
瓦
町
に
家
塾
「
佐
々
木
堂
」
を
再
開
し
、
筆
道
、
和
算
を
教
え
る
。

高
木
玉
太
郎
が
中
之
郷
原
庭
町
に
家
塾
「
山
川
堂
」
を
開
き
、
読
書
、
算
術
、
筆
道
を
教
え
る
。
（
高
木

学
校
の
前
身
）

－3－



明治3年（1870）明治4年（1871）

※ 1210 9

月月月
４
月
６
月
肥
日

９
月
４
日

※ ４
月

１
月

２
月

３
月

９
月

※

高
間
政
樹
が
本
所
緑
町
に
家
塾
「
遷
喬
義
塾
」
を
開
き
英
語
学
を
教
え
る
。

久
保
尊
保
が
本
所
緑
町
に
家
塾
「
松
川
堂
明
沢
」
を
開
き
、
筆
学
、
算
術
を
教
え
る
。

矢
口
記
陽
が
本
所
北
二
葉
町
に
家
塾
「
雲
泉
堂
愛
明
」
を
開
き
、
筆
道
、
読
書
、
算
術
を
教
え
る
。
（
矢

口
学
校
の
前
身
）

柿
沼
忠
蔵
が
小
梅
業
平
町
に
家
塾
を
開
き
筆
道
を
教
え
る
。

佐
藤
明
和
が
本
所
太
平
町
に
家
塾
「
宮
川
堂
明
和
」
を
開
き
筆
学
を
教
え
る
。

大
須
賀
元
雄
が
南
本
所
石
原
町
に
家
塾
「
江
静
堂
」
を
開
き
、
読
書
、
習
字
、
算
術
を
教
え
る
。

五
島
又
蔵
が
小
梅
村
に
家
塾
「
文
明
堂
」
を
開
き
、
読
書
、
習
字
、
算
術
を
教
え
る
。
（
五
島
学
舎
の
前

身
）こ
の
年
、
蛯
江
富
佐
太
郎
が
北
本
所
表
町
に
家
塾
「
東
川
堂
」
を
開
き
、
支
那
学
、
皇
漢
筆
学
、
数
学
を

教
え
る
。

こ
の
年
、
角
田
辨
斎
が
中
之
郷
八
軒
町
に
家
塾
「
鹿
堂
」
を
再
髄
し
、
兵
学
、
漢
学
を
教
え
る
。

第
六
大
区
の
有
志
が
本
所
林
町
に
家
塾
「
育
幼
社
」
を
開
く
。
（
中
和
小
学
校
の
前
身
）

東
京
府
下
六
か
所
に
官
立
小
学
校
を
創
設
、
深
川
森
下
町
長
慶
寺
に
第
六
校
を
開
校
す
る
。

東
京
府
下
に
中
学
校
を
開
設
す
る
。

保
田
亀
一
郎
が
本
所
中
之
郷
竹
町
に
家
塾
「
文
昇
堂
」
を
開
き
、
筆
道
を
教
え
る
。
（
保
田
学
校
の
前
身
）

こ
の
年
、
尺
振
八
が
米
国
か
ら
帰
国
し
、
本
所
相
生
町
に
私
塾
を
開
き
英
学
教
育
を
行
う
。

Ｉ
－4－
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明治5年（1872）

３
月

斎
藤
徳
軒
が
本
所
菊
川
町
に
家
塾
「
晃
堂
筆
舎
」
を
再
開
し
、
筆
道
、
素
読
、
和
算
を
教
え
る
。

６
月

第
六
大
区
八
小
区
の
有
志
が
北
本
所
表
町
に
「
教
育
所
」
を
設
け
、
漢
学
、
英
学
、
和
漢
算
学
、
和
漢
筆

学

を

教

え

る

。

６
月

平
野
玉
城
が
本
所
花
町
に
家
塾
「
育
幼
社
」
を
開
き
、
支
那
学
、
筆
道
、
算
術
を
教
え
る
。

６
月

吉

田

定

一

が

本

所

柳

原

に

家

塾

「

育

幼

社

」

を

開

き

英

学

を

教

え

る

。

７
月
９
日
森
斉
が
本
所
柳
原
に
家
塾
「
育
幼
社
」
を
開
き
支
那
学
を
教
え
る
。

７
月
菅
沼
慎
一
が
本
所
松
井
町
に
家
塾
を
開
き
洋
算
を
教
え
る
。

７
月

筧
正
文
が
小
梅
村
に
家
塾
「
育
養
社
」
を
開
き
洋
算
を
教
え
る
。
（
数
学
教
授
所
の
前
身
）

８
月
３
日
「
学
制
」
を
頒
布
。
府
県
の
学
校
を
一
旦
廃
止
し
、
「
学
制
」
に
従
っ
て
設
置
す
る
よ
う
指
示
す
る
。

９
月

諸

岡

良

明

が

北

本

所

表

町

に

家

塾

「

極

数

軒

」

を

開

き

数

学

を

教

え

る

。

如
月
明
日
中
根
貞
和
が
本
所
入
江
町
に
私
学
「
独
逸
学
舎
密
伝
習
所
」
を
創
立
し
、
独
逸
語
、
舎
密
学
（
化
学
）
、

地

理

学

を

教

え

る

。

ｎ
月
２
日
大
塚
喜
十
郎
が
中
之
郷
八
軒
町
に
家
塾
「
開
巻
塾
」
を
再
開
し
、
漢
学
を
教
え
る
。

１
月

１
月

１
月

２
月

２
月

佐
久
間
精
一
が
本
所
松
井
町
に
家
塾
「
龍
斎
」
を
開
き
、
筆
道
を
教
え
る
。
（
佐
久
間
学
校
の
前
身
）

仙
石
徴
が
本
所
菊
川
町
に
家
塾
を
開
き
支
那
学
を
教
え
る
。

国
富
吉
信
が
小
梅
業
平
町
に
家
塾
「
孤
松
堂
」
を
開
き
、
漢
学
、
筆
道
を
教
え
る
。

山
本
秀
超
が
本
所
松
倉
町
に
家
塾
「
松
花
堂
」
を
開
き
筆
道
を
教
え
る
。

小
寺
直
知
が
小
梅
村
に
家
塾
「
閖
水
堂
」
を
開
き
、
読
書
、
習
字
、
算
術
を
教
え
る
。
（
小
寺
学
校
の
前

身
一

－5－
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明治6年（1 873）

７
月
肥
日

６
月

４
月

４
月

３
月

3 3 2

月月月
22 17 8

日 日 日

３
月

２
月
２
日

※11 11
月月

’
清
水
義
郎
が
中
之
郷
八
軒
町
に
私
学
「
清
水
学
校
」
を
開
き
、
筆
学
、
算
術
を
教
え
る
。

幸
田
総
三
郎
が
本
所
相
生
町
に
私
学
「
幸
田
学
校
」
を
開
き
習
字
を
教
え
る
。

柿
沼
忠
蔵
が
小
梅
業
平
町
の
家
塾
を
「
柿
沼
学
校
」
と
改
称
し
て
、
小
学
科
を
置
く
。

公
立
「
牛
島
学
校
」
が
須
崎
村
に
第
六
中
学
区
第
二
番
小
学
校
と
し
て
設
立
さ
れ
る
。
（
生
徒
数
約
五
○

名
）
石
崎
斧
右
衛
門
が
家
塾
「
文
川
堂
」
（
安
政
元
年
六
月
開
業
）
の
開
業
願
を
出
し
、
華
道
、
和
算
を
教
え

る
。
（
石
崎
学
校
の
前
身
）

兼
子
忠
三
が
家
塾
「
晴
光
堂
」
（
嘉
永
二
年
四
月
開
業
）
の
開
業
願
を
出
し
、
筆
道
、
素
読
を
教
え
る
。

（
兼
子
学
校
の
前
身
）

第
六
中
学
区
第
一
番
小
学
校
が
深
川
御
船
蔵
前
町
（
現
千
歳
二
丁
目
）
西
光
寺
内
に
移
転
設
置
さ
れ
る
。

柳
田
貞
助
が
本
所
相
生
町
の
家
塾
（
文
政
一
○
年
四
月
開
業
）
の
開
業
願
を
出
し
筆
道
を
教
え
る
。
（
柳

田
学
校
の
前
身
）

広
田
た
ょ
が
家
塾
「
文
操
堂
筆
学
舎
」
（
嘉
永
七
年
三
月
開
業
）
の
開
業
願
を
出
し
、
筆
道
、
和
算
を
教

え
る
。
（
広
田
学
校
の
前
身
）

刀
根
満
寿
が
南
本
所
元
町
の
家
塾
（
慶
応
二
年
四
月
継
承
）
の
開
業
願
を
出
し
、
皇
漢
筆
算
を
教
え
る
。

嶋
孫
三
郎
が
須
崎
村
に
家
塾
「
瓢
心
書
堂
」
を
開
き
、
筆
道
を
教
え
る
。

村
岡
良
辰
が
須
崎
村
に
私
学
「
墨
水
学
校
」
を
開
き
、
英
語
学
、
数
学
、
諸
学
科
を
教
え
る
。

こ
の
年
、
漢
学
者
戸
枝
一
が
両
国
回
向
院
境
内
に
家
塾
「
育
幼
社
」
を
開
く
。
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（

刀

根

学

校

の

前

身

）

７

月

新

倉

保

孝

が

家

塾

「

清

雲

堂

」

（

嘉

永

七

年

四

月

開

業

）

の

開

業

願

を

出

し

、

筆

道

、

素

読

を

教

え

る

。

（

新

倉

学

校

の

前

身

）

８
月
証
日
浅
香
松
堂
が
家
塾
（
天
保
元
年
正
月
開
業
）
の
開
業
願
を
出
し
、
筆
道
を
教
え
る
。
（
浅
香
学
校
の
前
身
）

９
月
７
日
横
山
当
義
が
本
所
南
割
下
水
三
笠
町
の
家
塾
「
南
水
堂
一
斎
」
（
慶
応
二
年
九
月
開
業
）
の
開
業
願
を
出

う

し

、

読

書

、

筆

道

、

算

術

を

教

え

る

。

（

横

山

学

校

の

前

身

）

３７

９

月

大

野

茂

右

衛

門

が

蔦

西

川

村

の

家

塾

（

慶

応

三

年

開

業

）

の

開

業

願

を

出

し

、

読

書

、

算

術

、

習

字

を

教

８１

え

る

。

（

大

野

学

舎

の

前

身

）

く

９
月
奥
村
忠
三
郎
が
家
塾
（
嘉
永
七
年
正
月
開
業
）
の
開
業
願
を
出
し
、
筆
道
、
読
書
、
算
術
を
教
え
る
。
（
奥

三勾

村

学

校

の

前

身

）

６

治

９

月

大

橋

正

読

が

中

之

郷

村

に

家

塾

「

思

誠

堂

」

を

開

き

漢

学

を

教

え

る

。

明

．

加

月

津

田

信

吉

郎

が

中

之

郷

村

に

私

学

「

津

田

学

舎

」

を

開

き

筆

道

を

教

え

る

。

廻
月
犯
日
第
六
中
学
区
第
一
番
小
学
が
深
川
御
船
蔵
前
町
か
ら
、
本
所
松
井
町
に
移
転
し
、
「
土
屋
学
校
」
と
改
称

す

る

。

※

こ

の

年

、

「

墨

陀

学

校

」

が

隅

田

村

多

間

寺

内

に

五

か

村

（

隅

田

、

若

宮

、

堀

切

、

善

左

衛

門

、

小

谷

野

）

の

組

合

に

よ

り

創

立

さ

れ

る

。

２
月

２
月

田
中
正
左
衛
門
が
家
塾
の
開
業
願
を
出
し
、
読
書
、
算
術
、
習
字
を
教
え
る
。
（
田
中
学
校
の
前
身
）

山
川
果
平
が
北
本
所
表
町
に
私
立
「
山
川
学
校
」
を
開
き
、
小
学
科
を
置
く
。
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明治7年（1874）

１
月
８
日

１
月
四
日

２
月
９
日

３
月
Ⅳ
日

４
月
週
日

５
月
肥
日

５
月
弱
日

７
月
４
日

７
月
５
日

７
月
⑫
日

７
月

８
月
妬
日

如
月
記
日

５
月
８
日

５
月
８
日

3
月

深
川
森
下
町
の
府
下
第
六
校
「
育
幼
社
」
が
、
本
所
林
町
の
新
校
舎
に
移
転
し
、
第
一
番
小
学
校
「
土
屋

学
校
」
の
分
校
と
な
る
。

松
浦
明
谷
が
本
所
元
町
に
私
立
「
両
国
学
校
」
（
旧
川
龍
軒
）
を
開
き
、
小
学
科
を
置
く
。

岡
本
弥
七
、
平
井
久
貴
ら
が
、
本
所
緑
町
に
私
立
「
本
所
学
校
」
を
設
立
し
、
読
書
、
習
字
、
算
術
を
教

え
る
。

関
根
広
豊
が
北
本
所
番
場
町
に
私
立
「
関
根
学
校
」
を
開
き
、
読
書
、
算
術
、
習
字
を
教
え
る
。

中
島
謙
三
が
本
所
松
井
町
に
私
立
「
中
島
学
校
」
を
開
き
、
小
学
科
を
置
く
。

鈴
木
蒼
竜
が
本
所
緑
町
に
私
立
「
竪
川
学
校
」
を
開
き
、
読
書
、
習
字
、
算
術
を
教
え
る
。

植
村
泰
通
が
本
所
花
町
に
私
学
「
日
新
義
塾
」
を
開
き
、
英
学
、
数
学
を
教
え
る
。

内
野
真
平
が
南
本
所
番
場
町
に
私
立
「
内
野
学
校
」
を
開
き
、
習
字
、
算
術
、
読
本
を
教
え
る
。

岡
本
弥
兵
術
が
本
所
元
町
に
私
立
「
江
東
学
校
」
を
開
き
、
読
書
、
習
字
、
算
術
を
教
え
る
。

西
田
八
郎
が
本
所
小
泉
町
に
家
塾
を
開
き
算
術
を
教
え
る
。
（
西
田
学
校
の
前
身
）

尺
振
八
が
本
所
相
生
町
に
私
学
「
共
立
学
舎
」
を
設
立
し
英
学
を
教
え
る
。

文
部
省
布
達
に
よ
り
、
小
学
生
徒
の
学
齢
を
満
六
歳
か
ら
満
一
四
歳
ま
で
と
定
め
る
。

公
立
小
学
「
開
世
学
校
」
が
柳
島
町
に
設
立
さ
れ
る
。
（
柳
島
学
校
の
前
身
）

宮
内
赫
斎
が
本
所
緑
町
に
私
学
「
郁
文
学
舎
」
を
開
き
、
英
語
学
を
教
え
る
。

日
向
信
重
が
本
所
元
町
に
私
立
「
日
向
学
校
」
を
開
き
、
和
算
術
を
教
え
る
。

江
幡
信
楯
が
大
畑
村
に
家
塾
を
開
く
。
（
第
三
吾
嬬
小
学
校
の
前
身
）
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明治8年（1875）

哩
月
２
日
永
井
景
象
が
本
所
太
平
町
に
私
学
「
共
学
舎
」
を
開
き
、
英
語
学
、
筆
道
を
教
え
る
。

哩
月
晦
日
公
立
小
学
「
明
徳
学
校
」
が
佐
竹
義
脩
の
寄
付
で
、
本
所
表
町
に
開
校
さ
れ
る
。
（
児
童
数
約
一
○
○
名
、

11 1010101010 9 9 8 8 8 7 7 7 5 5
月月月月月月月月月月月月月月月月
10 28 19 17 3 22 14 8 9 8 7 14 10
日 日 日 日 日日 日 日 日 日 日日日

今
井
教
之
が
本
所
外
手
町
に
私
立
「
今
井
学
校
」
を
開
き
、
読
書
、
習
字
、
算
術
を
教
え
る
。

木
股
楳
軒
が
本
所
若
宮
町
に
私
立
「
若
宮
学
校
」
を
開
き
、
読
書
、
習
字
、
算
術
を
教
え
る
。

公
立
小
学
「
丸
山
学
校
」
が
深
川
北
松
代
町
に
設
立
さ
れ
る
。

「
開
世
学
校
」
を
「
柳
島
学
校
」
と
改
称
す
る
。

公
立
小
学
「
墨
陀
学
校
」
が
隅
田
村
に
設
立
さ
れ
る
。

本
所
林
町
の
「
育
幼
社
」
が
第
六
中
学
区
第
二
一
番
公
立
小
学
と
な
り
、
「
中
和
学
校
」
と
称
す
る
。

矢
掛
三
千
代
が
隅
田
村
に
私
立
「
矢
掛
学
校
」
を
開
き
、
読
書
、
習
字
、
算
術
を
教
え
る
。

今
井
能
恵
が
寺
島
村
に
私
立
「
今
井
学
校
」
を
開
き
、
読
書
、
筆
道
、
算
術
を
教
え
る
。

大
津
如
水
が
本
所
林
町
に
私
立
「
大
津
学
校
」
を
開
き
、
漢
学
、
習
字
を
教
え
る
。

公
立
小
学
「
中
和
学
校
」
が
開
校
式
を
挙
行
し
、
こ
の
日
を
開
校
記
念
日
と
定
め
る
。

北
尾
清
俊
が
本
所
中
之
郷
竹
町
に
私
立
「
北
尾
学
校
」
を
開
き
、
読
書
、
習
字
、
算
術
を
教
え
る
。

公
立
小
学
「
江
東
学
校
」
が
本
所
元
町
に
設
立
さ
れ
る
。

秋
葉
元
政
が
本
所
松
井
町
に
私
学
「
賛
育
舎
」
を
開
き
、
数
学
を
教
え
る
。

高
瀬
豊
三
が
本
所
横
綱
町
に
私
立
英
学
校
「
有
勉
社
」
を
開
く
。

小
笠
原
政
愛
が
小
梅
村
に
私
立
「
小
笠
原
学
校
」
を
開
き
、
読
書
、
習
字
、
算
術
を
教
え
る
。

公
立
小
学
「
本
所
学
校
」
が
本
所
永
倉
町
に
校
舎
を
新
築
し
開
校
す
る
。
（
児
童
数
二
六
五
名
、
教
員
五

名
一
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明治10年（1877） 明治9年（1876）

１
月
９
日

２
月
釦
日

４
月
昭
日

４
月

５
月
超
日

６
月
１
日

７
月
羽
日

２
月
加
日

５
月
９
日

８
月
皿
日

８
月
、
日

９
月
加
月
９
日

、
月
、
月
肥
日

職

員

五

名

）

廻
月
翠
日
大
嶋
鶴
が
本
所
緑
町
に
私
立
「
大
嶋
学
校
」
を
開
き
、
支
那
学
を
教
え
る
。

橘
東
世
が
本
所
松
倉
町
に
私
学
「
少
年
学
舎
」
を
開
き
、
歌
学
、
習
字
、
裁
縫
を
教
え
る
。

青
木
精
一
が
本
所
松
井
町
に
私
学
「
誠
貫
義
塾
」
を
開
き
、
英
学
、
漢
学
、
算
術
を
教
え
る
。

倉
持
惟
常
が
本
所
松
倉
町
に
私
学
「
習
字
学
舎
」
を
開
き
、
筆
道
を
教
え
る
。

吉
田
重
威
が
本
所
地
沢
町
に
私
学
「
暢
和
学
校
」
を
開
き
、
小
学
普
通
学
科
を
教
え
る
。

家
塾
「
南
水
堂
一
斎
」
を
「
横
山
学
校
」
と
改
称
す
る
。

家
塾
「
晴
光
堂
」
を
「
兼
子
学
校
」
と
改
称
す
る
。

公
立
小
学
「
丸
山
学
校
」
を
『
立
志
学
校
」
と
改
称
す
る
。

国
富
吉
信
が
小
梅
業
平
町
に
私
立
「
業
平
学
校
」
を
開
き
、
読
書
、
習
字
、
算
術
を
教
え
る
。

林
貫
一
が
本
所
緑
町
に
私
立
「
双
木
学
校
」
を
開
き
、
読
書
、
習
字
、
算
術
を
教
え
る
。

梅
若
香
織
が
本
所
元
町
に
私
立
「
梅
若
学
校
」
を
開
き
、
読
書
、
習
字
、
算
術
を
教
え
る
。

平
野
玉
城
が
本
所
亀
沢
町
に
私
立
「
平
野
学
校
」
を
開
き
、
皇
学
、
漢
学
を
教
え
る
。

「
中
和
学
校
」
の
女
児
に
初
め
て
裁
縫
科
を
課
す
る
。

酒
井
忠
量
が
中
之
郷
原
庭
町
に
私
立
「
酒
井
学
校
」
を
開
き
、
算
術
を
教
え
る
。

吉
住
錬
作
が
深
川
北
松
代
町
に
私
立
「
吉
住
学
校
」
を
開
き
、
漢
学
を
教
え
る
。

今
井
芳
州
が
本
所
林
町
に
私
学
「
明
聾
学
舎
」
を
開
き
、
漢
学
を
教
え
る
。
（
明
聾
学
校
の
前
身
）
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明治11年

(1878）
明治12年（1879） 明治10年（1877）

３
月
喝
日

３
月

３
月

４
月
ｎ
日

４
月
廻
日

５
月
７
日

６
月

11 8 5 5 4

月月月月月
2 24 1310
日 日 日 日

12101010 8

月月月月月
1 1818 1 5

日 日 日 日 日

堀
中
徹
蔵
が
本
所
緑
町
に
私
学
「
就
道
塾
」
を
開
き
、
漢
籍
を
教
え
る
。

私
立
英
学
校
「
有
勉
社
」
が
閉
校
と
な
る
。

矢
田
重
次
郎
が
押
上
村
に
私
学
「
浪
波
津
学
舎
」
を
開
き
、
筆
道
を
教
え
る
。

波
多
野
伝
三
郎
が
本
所
相
生
町
に
私
学
「
共
立
学
舎
」
を
開
き
、
英
学
、
漢
学
、
洋
算
を
教
え
る
。

尺
振
八
が
病
気
の
た
め
私
学
「
共
立
学
舎
」
を
閉
業
す
る
。

私
立
「
誠
貫
義
塾
」
が
閉
業
と
な
る
。

江
幡
信
楯
が
大
畑
村
に
私
立
「
江
幡
学
校
」
を
開
き
、
小
学
科
を
置
く
。

江
幡
信
楯
の
家
塾
が
大
畑
村
の
正
覚
寺
本
堂
を
教
室
と
し
て
使
用
す
る
。

私
立
「
暢
和
学
校
」
が
都
合
に
よ
り
閉
校
と
な
る
。

公
立
「
中
和
学
校
」
が
、
上
等
科
、
下
等
科
の
制
度
を
改
め
、
期
限
六
か
年
の
尋
常
科
と
す
る
。

公
立
「
本
所
学
校
」
の
二
階
建
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。
（
階
上
は
裁
縫
室
）

東
京
府
が
一
五
区
六
郡
に
再
編
成
さ
れ
、
本
所
区
が
成
立
す
る
。

猪
熊
勝
五
郎
が
本
所
緑
町
に
私
学
「
緑
学
校
」
を
開
き
、
漢
学
、
算
術
、
習
字
を
教
え
る
。

第
六
中
学
区
内
に
設
立
さ
れ
た
「
仁
恵
学
校
」
を
「
公
恵
学
校
」
と
改
称
す
る
。

貧
困
家
庭
児
童
を
対
象
と
し
た
「
公
恵
学
校
」
が
公
立
小
学
「
江
東
学
校
」
に
付
設
さ
れ
る
。

公
立
小
学
「
江
東
学
校
」
が
男
子
校
と
女
子
校
に
分
け
ら
れ
「
江
東
女
子
小
学
校
」
が
設
立
さ
れ
る
。

私
立
「
酒
井
学
校
」
を
「
思
斉
学
舎
」
と
改
称
す
る
。

－11－



明治12年 (1879）

ｃ
一
”
恥
池
卵

⑥
~

※※12 12 11 10 10 10 10 10 9
月月月月月月月月月
181121 12 10 9 8
日 日 日 日 日 日 日

９
月
豹
日

1 1

月月

31 15
日 日

公
立
「
中
和
学
校
」
が
、
大
中
小
学
区
の
学
制
廃
止
に
よ
り
、
校
名
を
「
東
京
府
立
中
和
小
学
」
と
改
称

す
る
。
「
公
恵
学
校
」
内
に
「
府
立
庶
民
夜
学
校
」
を
併
設
す
る
。

私
立
「
横
山
学
校
」
の
校
主
、
横
山
当
義
死
亡
の
た
め
閉
校
と
な
る
。

小
出
小
弥
太
が
本
所
亀
沢
町
に
私
立
「
盈
科
学
校
」
を
開
き
、
小
学
科
を
置
く
。

横
山
光
朝
が
実
兄
当
義
死
亡
の
た
め
、
閉
校
と
な
っ
た
「
横
山
学
校
」
を
再
開
す
る
。

村
立
「
寺
島
小
学
」
が
寺
島
村
に
開
校
す
る
。
（
児
童
数
約
八
○
名
）

斎
藤
長
宜
が
本
所
林
町
に
私
学
「
成
量
学
校
」
を
開
き
、
数
学
を
教
え
る
。

私
立
「
両
国
小
学
」
の
分
校
が
本
所
北
二
葉
町
に
設
立
さ
れ
る
。

私
立
「
矢
口
学
校
」
が
校
主
、
矢
口
記
陽
病
身
の
た
め
閉
校
と
な
る
。

石
久
保
久
右
衛
門
が
本
所
亀
沢
町
に
私
学
「
素
行
学
校
」
を
開
き
、
漢
学
を
教
え
る
。

こ
の
年
、
武
井
頼
功
が
本
所
南
二
葉
町
に
私
学
「
量
平
掛
」
を
開
き
、
数
学
を
教
え
る
。

こ
の
年
、
萩
原
敬
之
が
本
所
緑
町
に
私
学
「
巻
懐
塾
」
を
開
き
、
経
学
、
史
学
、
文
章
を
教
え
る
。

島
津
義
禎
が
本
所
石
原
町
に
私
学
三
一
余
夜
学
校
」
を
開
き
小
学
科
を
置
く
。

佐
藤
敬
吉
が
本
所
中
之
郷
原
庭
町
東
盛
寺
内
に
、
私
立
夜
学
校
「
蕉
蹟
義
塾
」
を
開
き
、
皇
漢
学
を
教
え

る
。
私
立
「
柿
沼
学
校
」
が
閉
校
と
な
る
。

村
立
「
寺
島
小
学
」
で
校
費
補
助
の
一
策
と
し
て
、
学
校
世
話
係
が
無
尽
講
を
始
め
る
。
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明治13年（1880）

r
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私
立
「
盈
科
学
校
」
が
都
合
に
よ
り
閉
校
と
な
る
。

宮
崎
誠
が
本
所
緑
町
に
私
立
簿
記
学
校
「
三
省
学
舎
」
を
開
き
、
単
複
簿
記
、
簿
記
用
算
術
を
教
え
る
。

公
立
「
墨
陀
小
学
」
が
「
寺
島
小
学
」
に
併
合
さ
れ
廃
校
と
な
る
。

私
学
「
数
学
教
授
所
」
が
筧
正
文
病
気
の
た
め
閉
校
と
な
る
。

橋
本
彦
太
が
本
所
林
町
に
私
学
「
誠
義
学
校
」
を
開
き
算
術
を
教
え
る
。

井
上
藤
吉
が
本
所
番
場
町
に
私
立
「
志
育
小
学
」
を
開
き
、
小
学
科
を
置
く
。

私
学
「
浪
波
津
学
舎
」
が
都
合
に
よ
り
閉
校
と
な
る
。

矢
田
重
次
郎
が
押
上
村
に
私
立
「
浪
速
津
学
校
」
を
開
き
、
読
書
、
習
字
、
算
術
を
教
え
る
。

私
学
「
共
立
学
舎
」
が
波
多
野
伝
三
郎
の
都
合
に
よ
り
閉
業
と
な
る
。

私
学
「
成
量
学
校
」
が
都
合
に
よ
り
閉
業
と
な
る
。

私
立
夜
学
校
「
蕉
蹟
義
塾
」
が
教
員
の
都
合
に
よ
り
当
分
の
間
、
休
業
と
な
る
。

私
立
簿
記
学
校
「
三
省
学
舎
」
が
都
合
に
よ
り
閉
業
と
な
る
。

私
学
「
誠
義
学
校
」
が
閉
校
と
な
る
。

千
野
忠
秀
が
本
所
番
場
町
に
私
立
「
共
潤
小
学
」
を
開
き
、
小
学
科
を
置
く
。

私
学
「
素
行
学
校
」
が
住
居
移
転
の
た
め
閉
校
と
な
る
。

私
学
「
三
余
夜
学
校
」
が
「
洪
業
義
塾
」
と
改
称
す
る
。

私
立
「
共
潤
小
学
」
が
都
合
に
よ
り
閉
校
と
な
る
。

私
立
「
両
国
小
学
」
が
校
主
、
松
浦
明
谷
死
亡
の
た
め
閉
校
と
な
る
。

松
浦
文
谷
が
私
立
「
両
国
分
校
」
を
「
両
国
小
学
」
と
改
称
し
て
開
校
す
る
。
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明治13年

(1880）
明治14年（1881）明治16年（1883）

③

※※※11
月
23
日

３
月
坂
入
ま
つ
が
本
所
亀
沢
町
に
私
立
「
亀
沢
小
学
」
を
設
立
す
る
。

６
月
１
日
廃
校
の
公
立
「
墨
陀
小
学
」
が
「
寺
島
小
学
」
か
ら
分
離
し
、
隅
田
、
若
宮
、
善
左
衛
門
、
三
村
連
合
の

公
立
「
隅
田
小
学
校
」
と
し
て
大
字
隅
田
字
堤
外
に
開
校
す
る
。

７
月
週
日
私
立
「
江
幡
小
学
」
を
改
め
て
、
大
畑
、
上
木
下
川
、
下
木
下
川
、
木
ノ
下
の
四
連
合
村
立
小
学
校
と
す

る

。

．

（

児

童

数

五

○

名

、

校

舎

は

正

覚

寺

）

９
月
６
日
私
立
「
浪
速
津
小
学
」
が
村
立
「
浪
速
津
小
学
校
」
と
し
て
発
足
し
開
校
式
を
挙
げ
る
。

11 1010 9

月月月月
26 1

日 日

４
月

公
立
「
本
所
小
学
」
が
小
学
教
科
を
分
け
て
、
初
等
、
中
等
、
高
等
科
と
定
め
る
。

公
立
「
牛
島
小
学
」
の
新
校
舎
が
小
梅
村
に
完
成
す
る
。

梅
田
覚
四
郎
が
本
所
林
町
に
私
学
「
聞
天
社
」
を
開
き
罪
英
学
普
通
学
科
、
政
治
学
を
教
え
る
。

「
江
東
小
学
」
に
府
下
最
初
の
付
属
幼
稚
園
が
設
置
さ
れ
る
。

西
脇
清
房
が
本
所
徳
右
衛
門
町
に
私
立
「
西
脇
学
校
」
を
開
き
、
尋
常
小
学
科
を
置
く
。

私
立
「
志
育
小
学
」
が
教
員
の
都
合
に
よ
り
閉
校
と
な
る
。

こ
の
年
、
久
保
正
尚
が
本
所
石
原
町
に
私
立
「
久
保
小
学
」
を
開
き
小
学
科
を
置
く
。

こ
の
年
、
河
合
乗
裟
が
本
所
緑
町
に
私
立
「
琢
成
学
校
」
を
開
き
、
英
語
、
独
逸
学
、
数
学
を
教
え
る
。

こ
の
年
、
山
本
貞
蔵
が
本
所
横
川
町
に
私
立
「
敬
愛
小
学
」
を
開
き
、
読
書
、
習
字
、
算
術
、
裁
縫
、
記

簿
法
を
教
え
る
。
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明治19年（1886） 明治18年（1885） 明治17年（1884）

９

月

吃

月

２
月
３
月
晦
日

３
月

３
月
４
月
皿
日

７
月

８
月

ｎ
月

３
月
犯
日

６
月

４
月

５
月

斎
藤
寿
三
郎
が
本
所
松
坂
町
に
私
立
「
江
東
義
塾
」
を
開
き
、
数
学
、
英
文
、
漢
文
を
教
え
る
。

高
橋
孝
次
郎
が
本
所
林
町
に
私
立
英
学
校
「
脩
文
舎
」
を
開
き
、
英
文
学
、
地
理
、
歴
史
、
性
理
化
学
を

教
え
る
。
・

津
田
文
三
が
本
所
相
生
町
に
私
立
「
欽
崇
塾
」
を
開
き
、
修
身
、
漢
文
を
教
え
る
。

阪
井
市
太
郎
が
本
所
亀
沢
町
に
私
立
「
記
簿
舎
」
を
開
き
、
簿
記
を
教
え
る
。

小
林
専
三
郎
が
本
所
清
水
町
に
私
立
「
用
久
小
学
校
」
を
開
き
、
小
学
初
等
科
を
置
く
。

公
立
「
中
和
小
学
校
」
に
付
属
幼
稚
園
を
設
置
す
る
。

加
藤
福
次
が
本
所
林
町
に
私
立
「
英
進
小
学
校
」
を
開
き
、
小
学
初
等
科
を
置
く
。

公
立
「
隅
田
小
学
校
」
の
増
築
校
舎
が
有
志
の
寄
付
に
よ
っ
て
完
成
す
る
。
（
木
造
平
屋
）

小
学
校
、
中
学
校
、
師
範
学
校
令
を
公
布
し
、
小
学
校
令
に
よ
り
尋
常
小
学
校
四
年
、
高
等
小
学
校
四
年

年
二
段
階
、
尋
常
小
学
校
の
課
程
を
義
務
教
育
と
す
る
。

公
立
「
隅
田
小
学
校
」
が
隅
田
村
一
、
五
四
五
番
地
に
移
転
す
る
。

酒
井
忠
量
が
本
所
原
庭
町
に
私
立
「
弘
通
数
理
館
」
を
開
き
、
純
正
数
学
、
天
文
学
、
陸
海
測
量
学
、
図

学
を
教
え
る
。

安
藤
良
之
助
が
本
所
徳
右
衛
門
町
に
私
立
「
啓
蒙
塾
」
を
開
き
、
修
身
、
漢
文
を
教
え
る
。

新
倉
保
忠
が
本
所
林
町
に
私
立
「
英
進
夜
学
校
」
を
開
き
、
修
身
、
漢
文
、
読
書
、
算
術
を
教
え
る
。

遠
藤
秀
之
助
が
本
所
林
町
に
私
立
夜
学
校
「
発
蒙
舎
」
を
開
き
、
読
書
、
算
術
、
習
字
を
教
え
る
。
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明治20年

(1887）
明治21年（1888） 明治19年（1886）

、

’
２
月
晦
日

４
月
１
日

３
月
訓
日

４
月
１
日

４
月
１
日

5

月
１
月

３
月

12 1111 10 8 8
月月月月月月
3 24
日 日

４
月

「
松
柳
小
学
校
」
が
廃
校
と
な
り
、
旧
柳
島
小
学
校
を
「
本
所
小
学
柳
島
分
校
」
と
し
、
旧
立
志
小
学

校
を
「
中
和
小
学
松
代
分
校
」
と
す
る
。

「
浪
速
津
小
学
校
」
の
新
校
舎
が
柳
島
村
に
完
成
す
る
。

「
隅
田
小
学
校
」
が
「
隅
田
尋
常
小
学
校
」
と
改
称
す
る
。
（
児
童
数
七
九
名
）

村
立
「
江
幡
小
学
校
」
が
町
村
制
施
行
に
よ
り
、
四
か
村
が
合
併
し
大
木
村
と
な
り
「
大
木
尋
常
小
学

校
」
と
改
称
す
る
（
児
童
数
六
○
名
）

私
立
「
開
発
尋
常
高
等
小
学
校
」
が
本
所
外
手
町
に
移
転
す
る
。
（
児
童
数
二
○
○
余
名
）

「
立
志
小
学
校
」
と
「
柳
島
小
学
校
」
が
合
併
し
「
松
柳
小
学
校
」
と
改
称
す
る
。

「
中
和
小
学
校
」
が
高
等
科
に
英
語
科
を
加
え
る
。

松
本
直
方
が
本
所
松
倉
町
に
私
立
「
松
倉
小
学
校
」
を
開
き
、
尋
常
小
学
科
を
置
く
。

「
本
所
小
学
校
」
が
小
学
教
科
を
尋
常
、
高
等
二
科
に
分
け
る
ｏ

伊
藤
八
郎
が
本
所
石
原
町
に
「
稽
古
所
」
を
開
く
。

伊
藤
清
廉
が
本
所
石
原
町
に
私
立
「
開
発
小
学
校
」
を
開
き
、
小
学
初
等
科
を
置
く
。

「
寺
島
小
学
校
」
が
高
等
科
を
設
置
し
、
「
寺
島
尋
常
高
等
小
学
校
」
と
改
称
す
る
。

「
江
東
小
学
校
」
が
成
績
優
良
校
と
な
り
、
皇
太
子
嘉
仁
親
王
（
大
正
天
皇
）
の
臨
校
が
あ
っ
た
。

「
中
和
小
学
校
」
が
尋
常
科
四
学
級
、
高
等
科
三
学
級
を
編
制
す
る
。

「
中
和
小
学
校
」
が
校
舎
増
築
落
成
式
を
挙
行
す
る
。
（
児
童
数
二
四
八
名
）

ｌ

ｌ

Ｉ

Ｉ

ｌ

Ｉ

■

■

■

■

■

■

■

■

■

Ｐ
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明治22年（1889）明治23年（1890）

５
月

１
月
１
日

２
月

４
月

５
月

８
月
哩
日

９
月
ｎ
日

ｎ
月

※、
月
７
日

加
月
７
日

２
月
９
日

２
月
加
日

７
月

「
牛
島
尋
常
高
等
小
学
校
」
に
両
陛
下
の
ご
真
影
が
下
賜
さ
れ
る
。

「
中
和
小
学
校
」
「
寺
島
尋
常
高
等
小
学
校
」
に
両
陛
下
の
ご
真
影
が
下
賜
さ
れ
る
。

コ
レ
ラ
が
大
流
行
し
、
本
所
区
で
は
各
小
学
校
を
巡
回
し
、
予
防
法
の
説
明
会
を
行
う
。
（
本
所
区
内

死
者
二
三
一
人
に
達
す
）

小
学
校
令
改
正
を
公
布
す
る
。
（
明
治
一
九
年
の
小
学
校
令
を
廃
止
）

小
学
校
は
市
内
各
区
の
区
有
施
設
と
な
る
。

郡
に
郡
視
学
、
市
町
村
に
学
務
委
員
を
置
く
。

本
所
区
内
の
公
立
小
学
校
教
員
の
制
服
が
定
め
ら
れ
る
。

「
本
所
小
学
校
」
が
本
所
花
町
に
分
校
を
設
立
す
る
。

「
牛
島
学
校
」
が
「
東
京
市
牛
島
尋
常
高
等
小
学
校
」
と
改
称
す
る
。

「
寺
島
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
木
造
平
屋
建
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
隅
田
尋
常
小
学
校
」
の
新
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
隅
田
尋
常
小
学
校
」
の
新
築
校
舎
が
暴
風
雨
の
た
め
全
壊
す
る
。

「
隅
田
尋
常
小
学
校
」
の
再
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

こ
の
年
、
「
江
東
小
学
校
」
が
。
く
り
万
国
博
覧
会
に
児
童
の
作
品
を
出
品
し
、
フ
ラ
ン
ス
大
統
領
か
ら

感
謝
状
、
銅
牌
を
贈
ら
れ
る
。

「
明
徳
小
学
校
」
が
若
宮
町
に
「
若
宮
分
教
場
」
を
設
立
す
る
。
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明治25年

(1892）
明治23年(1890)明治24年（1891）

２
月
週
日
「
牛
島
尋
常
高
等
小
学
校
」
が
校
舎
改
築
落
成
式
を
挙
行
す
る
。
（
来
会
者
三
○
○
余
名
）

６
月
１
日
村
立
「
第
二
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
が
吾
嬬
村
請
地
に
開
校
す
る
。
（
児
童
数
二
○
名
）

６
月
２
日
村
立
「
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
が
「
第
一
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
と
改
称
す
る
。

４
月

４
月

ロ

ハ

●

、
●
ワ
ク ４

月
８
日

３
月
瓢
日

４
月
１
日

４
月
１
日

12 12 11 10 10
月月月月月
27 31 30
日 日 日

教
育
義
社
設
立
の
「
簡
易
小
学
校
」
を
本
所
小
学
校
の
分
校
と
す
る
。

「
隅
田
尋
常
小
学
校
」
に
教
育
に
関
す
る
勅
語
の
謄
本
が
下
賜
さ
れ
る
。

「
教
育
一
一
関
ス
ル
勅
語
」
が
発
布
さ
れ
る
。

文
部
省
が
「
教
育
一
一
関
ス
ル
勅
語
」
の
謄
本
を
、
全
国
の
学
校
に
下
賜
す
る
。

「
本
所
小
学
校
」
に
両
陛
下
の
ご
真
影
が
下
賜
さ
れ
る
。

「
中
和
小
学
校
」
「
本
所
小
学
校
」
に
教
育
に
関
す
る
勅
語
の
謄
本
が
下
賜
さ
れ
る
。

「
明
徳
小
学
校
」
の
一
二
教
室
改
築
校
舎
が
完
成
す
る
。
（
児
童
数
約
三
八
○
名
）

学
区
改
正
の
た
め
「
中
和
小
学
校
松
代
分
校
」
を
分
離
す
る
。

「
明
徳
小
学
校
」
が
改
正
小
学
校
令
に
よ
り
「
明
徳
尋
常
高
等
小
学
校
」
と
改
称
す
る
。

「
中
和
小
学
校
」
が
改
正
小
学
校
令
に
よ
り
「
中
和
尋
常
高
等
小
学
校
」
と
改
称
す
る
。

村
立
「
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
が
吾
嬬
村
小
村
井
の
「
吾
嬬
学
館
」
に
新
教
室
を
増
設
し
て
開
校
す
る
。

（
児
童
数
三
五
名
）

こ
の
年
、
狄
所
景
定
が
吾
蠕
村
小
村
井
に
、
私
塾
「
吾
嬬
学
館
」
を
開
く
。
（
第
一
吾
嬬
小
学
校
の
前
身
）
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治27年（1894）明治29年(1896) ｜ 明 明治26年（1893）

ｎ
月
型
日

9 8 3

月月月
15 6 22

日 日 日

12 11 7 5

月月月月
2727 3

日 日 日

４
月
距
日

12 12 7 7 7
月月月 月月
15 1524 11 1
日 日 日 日 日

私
立
「
博
愛
小
学
校
」
に
「
博
愛
夜
学
校
」
が
設
置
さ
れ
、
普
通
学
科
を
置
く
。

私
立
「
奥
村
尋
常
小
学
校
」
が
「
松
坂
尋
常
小
学
校
」
と
改
称
す
る
。

「
第
一
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
が
埼
玉
県
足
立
郡
花
畑
村
の
堤
防
決
壊
に
よ
る
浸
水
の
た
め
、
一
七
日
間
の

臨
時
休
業
と
な
る
。
（
床
上
浸
水
三
尺
）

「
本
所
、
深
川
連
合
教
育
会
」
が
「
東
京
教
育
談
友
会
」
と
改
称
す
る
。

「
牛
島
尋
常
高
等
小
学
校
」
及
び
「
第
二
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
が
、
向
島
須
崎
の
大
火
に
よ
り
、
校
舎
を

全
焼
す
る
。

「
第
二
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
が
仮
校
舎
に
移
転
す
る
。

「
本
所
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
二
教
室
増
築
が
完
了
す
る
。

松
浦
ミ
タ
外
一
名
が
本
所
中
之
郷
瓦
町
に
「
東
橋
尋
常
小
学
校
」
を
開
き
、
尋
常
小
学
科
を
置
く
。

「
牛
島
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
新
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
大
木
尋
常
小
学
校
」
が
大
字
木
下
に
「
木
下
分
教
場
」
を
設
置
す
る
。

「
隅
田
尋
常
小
学
校
」
の
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
第
二
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
に
教
育
に
関
す
る
勅
語
の
謄
本
が
下
賜
さ
れ
る
。

「
第
二
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
に
両
陛
下
の
ご
真
影
が
下
賜
さ
れ
る
。

「
大
木
尋
常
小
学
校
」
に
両
陛
下
の
ご
真
影
が
下
賜
さ
れ
る
。
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５
月
８
月
即
日

５
月
ｎ
日

「
柳
島
尋
常
高
等
小
学
校
」
に
尋
常
科
四
学
級
、
高
等
科
二
学
級
の
編
制
が
許
可
さ
れ
る
。

「
府
立
職
工
学
校
」
が
本
所
林
町
に
設
立
さ
れ
る
。

小
学
校
令
を
改
正
。
（
尋
常
小
学
校
を
四
年
制
に
統
一
し
、
高
等
小
学
校
は
二
年
、
三
年
、
四
年
の
三
種

と
す
る
）

Ｉ

’

一
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明治32年

(1899）

４
月
刀
日
「
柳
島
尋
常
高
等
小
学
校
」
が
第
一
回
運
動
会
を
催
す
。

ｎ
月
７
日
「
本
所
等
常
高
等
小
学
校
」
の
裁
縫
室
か
ら
出
火
、
校
舎
、
備
品
を
全
焼
す
る
。

哩
月

「
本
所
尋
常
高
等
小
学
校
」
が
本
所
花
町
に
仮
校
舎
を
設
置
し
て
、
授
業
を
開
始
す
る
。

明治31年（1898）

弓

３
月
釦
日
「
本
所
小
学
校
柳
島
分
校
」
と
「
浪
速
津
小
学
校
」
を
合
併
し
て
、
市
立
「
柳
島
尋
常
高
等
小
学
校
」
が

設

立

さ

れ

る

。

９
月
調
日
「
柳
島
尋
常
高
等
小
学
校
」
に
両
陛
下
の
ご
真
影
が
下
賜
さ
れ
る
。
同
校
が
こ
の
日
を
開
校
記
念
日
と
定

め

、

新

築

校

舎

の

落

成

式

を

挙

行

す

る

。

ｎ
月

「

隅

田

尋

常

小

学

校

」

の

増

築

校

舎

が

完

成

す

る

。

廻
月
副
日
「
柳
島
尋
常
高
等
小
学
校
」
に
初
め
て
校
医
を
置
く
。

明治30年

(1897）

３
月
平
野
鑑
吉
が
本
所
永
倉
町
に
私
立
「
国
民
夜
学
校
」
を
開
き
、
商
工
科
、
普
通
科
を
置
く
。

廻
月
幻
日
「
第
二
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
の
新
校
舎
が
落
成
す
る
。



明治35年（1902） 明治34年（1 901)

７
月
１
日

廻
月
型
日

6 4 4 3

月月月月
2629 10
日 日 日

3 3 2 1 12 10 9 6 4 4

月月月 月月月月月月
1 1 4 1 11 31 6 11 13

日 日 日 日 日 日 日 日

「
府
立
第
三
中
学
校
」
（
両
国
高
校
）
が
、
京
橋
か
ら
本
所
柳
原
町
の
新
校
舎
に
移
転
す
る
。

「
第
一
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
が
香
取
神
社
の
所
有
地
に
校
舎
を
増
築
す
る
。

「
第
一
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
が
高
等
科
を
併
置
し
て
、
「
館
一
吾
嬬
尋
常
高
等
小
学
校
」
と
改
称
す
る
。

（
尋
常
科
二
学
級
、
高
等
科
一
学
級
）

「
中
和
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
校
舎
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
大
木
等
常
小
学
校
」
が
木
下
川
に
「
大
荒
田
分
教
場
」
を
設
置
す
る
。
（
児
童
総
数
九
○
名
）

「
隅
田
尋
常
小
学
校
」
が
高
等
科
を
設
置
し
「
隅
田
尋
常
高
等
小
学
校
」
と
改
称
す
る
。

「
大
木
尋
常
小
学
校
」
の
木
下
分
教
場
を
「
第
一
分
教
場
」
、
大
荒
田
分
教
場
を
「
第
二
分
教
場
」
と
呼

称
す
る
。

私
立
「
本
所
幼
稚
園
」
が
設
立
す
る
。

「
柳
島
尋
常
高
等
小
学
校
」
が
瓦
斯
紡
績
会
社
の
．
へ
ス
ト
病
発
生
に
よ
っ
て
、
一
か
月
間
の
臨
時
休
業
と

な
る
。

「
柳
島
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
本
所
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
新
校
舎
が
落
成
す
る
。

「
柳
島
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
授
業
料
を
、
高
等
科
八
○
銭
、
尋
常
科
二
○
銭
と
定
め
る
。

私
立
「
鈴
木
尋
常
小
学
校
」
が
「
明
華
小
学
校
」
と
改
称
す
る
。

「
江
東
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
分
校
が
廃
止
と
な
る
。

「
柳
島
尋
常
高
等
小
学
校
」
に
有
志
団
体
に
よ
る
児
童
奨
励
会
が
設
立
さ
れ
る
。

一

－21－



明治37年（1904） 明治36年（1903）

9 7 3

月月月
22 10
日 日

加
月

２
月
３
月
鋤
日

３
月

６
月
４
日

６
月
巧
日

、
月
犯
日

※

私
立
「
東
橋
幼
稚
園
」
が
設
立
す
る
。

「
大
木
尋
常
小
学
校
」
の
「
第
二
分
教
場
」
が
廃
止
と
な
り
、
木
下
分
教
場
に
合
併
す
る
。

「
隅
田
尋
常
高
等
小
学
校
」
が
現
校
地
に
木
造
平
屋
建
校
舎
を
新
築
し
、
旧
校
舎
よ
り
移
転
す
る
。

「
横
川
尋
常
小
学
校
」
が
中
之
郷
横
川
町
に
開
校
す
る
。

「
柳
島
尋
常
高
等
小
学
校
」
に
同
窓
会
が
組
織
さ
れ
る
。

「
三
笠
尋
常
小
学
校
」
が
本
所
三
笠
町
に
、
貧
困
家
庭
児
童
収
容
の
小
学
校
と
し
て
開
校
す
る
。
（
二
学

級
、
児
童
数
二
六
名
）

「
三
笠
尋
常
小
学
校
」
に
「
三
笠
尋
常
夜
学
校
」
が
設
置
さ
れ
る
。

こ
の
年
、
山
口
浪
江
が
私
立
「
緑
頴
学
校
」
を
本
所
緑
町
に
開
き
、
専
修
科
と
簡
易
科
を
置
く
。

「
茅
場
尋
常
小
学
校
」
の
設
立
が
認
可
さ
れ
る
。

「
寺
島
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
木
造
平
屋
建
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
中
和
尋
常
高
等
小
学
校
」
が
開
校
三
○
年
記
念
祝
賀
会
を
挙
行
す
る
。

－一一一一一
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明治39年（1906） 明治38年（1905）

’
１
月
認
日

※12 11

月月
2627

日 日

1210 10

月月月
29 3

日 日

４
月
１
日

５
月
３
日

９
月
鋤
日

４
月
８
日

４
月
加
日

６
月
４
日

６
月
妬
日

本
所
区
小
学
校
連
合
祝
捷
大
運
動
会
（
旅
順
開
城
の
た
め
）
が
、
千
歳
町
川
岸
埋
地
で
、
尋
常
科
三
年
以

上
の
児
童
六
○
○
○
名
の
参
加
に
よ
り
挙
行
さ
れ
る
。

私
立
「
開
発
尋
常
高
等
小
学
校
」
に
付
属
幼
稚
園
が
設
置
さ
れ
る
。

「
大
木
尋
常
小
学
校
」
に
補
習
科
（
修
業
年
限
二
か
年
）
を
設
置
す
る
。

「
中
和
尋
常
高
等
小
学
校
」
に
戦
捷
を
記
念
し
て
、
児
童
保
謹
者
会
が
創
立
さ
れ
る
。

「
江
東
尋
常
高
等
小
学
校
」
が
、
本
所
元
町
か
ら
本
所
相
生
町
の
「
相
生
尋
常
小
学
校
」
「
相
生
女
子
尋

常
小
学
校
」
の
校
舎
に
移
転
す
る
。

「
二
葉
尋
常
小
学
校
」
が
本
所
南
二
葉
町
に
開
校
す
る
。

「
柳
島
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

こ
の
年
、
本
所
区
教
育
会
経
営
の
「
工
業
補
習
夜
学
校
」
「
女
子
実
業
学
校
」
が
「
開
発
尋
常
簡
等
小
学

校
に
併
設
さ
れ
る
。

「
繊
川
尋
常
小
学
校
」
に
高
等
科
が
設
置
さ
れ
、
「
横
川
尋
常
高
等
小
学
校
」
と
改
称
す
る
。

「
柳
島
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
校
歌
が
、
文
部
省
か
ら
認
可
さ
れ
る
。

「
本
所
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
「
花
町
分
教
場
」
を
廃
止
し
、
全
児
童
を
「
三
笠
尋
常
小
学
校
」
に
引
き

渡
す
。
「
横
川
尋
常
高
等
小
学
校
」
に
両
陛
下
の
ご
真
影
が
下
賜
さ
れ
る
。

「
横
川
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
校
歌
が
、
文
部
省
か
ら
認
可
さ
れ
る
。

「
寺
島
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
木
造
平
屋
建
校
舎
が
完
成
す
る
。
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明治40年（1907）

~

※10 9
月月
10 10

日 日

２
月

３
月
瓢
日

６
月
迩
日

６
月
翠
日

６
月

８
月
”
日

※４
月
１
日

４
月

３
月
劃
日

小
学
校
令
を
改
正
し
、
義
務
教
育
年
限
を
四
年
か
ら
六
年
に
延
長
、
尋
常
小
学
校
を
六
年
、
高
等
小
学
校

を
二
～
三
年
と
す
る
。
（
明
治
四
一
年
四
月
か
ら
施
行
）

「
第
二
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
が
初
め
て
二
学
級
編
制
と
な
る
。
（
児
童
数
八
九
名
）

「
牛
島
尋
常
高
等
小
学
校
」
が
高
等
科
を
廃
止
し
て
、
「
牛
島
尋
常
小
学
校
」
と
な
る
。
高
等
科
の
生
徒

は
「
本
所
高
等
小
学
校
」
に
転
校
と
な
る
。

「
第
二
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
の
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
中
和
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
校
歌
が
、
文
部
省
か
ら
認
可
さ
れ
る
。

市
立
「
第
二
工
業
補
習
夜
学
校
」
が
、
「
中
和
尋
常
高
等
小
学
校
」
に
開
設
さ
れ
る
。

「
第
一
吾
嬬
尋
常
高
等
小
学
校
」
が
、
南
綾
瀬
村
堤
防
決
壊
に
よ
る
浸
水
の
た
め
、
一
か
月
間
の
臨
時
休

業
と
な
る
。
（
床
上
浸
水
三
尺
）

「
中
和
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
屋
内
体
操
場
が
完
成
す
る
。

「
茅
場
尋
常
小
学
校
」
の
校
舎
が
本
所
茅
場
町
に
完
成
す
る
。
（
児
童
数
二
六
○
名
）

こ
の
年
、
「
中
和
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
付
属
幼
稚
園
が
「
江
東
女
子
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
付
属
幼
稚

園
に
合
併
さ
れ
る
。

１

１

市
立
「
江
東
幼
稚
園
」
が
本
所
亀
沢
町
に
設
立
さ
れ
る
。

小
学
校
令
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
高
等
小
学
校
を
分
立
す
る
。
各
小
学
校
は
「
東
京
市
○
○
尋
常
小
学
校
」

こ
の
年
、
「
三
笠
尋
常
小
学
校
」
の
四
教
室
並
び
に
屋
内
体
操
場
が
完
成
す
る
。

’
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｜
明治42年（1909） 明治41年(1908)

５
月
１
日

５
月
虹
日

4 3

月月
30

日

と

改

称

す

る

。

３
月
証
日
「
本
所
尋
常
高
等
小
学
校
」
を
「
本
所
尋
常
小
学
校
」
と
改
称
す
る
。

４
月
１
日
「
柳
島
尋
常
高
等
小
学
校
」
が
高
等
科
を
廃
止
し
「
柳
島
尋
常
小
学
校
」
と
改
称
す
る
。

４
月
１
日
「
明
徳
尋
常
高
等
小
学
校
」
を
「
明
徳
尋
常
小
学
校
」
と
改
称
す
る
。

４
月
１
日
「
横
川
尋
常
高
等
小
学
校
」
を
「
横
川
尋
常
小
学
校
」
と
改
称
す
る
。

４
月
１
日
「
中
和
尋
常
高
等
小
学
校
」
を
「
中
和
尋
常
小
学
校
」
と
改
称
す
る
。

４
月
１
日
市
立
「
本
所
高
等
小
学
校
」
が
創
立
さ
れ
、
「
二
葉
尋
常
小
学
校
」
の
校
舎
を
使
用
す
る
。
（
二
葉
尋
常

小

学

校

は

一

時

休

校

と

な

る

）

４
月
１
日
「
寺
島
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
尋
常
科
が
六
年
制
と
な
る
。
（
尋
常
科
八
学
級
四
六
三
名
、
高
等
科
三
学

級

一

○

一

名

）

４
月
加
日
「
三
笠
尋
常
小
学
校
」
に
夜
間
部
一
学
級
が
設
置
さ
れ
る
。

４
月

私

立

「

本

所

商

業

補

習

夜

学

校

」

が

本

所

表

町

に

設

立

さ

れ

る

。

５
月
８
日
「
第
一
吾
嬬
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。
（
教
室
数
五
、
児
童
数
二
三
三
名
）

「
大
木
尋
常
小
学
校
」
が
補
習
科
を
廃
止
し
、
修
業
年
限
六
か
年
と
な
る
。

「
第
一
吾
嬬
尋
常
高
等
小
学
校
」
が
修
業
年
限
を
、
尋
常
科
六
か
年
、
高
等
科
二
か
年
と
定
め
、
尋
常
科

四
学
級
、
高
等
科
一
学
級
と
な
る
。
（
児
童
数
二
四
三
名
）

市
立
「
本
所
第
一
夜
学
校
」
が
「
横
川
尋
常
小
学
校
」
に
開
設
さ
れ
る
。

「
相
生
尋
常
小
学
校
」
「
相
生
女
子
尋
常
小
学
校
」
「
江
東
尋
常
小
学
校
」
が
合
併
し
て
、
「
相
生
尋
常

－25－
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明治43年（1910）

４

月

１

日

４

月

１

日

４

月

４

日

加
月

８
月
辺
日

8 6

月月
11 15

日 日

３
月
幻
日

６
月
２
日

12 9

月月
1823

日 日

「
本
所
尋
常
小
学
校
」
の
一
二
教
室
、
雨
天
体
操
場
が
完
成
す
る
。

私
立
「
共
立
女
子
実
業
補
習
学
校
」
を
、
本
所
区
教
育
会
付
属
私
立
「
女
子
実
業
補
習
学
校
」
と
改
称
し
、

私
立
「
開
発
尋
常
高
等
小
学
校
」
に
移
転
す
る
。

私
立
「
緑
頴
学
校
」
が
本
所
長
崎
町
に
移
転
す
る
。

「
柳
島
尋
常
小
学
校
」
が
水
害
の
難
に
あ
い
、
校
舎
、
校
具
に
多
大
の
損
害
を
受
け
る
。
（
総
損
害
額

一
九
八
七
円
四
八
銭
五
厘
）

「
第
一
吾
嬬
尋
常
高
等
小
学
校
」
が
荒
川
氾
濫
に
よ
り
一
六
日
間
の
臨
時
休
業
と
な
る
。
（
床
上
浸
水
五

尺
）「
寺
島
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
木
造
平
建
校
舎
が
完
成
す
る
。

小
学
校
」
と
改
称
す
る
。
（
現
両
国
小
学
校
）

「
柳
島
尋
常
小
学
校
」
で
市
と
本
所
区
教
育
会
共
催
に
よ
る
通
俗
講
談
会
を
開
く
。

「
明
徳
尋
常
小
学
校
」
の
二
○
教
室
改
築
校
舎
が
完
成
す
る
。
（
二
一
学
級
、
児
童
数
約
一
三
○
○
名
）

「
本
所
高
等
小
学
校
」
が
本
所
北
二
葉
町
の
新
校
舎
（
木
造
二
階
建
）
に
移
転
す
る
。

「
二
葉
尋
常
小
学
校
」
が
三
年
ぶ
り
に
、
本
所
南
二
葉
町
の
校
舎
で
再
開
さ
れ
る
。

「
牛
島
尋
常
小
学
校
」
が
元
「
東
橋
小
学
校
」
に
分
教
室
を
設
置
し
、
「
東
橋
小
学
校
」
の
児
童
八
五
名
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明治45年＝大正1年（1 912） 明治44年（1911）

◎

４
月
加
日

４
月
肥
日

５
月
皿
日

６
月
巧
日

６
月
７
月
鋤
日

４
月
８
日

４
月
８
日

４
月
１
日

10 1(） 8 7 6

月月月月月
12 103026

日 日 日 日

５
月
１
日

「
菊
川
尋
常
小
学
校
」
が
市
直
営
の
学
校
と
し
て
菊
川
町
に
開
校
し
、
貧
困
家
庭
児
童
対
象
の
特
殊
小
学

校
と
し
て
発
足
す
る
。

市
立
「
第
二
工
業
補
習
夜
学
校
」
が
「
菊
川
尋
常
小
学
校
」
に
秘
極
す
る
。

「
江
東
尋
常
小
学
校
」
が
緑
町
二
丁
目
に
移
転
し
、
「
緑
尋
常
小
学
校
」
と
改
称
す
る
。
（
二
二
学
級
、

児
童
数
一
三
○
○
余
名
）

「
菊
川
尋
常
小
学
校
」
が
授
業
を
開
始
す
る
。
（
一
四
学
級
、
児
童
数
七
四
三
名
）

「
第
二
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
が
吾
嬬
村
の
新
校
舎
に
移
転
す
る
。
（
六
学
年
六
学
級
編
制
）

「
東
京
市
本
所
第
三
夜
学
校
」
が
「
明
徳
尋
常
小
学
校
」
に
設
置
さ
れ
る
。

「
緑
尋
常
小
学
校
」
が
開
校
式
を
挙
行
し
、
こ
の
日
を
創
立
記
念
日
と
定
め
る
。

「
東
京
市
本
所
第
四
夜
学
校
」
が
「
菊
川
尋
常
小
学
校
」
に
設
置
さ
れ
る
。

明
治
天
皇
崩
御
。
皇
太
子
嘉
仁
親
王
践
詐
、
「
大
正
」
と
改
元
さ
れ
る
。

を
編
入
す
る
。

「
東
京
市
本
所
第
二
夜
学
校
」
が
「
柳
島
尋
常
小
学
校
」
に
設
置
さ
れ
る
。

市
立
「
本
所
簡
易
図
書
館
」
が
「
本
所
高
等
小
学
校
」
に
開
設
さ
れ
る
。

「
柳
島
尋
常
小
学
校
」
の
屋
内
体
操
場
が
暴
風
雨
の
た
め
倒
壊
し
、
東
、
南
校
舎
も
傾
斜
す
る
。

「
中
和
尋
常
小
学
校
」
の
運
動
場
全
部
が
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
な
る
。

「
江
東
女
子
尋
常
小
学
校
」
が
「
江
東
尋
常
小
学
校
」
に
合
併
す
る
。

本
所
区
内
小
学
校
の
連
合
運
動
会
が
陸
軍
樋
秣
廠
で
開
か
れ
る
。
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大正3年

（1914）
大正2年（1913）

３
月
釦
日

５
月
１
日

７
月
３
日

８
月
蝿
日

９
月
廻
月
６
日

９
月
塑
日

8 5 5 3

月月月月
31 1228

日 日 日

９
月
過
日
明
治
天
皇
ご
大
葬
の
た
め
各
校
に
て
遥
拝
式
を
行
う
。

ｎ
月
”
日
「
第
一
吾
嬬
実
業
補
習
学
校
」
が
「
第
一
吾
嬬
尋
常
高
等
小
学
校
」
に
、
「
第
二
吾
嬬
実
業
補
習
学
校
」

が

「

第

二

吾

嬬

尋

常

小

学

校

」

に

設

置

さ

れ

る

。

胆
月
”
日
「
寺
島
実
業
補
習
学
校
」
が
「
寺
島
尋
常
高
等
小
学
校
」
に
設
置
さ
れ
る
。

「
相
生
尋
常
小
学
校
」
が
「
江
東
尋
常
小
学
校
」
と
改
称
す
る
。

「
牛
島
尋
常
夜
学
校
」
が
「
牛
島
尋
常
小
学
校
」
に
設
置
さ
れ
る
。

私
立
「
鐘
ヶ
淵
幼
稚
園
」
が
隅
田
村
に
設
立
さ
れ
る
。

「
大
木
尋
常
小
学
校
」
が
「
第
三
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
と
改
称
す
る
。
（
大
木
村
が
吾
嬬
町
に
合
併
の
た

「
牛
島
尋
常
小
学
校
」
の
校
舎
の
増
改
築
を
完
了
す
る
。

「
柳
島
尋
常
小
学
校
」
の
第
一
期
校
舎
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
緑
尋
常
小
学
校
」
の
校
歌
が
制
定
さ
れ
る
。

「
寺
島
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
木
造
平
屋
建
校
舎
が
完
成
す
る
。
（
元
柳
島
尋
常
小
学
校
の
校
舎
を
購
入

し
た
も
の
）

「
第
一
吾
嬬
尋
常
高
等
小
学
校
」
が
吾
嬬
町
蔦
西
川
に
、
三
年
計
画
に
よ
る
改
築
校
舎
の
一
部
が
完
成
し

て
移
転
す
る
。
（
二
階
建
七
教
室
、
児
童
数
三
五
○
名
）

中
川
与
志
が
本
所
外
手
町
に
私
立
「
修
徳
夜
学
校
」
を
開
き
、
国
語
、
算
術
、
地
理
、
歴
史
を
教
え
る
。

「
相
生
女
子
尋
常
小
学
校
」
が
「
相
生
尋
常
小
学
校
」
に
合
併
す
る
。
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大正5年

(1916）

大正3年

(1914)

0

12 8

月月
15 15

日 日

大正4年（1915）

ｎ
月
９
日

ｎ
月
１
日

10 10 8 4 4

月月月月月
3026 1 25 1

日 日 日 日 日

５
月
Ⅳ
日

９
月

「
本
横
尋
常
小
学
校
」
が
横
川
町
に
開
校
す
る
。
（
二
一
学
級
）

「
第
一
吾
嬬
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
校
舎
改
築
が
完
了
す
る
。

「
第
二
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
の
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。
（
一
○
学
級
）

「
寺
島
尋
常
高
等
小
学
校
」
に
両
陛
下
の
ご
真
影
が
下
賜
さ
れ
る
。

私
立
「
開
発
尋
常
高
等
小
学
校
」
が
廃
校
と
な
る
。
な
お
、
併
設
の
「
開
発
実
科
女
学
校
」
と
「
開
発
幼

稚
園
」
は
根
来
邸
跡
に
移
転
す
る
。

市
立
「
外
手
尋
常
小
学
校
」
が
、
「
開
発
尋
常
小
学
校
」
の
校
舎
を
引
き
つ
い
で
開
校
す
る
。
（
児
童
数

約
五
○
○
名
）

「
中
和
尋
常
小
学
校
」
に
両
陛
下
の
ご
真
影
が
下
賜
さ
れ
る
。

め
。
児
童
数
三
二
二
名
）

市
立
「
中
和
図
書
館
」
が
「
中
和
尋
常
小
学
校
」
に
開
館
す
る
。

「
第
三
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
の
新
校
舎
が
吾
嬬
町
大
畑
に
完
成
し
、
正
覚
寺
及
び
木
下
分
教
場
か
ら
移
転

す
る
。

「
外
手
尋
常
小
学
校
」
の
新
校
舎
が
完
成
す
る
。
（
木
造
二
階
建
）

「
第
三
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
の
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。
（
六
教
室
）
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大正6年（1917）大正7年（1818）

３
月
瓢
日

３
月

４
月
１
日

４
月
妬
日

４
月

５
月
６
日

５
月
８
日

加
月
加
月
妬
日

Ⅲ
月
１
日

３
月
孤
日

４
月
１
日

５
月
晦
日

８
月
即
日

９
月
鋤
日

「
業
平
尋
常
小
学
校
」
の
校
舎
が
中
之
郷
業
平
町
に
完
成
す
る
。

「
茅
場
尋
常
夜
学
校
」
が
「
茅
場
尋
常
小
学
校
」
に
設
置
さ
れ
る
。

「
第
一
吾
嬬
尋
常
夜
学
校
」
が
「
第
一
吾
嬬
尋
常
高
等
小
学
校
」
に
設
置
さ
れ
る
。

「
第
二
吾
嬬
尋
常
夜
学
校
」
が
「
第
二
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
に
設
置
さ
れ
る
。

市
立
「
本
所
実
業
補
習
学
校
」
が
「
本
所
高
等
小
学
校
」
に
設
立
さ
れ
る
。

「
江
東
商
業
学
校
」
が
「
江
東
尋
常
小
学
校
」
に
設
置
さ
れ
る
。

「
第
一
吾
嬬
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
校
舎
復
旧
、
増
築
工
事
か
完
了
す
る
。

「
茅
場
尋
常
小
学
校
」
の
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
菊
川
尋
常
小
学
校
」
に
市
営
の
女
子
補
習
科
を
付
設
す
る
。

「
中
和
尋
常
小
学
校
」
の
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
柳
島
尋
常
小
学
校
」
の
校
庭
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
エ
事
が
完
了
す
る
。

「
第
一
吾
嬬
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
平
屋
建
校
舎
が
、
暴
風
雨
に
よ
り
倒
壊
、
二
階
建
校
舎
も
傾
斜
し
て

一
○
日
間
の
臨
時
休
業
と
な
る
。

「
柳
島
尋
常
小
学
校
」
が
風
水
害
に
よ
る
避
難
民
約
一
○
○
○
名
を
収
容
し
、
七
日
間
の
臨
時
休
業
と
な

る
。「
本
所
尋
常
小
学
校
」
「
江
東
尋
常
小
学
校
」
「
柳
島
尋
常
小
学
校
」
に
両
陛
下
の
ご
真
影
が
下
賜
さ
れ

る
。「

隅
田
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
木
造
二
階
建
二
教
室
が
完
成
す
る
。
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大正8年（1919） 大正7年（1918）

４
月
１
日

４
月
１
日

４
月
ｎ
日

２
月
７
日

12 11

月月
4 11

日 日

９
月
１
日

９
月
羽
日

９
月
型
日

６
月
１
日

６
月
認
日

６
月
調
日

８
月
皿
日

６
月
１
日

小
学
校
令
、
中
学
校
令
を
改
正
、
と
く
に
国
民
道
徳
の
養
成
に
つ
と
め
、
予
科
の
設
置
を
認
め
る
。

「
太
平
尋
常
夜
学
校
」
が
「
太
平
尋
常
小
学
校
」
に
設
置
さ
れ
る
。

「
牛
島
尋
常
小
学
校
」
の
児
童
数
が
二
三
八
○
名
の
多
き
に
の
ぼ
る
。
~

「
菊
川
尋
常
小
学
校
」
が
「
猿
江
尋
常
小
学
校
」
（
深
川
区
）
焼
失
の
た
め
、
三
年
以
上
の
児
童
を
収
容

す
る
。

「
太
平
尋
常
小
学
校
」
が
太
平
町
に
開
校
し
、
貧
困
家
庭
児
童
を
対
象
と
し
て
発
足
す
る
。
（
六
学
級
、

児
童
数
約
一
五
○
名
）

「
寺
島
尋
常
夜
学
校
」
が
「
寺
島
尋
常
高
等
小
学
校
」
に
設
置
さ
れ
る
。

「
寺
島
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
木
造
平
屋
建
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
業
平
尋
常
小
学
校
」
が
開
校
式
を
挙
行
す
る
。

「
柳
島
尋
常
小
学
校
」
の
屋
内
体
操
場
が
、
内
地
米
、
外
国
米
の
廉
売
供
給
所
に
あ
て
ら
れ
、
一
四
日
間

運
動
場
の
開
放
を
中
止
す
る
。

「
第
三
吾
嬬
尋
常
夜
学
校
」
が
「
第
三
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
に
設
侭
さ
れ
る
。

「
柳
島
尋
常
小
学
校
」
の
職
員
主
催
に
よ
る
保
護
者
を
中
心
と
す
る
通
俗
講
演
会
が
開
か
れ
る
。

「
柳
島
尋
常
小
学
校
」
が
豪
雨
出
水
に
よ
る
避
難
民
九
○
○
余
名
を
収
容
し
、
四
日
間
の
臨
時
休
業
と
な

る
。「

柳
島
尋
常
小
学
校
」
が
流
行
性
感
冒
に
よ
り
五
日
間
の
臨
時
休
業
と
な
る
。

「
第
三
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
に
両
陛
下
の
ご
真
影
が
下
賜
さ
れ
る
。
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３
月
調
日
私
立
「
向
島
高
等
女
学
校
」
が
寺
島
村
に
設
立
さ
れ
る
。

４
月
１
日
「
菊
川
尋
常
小
学
校
」
に
精
神
薄
弱
児
を
対
象
と
す
る
補
助
学
級
が
設
置
さ
れ
る
。
（
一
学
級
）

４
月

ｎ
月
ｎ
日

３
月
釘
日

４
月
１
日

11 8 7 4 4

月月月月月
272023 1

日 日 日 日

４
月
１
日

５
月
９
日

５
月
、
日

哩
月
１
日

東
京
糞
都
五
○
年
祭
に
つ
き
臨
時
休
業
と
な
る
。

東
京
市
制
施
行
三
○
年
祝
賀
祭
に
つ
き
臨
時
休
業
と
な
る
。

「
横
川
尋
常
小
学
校
」
で
動
的
教
育
法
の
研
究
に
着
手
す
る
。

「
第
二
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
に
高
等
科
を
併
置
し
て
、
「
第
二
吾
嬬
尋
常
高
等
小
学
校
」
と
改
称
す
る
。

「
第
三
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
に
高
等
科
を
併
置
し
て
、
「
第
三
吾
嬬
尋
常
高
等
小
学
校
」
と
改
称
す
る
。

（
児
童
数
八
○
三
名
）

「
太
平
尋
常
小
学
校
」
に
東
伏
見
宮
妃
殿
下
が
ご
来
校
さ
れ
る
。

「
第
二
吾
嬬
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
小
梅
尋
常
小
学
校
」
が
向
島
小
梅
町
に
開
校
す
る
。
（
二
三
学
級
、
児
童
数
一
三
五
○
名
）

「
本
所
実
業
補
習
学
校
」
が
校
名
を
「
市
立
本
所
商
工
学
校
」
と
改
称
す
る
。

「
寺
島
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
木
造
二
階
建
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
第
三
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
の
第
二
期
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。
（
六
教
室
）

「
第
二
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
の
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
二
葉
尋
常
小
学
校
」
の
屋
内
体
操
場
が
完
成
す
る
。

－32－



大正12年（1923） 大正11年（1922）

C
~~~~~~

5 5 4 4 3 3

月月月月月月
25 1 27 1 31 31
日 日 日 日 日 日

２
月
酪
日

３
月
７
日

12 10 10 9

月月月月
13 18 1

日 日 日

5

月
４
月
釦
日

４
月

４
月
四
日

「
本
所
高
等
小
学
校
」
が
鉄
筋
校
舎
建
設
工
事
に
着
手
す
る
。

「
横
川
尋
常
小
学
校
」
で
第
一
回
動
的
教
育
法
（
実
験
教
育
）
公
開
研
究
会
が
開
か
れ
、
教
育
界
の
注
目

を
あ
び
る
。

市
立
「
業
平
商
工
学
校
」
が
「
業
平
尋
常
小
学
校
」
に
設
立
さ
れ
る
。

「
柳
島
尋
常
小
学
校
」
の
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。
（
一
六
教
室
）

本
所
区
が
公
立
小
学
校
の
授
業
料
徴
収
を
廃
止
す
る
。

「
菊
川
尋
常
小
学
校
」
に
収
容
の
「
猿
江
尋
常
小
学
校
」
の
児
童
が
、
本
校
校
舎
完
成
に
よ
り
移
転
す
る
。

「
隅
田
尋
常
夜
学
校
」
が
「
隅
田
尋
常
高
等
小
学
校
」
に
設
置
さ
れ
る
。

「
菊
川
尋
常
小
学
校
」
が
「
三
笠
尋
常
小
学
校
」
改
築
の
た
め
、
三
年
以
上
の
児
童
を
収
容
す
る
。

「
府
立
第
七
中
学
校
」
（
現
都
立
墨
田
川
高
校
）
が
「
寺
島
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
校
舎
の
一
部
を
借
り

て
開
校
す
る
。

「
寺
島
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
木
造
二
階
建
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
隅
田
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
木
造
二
階
建
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。
（
一
○
教
室
）

「
緑
尋
常
小
学
校
」
が
市
内
で
最
初
の
試
み
と
し
て
、
手
工
業
特
別
室
を
設
け
動
力
機
械
を
導
入
す
る
。

「
柳
元
尋
常
小
学
校
」
が
柳
島
元
町
に
開
校
す
る
。
（
二
三
学
級
、
児
童
数
一
五
○
○
余
名
）

「
中
和
尋
常
小
学
校
」
に
補
助
学
級
が
設
置
さ
れ
る
。

「
本
所
尋
常
小
学
校
」
に
補
助
学
級
が
設
置
さ
れ
る
。

「
菊
川
尋
常
小
学
校
」
に
皇
后
陛
下
の
お
思
召
を
も
っ
て
、
金
一
封
を
下
賜
さ
れ
る
。
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8 7 7 7

月月月月
5 31 3025

日 日 日 日

９
月
１
日

「
菊
川
尋
常
小
学
校
」
が
虚
弱
児
童
の
た
め
、
千
葉
県
市
川
市
国
府
台
に
林
間
学
校
を
開
設
す
る
。

「
中
和
尋
常
小
学
校
」
が
房
州
保
田
に
夏
季
の
臨
海
団
を
開
く
。

「
本
所
尋
常
小
学
校
」
が
「
二
葉
尋
常
小
学
校
」
と
合
同
で
、
房
州
千
倉
に
海
浜
学
校
を
開
く
。

「
第
三
吾
嬬
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
増
築
校
舎
及
び
屋
内
体
操
場
が
完
成
す
る
。

関
東
大
震
災
に
よ
る
学
校
の
被
害
状
況
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

※
本
所
高
等
小
学
校
が
校
舎
を
全
焼
し
、
教
員
二
名
の
死
者
を
出
す
。

※
茅
場
尋
常
小
学
校
が
校
舎
を
全
焼
す
る
。

※
小
梅
尋
常
小
学
校
が
校
舎
を
全
焼
し
、
職
員
四
名
、
児
童
二
名
の
死
者
を
出
す
。

※
菊
川
尋
常
小
学
校
が
校
舎
を
全
焼
す
る
。

※
緑
尋
常
小
学
校
が
校
舎
を
全
焼
し
、
教
職
員
二
名
、
児
童
二
九
四
名
の
死
者
を
出
す
。

※
本
横
尋
常
小
学
校
が
校
舎
を
全
焼
す
る
。

※
三
笠
尋
常
小
学
校
が
校
舎
を
全
焼
す
る
。

※
柳
島
尋
常
小
学
校
が
校
舎
を
全
焼
す
る
。

※
二
葉
尋
常
小
学
校
が
校
舎
を
全
焼
し
、
教
職
員
九
名
、
児
童
行
方
不
明
七
六
五
名
、
死
者
三
五
四
名
を

出

す

。

※
業
平
尋
常
小
学
校
が
校
舎
を
全
焼
す
る
。

※
太
平
尋
常
小
学
校
が
校
舎
を
全
焼
し
、
児
童
約
一
五
○
名
の
死
者
、
行
方
不
明
を
出
す
。

※
江
東
尋
常
小
学
校
が
校
舎
を
全
焼
し
、
職
員
四
名
、
児
童
約
二
五
○
名
の
死
者
を
出
す
。

※
横
川
尋
常
小
学
校
が
校
舎
を
全
焼
す
る
。
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Ⅳ
月
２
日

10 9 9 9 9

月月月月月
1 303025 11

日 日 日 日 日

※
本
所
商
工
学
校
が
校
舎
を
全
焼
す
る
。

※
本
所
尋
常
小
学
校
が
校
舎
を
全
焼
し
、
訓
導
、
職
員
二
名
、
児
童
約
二
○
○
名
の
死
者
を
出
す
。

※
外
手
尋
常
小
学
校
が
校
舎
を
全
焼
し
、
訓
導
、
職
員
四
名
、
児
童
約
五
○
○
名
の
死
者
を
出
す
。

※
中
和
尋
常
小
学
校
が
校
舎
を
全
焼
し
、
児
童
行
方
不
明
六
○
名
、
死
者
七
九
名
を
出
す
。

※
明
徳
尋
常
小
学
校
が
校
舎
を
全
焼
し
、
訓
導
、
児
童
等
約
一
五
○
名
の
死
者
を
出
す
。

※
柳
元
尋
常
小
学
校
が
新
校
舎
を
全
焼
し
、
訓
導
一
名
、
児
童
七
名
の
死
者
を
出
す
。

※
府
立
第
三
中
学
校
が
校
舎
を
全
焼
し
、
三
二
名
の
死
者
を
出
す
。

※
隅
田
尋
常
高
等
小
学
校
の
五
教
室
倒
壊
、
九
教
室
が
大
破
す
る
。

※
第
一
吾
嬬
尋
常
高
等
小
学
校
の
東
西
校
舎
が
傾
斜
す
る
。

※
第
二
吾
嬬
尋
常
高
等
小
学
校
の
六
教
室
が
倒
壊
す
る
。
行
方
不
明
児
童
約
四
○
○
名
、
一
○
月
七
日
ま

で
休
校
と
す
る
。

「
本
所
商
工
学
校
」
が
生
徒
を
集
合
す
る
。
（
参
集
生
徒
二
○
名
）

「
柳
元
尋
常
小
学
校
」
が
焼
け
跡
で
露
天
授
業
を
開
始
す
る
。

「
柳
島
尋
常
小
学
校
」
が
焼
け
跡
の
校
地
に
児
童
を
召
集
、
三
九
四
名
出
席
す
る
。

「
中
和
尋
常
小
学
校
」
が
焼
け
跡
で
露
天
授
業
を
開
始
、
児
童
一
二
六
名
参
集
す
る
。

「
二
葉
尋
常
小
学
校
」
「
太
平
尋
常
小
学
校
」
「
柳
島
尋
常
小
学
校
」
「
菊
川
尋
常
小
学
校
」
が
相
次
い

で
露
天
授
業
を
開
始
す
る
。

「
小
梅
尋
常
小
学
校
」
「
横
川
尋
常
小
学
校
」
「
本
横
尋
常
小
学
校
」
の
焼
け
跡
に
、
罹
災
者
収
容
の
集

団
バ
ラ
ッ
ク
住
宅
が
建
て
ら
れ
る
。
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1010101010 10 1010
月月月月月月月月
21 18 17 16 15 15 11
日 日 日 日 日 日 日

10 10 10 10 10 10 10

月月月月月月月
9 8 8 8 5 5 3
日日 日 日 日 日 日

皿
月
３
日

「
本
所
尋
常
小
学
校
」
の
焼
け
跡
に
バ
ラ
ッ
ク
収
容
所
を
建
て
、
罹
災
者
七
○
名
を
収
容
、
の
ち
二
八

○
名
の
多
き
に
達
す
る
。

「
緑
尋
常
小
学
校
」
が
焼
け
跡
で
露
天
学
校
を
開
き
、
児
童
三
七
名
参
集
す
る
。

「
横
川
尋
常
小
学
校
」
が
露
天
及
び
天
幕
で
授
業
を
開
始
す
る
。

「
太
平
尋
常
小
学
校
」
が
羽
仁
も
と
子
氏
等
の
尽
力
に
よ
り
、
児
童
に
昼
食
を
給
す
る
。

「
第
二
吾
嬬
尋
常
高
等
小
学
校
」
が
講
堂
を
使
用
し
て
授
業
を
開
始
す
る
。

「
江
東
尋
常
小
学
校
」
が
旧
校
舎
跡
に
露
天
学
校
を
開
き
授
業
を
開
始
す
る
。
児
童
一
五
○
名
参
集
す
る
。

「
本
所
尋
常
小
学
校
」
が
零
ハ
ラ
ッ
ク
収
容
所
で
授
業
を
開
始
す
る
。

「
外
手
尋
常
小
学
校
」
「
中
和
尋
常
小
学
校
」
「
本
所
尋
常
小
学
校
」
「
業
平
尋
常
小
学
校
」
「
二
葉
尋

常
小
学
校
」
「
柳
元
尋
常
小
学
校
」
「
茅
場
尋
常
小
学
校
」
の
焼
け
跡
に
、
罹
災
者
用
零
〈
ラ
ッ
ク
住
宅
が

建
て
ら
れ
る
。

「
小
梅
尋
常
小
学
校
」
が
三
囲
神
社
境
内
で
露
天
授
業
を
開
始
、
児
童
一
二
四
名
参
集
す
る
。

「
外
手
尋
常
小
学
校
」
が
露
天
教
室
で
授
業
を
開
始
す
る
。

「
業
平
尋
常
小
学
校
」
が
焼
け
跡
で
露
天
学
校
を
開
く
。

「
明
徳
尋
常
小
学
校
」
が
露
天
学
校
を
開
き
授
業
を
開
始
、
児
童
二
九
三
名
参
集
す
る
。

．
一
葉
尋
常
小
学
校
」
が
罹
災
者
収
容
零
〈
ラ
ッ
ク
の
一
部
を
使
用
し
て
授
業
を
開
始
す
る
。

「
本
横
尋
常
小
学
校
」
が
露
天
授
業
を
開
始
す
る
。

「
第
一
吾
嬬
尋
常
高
等
小
学
校
」
が
罹
災
校
舎
を
修
理
す
る
。

「
江
東
尋
常
小
学
校
」
が
焼
け
跡
で
露
天
授
業
を
開
始
す
る
。
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3 3 1 1

月月月月
20151710
日 日 日 日

吃
月

12 12 12 12 12 12 12 12 11 11

月月月月月月月月月月
1211 7 7 7 3 1 30 15
日 日 日 日 日 日 日 日 日

ｎ
月
５
日

「
小
梅
尋
常
小
学
校
」
が
「
牛
島
尋
常
小
学
校
」
の
校
舎
の
一
部
を
借
り
て
、
授
業
を
再
開
す
る
。
（
児

童
数
六
二
三
名
）

「
太
平
尋
常
小
学
校
」
に
付
属
食
堂
が
完
成
す
る
。

「
菊
川
尋
常
小
学
校
」
の
露
〈
ラ
ッ
ク
校
舎
が
完
成
す
る
。
（
六
教
室
）

「
太
平
尋
常
小
学
校
」
の
仮
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
緑
尋
常
小
学
校
」
が
震
災
後
、
第
一
回
の
運
動
会
を
千
葉
県
里
見
公
園
で
挙
行
す
る
。

「
柳
島
尋
常
小
学
校
」
の
バ
ラ
ッ
ク
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
中
和
尋
常
小
学
校
」
の
仮
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
菊
川
尋
常
小
学
校
」
が
「
三
笠
尋
常
小
学
校
」
「
中
和
尋
常
小
学
校
」
の
児
童
を
収
容
す
る
。

「
業
平
尋
常
小
学
校
」
の
仮
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
江
東
尋
常
小
学
校
」
が
遭
難
職
員
児
童
追
悼
式
を
挙
行
す
る
。

「
本
所
商
工
学
校
」
が
「
本
横
工
業
学
校
」
「
江
東
商
業
学
校
」
と
合
併
し
て
仮
校
舎
で
授
業
を
開
始
す

る
。
本
所
区
内
各
小
学
校
の
仮
校
舎
が
、
順
次
完
成
し
て
授
業
を
再
開
す
る
。

「
菊
川
尋
常
小
学
校
」
が
全
校
児
童
に
給
食
を
開
始
す
る
。

「
外
手
尋
常
小
学
校
」
が
本
所
若
宮
町
の
新
築
仮
校
舎
で
授
業
を
開
始
す
る
。

「
菊
川
尋
常
小
学
校
」
に
収
容
の
「
三
笠
尋
常
小
学
校
」
の
児
童
が
仮
校
舎
に
移
転
す
る
。

「
小
梅
尋
常
小
学
校
」
の
新
築
仮
校
舎
が
完
成
す
る
。
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12 12 10 10 9 9 7 5 4 4
月月月月月月月月月月
27 8 15 14 18 10 1026 20

日 日 日 日 日 日 日 日 日

３
月
別
日

３
月
釦
日

３
月
瓢
日

４
月
１
日

４
月
１
日

４
月
面
日

４
月
娼
日

４
月
加
日

「
菊
川
尋
常
小
学
校
」
に
収
容
の
「
中
和
尋
常
小
学
校
」
の
児
童
が
仮
校
舎
に
移
転
す
る
。

「
柳
島
尋
常
小
学
校
」
の
仮
校
舎
の
増
築
が
完
了
す
る
。
（
平
屋
建
傘
〈
一
フ
ッ
ク
、
第
四
校
舎
）

「
菊
川
尋
常
小
学
校
」
の
第
二
期
、
第
三
期
仮
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
寺
島
尋
常
高
等
小
学
校
」
が
「
第
一
寺
島
尋
常
高
等
小
学
校
」
と
改
称
さ
れ
る
。

「
府
立
第
三
中
学
校
」
（
両
国
高
校
）
内
に
私
立
「
東
京
三
中
夜
学
校
」
が
開
校
す
る
。

私
立
「
鐘
紡
学
校
」
が
隅
田
町
に
開
校
す
る
。

「
府
立
第
七
中
学
校
」
（
墨
田
川
高
校
）
内
に
、
私
立
「
東
京
七
中
夜
学
校
」
が
開
校
す
る
。

「
第
二
寺
島
尋
常
小
学
校
」
が
寺
島
町
に
開
校
し
、
「
第
一
寺
島
尋
常
高
等
小
学
校
」
か
ら
児
童
一
五
九

八
名
を
引
き
継
ぎ
授
業
を
開
始
す
る
。
（
二
六
学
級
）

「
寺
島
尋
常
夜
学
校
」
が
「
第
二
寺
島
尋
常
小
学
校
」
に
設
置
さ
れ
る
。

「
隅
田
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
二
階
建
六
教
室
及
び
室
内
体
操
場
が
完
成
す
る
。

「
中
和
尋
常
小
学
校
」
の
屋
内
体
操
場
が
完
成
す
る
。
貧
ラ
ッ
ク
を
改
造
）

私
立
「
両
国
幼
稚
園
」
が
本
所
元
町
に
設
立
さ
れ
る
。

「
柳
島
尋
常
小
学
校
」
の
仮
校
舎
増
築
が
完
了
す
る
。
（
平
屋
建
守
ハ
ラ
ッ
ク
、
第
五
校
舎
）

「
本
所
尋
常
小
学
校
」
の
仮
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
外
手
尋
常
小
学
校
」
の
「
第
一
分
教
場
」
が
外
手
町
の
旧
校
舎
敷
地
に
設
置
さ
れ
る
。

私
立
「
日
本
大
学
中
学
校
」
が
神
田
か
ら
横
綱
町
に
移
転
す
る
。

「
二
葉
尋
常
小
学
校
」
の
第
一
期
仮
校
舎
が
北
二
葉
町
に
完
成
す
る
。

「
江
東
商
業
学
校
」
（
震
災
以
後
、
本
所
高
等
小
学
校
に
併
設
）
が
廃
校
と
な
る
。
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’

４

月

１

日

－
４
月
１
日

※11 10 7 7 7
月月月月月
5 3030 11
日 日 日 日

7 6 5

月月月
11 12 1
日 日 日

4 4

月月
23 13

日 日

3 1

月月
1524

日 日

二
一
葉
尋
常
小
学
校
」
が
江
東
病
院
跡
に
第
二
期
仮
校
舎
を
完
成
す
る
。

「
本
所
高
等
小
学
校
」
の
鉄
筋
三
階
建
新
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
第
三
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
に
高
等
科
が
設
置
さ
れ
る
。

「
二
葉
尋
常
小
学
校
」
が
旧
校
舎
跡
の
仮
校
舎
を
増
築
し
て
本
校
と
し
、
旧
高
等
小
学
校
跡
仮
校
舎
を
分

教
場
と
す
る
。

中
学
校
以
上
で
現
役
将
校
に
よ
る
学
校
教
練
が
実
施
さ
れ
る
。

「
外
手
尋
常
小
学
校
」
の
「
第
二
分
教
場
」
が
北
二
葉
町
の
旧
本
所
高
等
小
学
校
を
借
り
て
授
業
を
開
始

す

る

。

「
東
京
児
童
会
館
付
属
幼
稚
園
」
が
向
島
小
梅
町
に
設
立
さ
れ
る
。

「
吾
嬬
商
業
補
習
学
校
」
が
「
第
二
吾
嬬
尋
常
高
等
小
学
校
」
に
設
悩
さ
れ
る
。

「
第
一
吾
嬬
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
体
操
場
及
び
一
九
教
室
の
増
築
が
完
了
す
る
。
（
児
童
数
二
六
○

名

）「
第
二
吾
嬬
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
校
舎
増
改
築
が
完
了
す
る
。

「
第
一
寺
島
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
新
校
舎
が
完
成
す
る
。
（
鉄
筋
二
階
建
）

「
第
一
寺
島
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
鉄
骨
鋼
鉄
板
組
立
平
屋
体
操
場
が
完
成
す
る
。

私
立
「
日
本
鉄
道
学
校
」
が
横
綱
町
に
設
立
さ
れ
る
。

「
第
一
寺
島
尋
常
高
等
小
学
校
」
に
児
童
保
護
者
会
が
創
立
さ
れ
る
。

こ
の
年
、
「
本
所
商
工
学
校
」
の
新
校
舎
が
完
成
・
す
る
。
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12 121210 9

月月月月月
25 15 8 1 6
日 日 日 日 日

７
月
７
日

４
月
６
日

４
月
９
日

４
月
加
日

４
月
加
日

６
月
型
日

６
月
調
日

７
月
１
日

４
月
１
日

3 1
月月
31 26
日日

「
小
梅
尋
常
小
学
校
」
が
校
舎
建
設
の
た
め
、
向
島
須
崎
町
の
旧
榎
本
邸
跡
の
仮
校
舎
に
移
転
す
る
。

「
隅
田
尋
常
高
等
小
学
校
」
に
鉄
筋
三
階
建
校
舎
が
増
築
さ
れ
、
郡
内
最
初
の
便
所
の
浄
化
装
置
が
設
置

さ
れ
る
。
（
四
四
学
級
、
児
童
数
二
五
七
九
名
）

市
直
営
の
細
民
児
童
教
育
校
、
「
菊
川
尋
常
小
学
校
」
「
太
平
尋
常
小
学
校
」
「
三
笠
尋
常
小
学
校
」
が
、

本
所
区
に
移
管
さ
れ
普
通
尋
常
小
学
校
と
な
る
。

「
三
笠
尋
常
小
学
校
」
が
「
日
進
尋
常
小
学
校
」
と
改
称
す
る
。

私
立
「
東
京
実
習
高
等
女
学
校
」
が
南
二
葉
町
に
設
立
さ
れ
る
。

青
年
訓
練
所
令
が
公
布
さ
れ
る
。

「
第
三
吾
嬬
商
業
補
習
学
校
」
が
「
第
三
吾
嬬
尋
常
高
等
小
学
校
」
に
設
置
さ
れ
る
。

「
業
平
尋
常
小
学
校
」
が
少
年
赤
十
字
団
を
組
織
す
る
。

．
一
葉
尋
常
小
学
校
」
が
校
舎
建
築
工
事
の
た
め
分
教
場
を
閉
鎖
す
る
。

「
本
所
第
一
青
年
訓
練
所
」
が
「
本
所
高
等
小
学
校
」
に
、
「
本
所
第
二
青
年
訓
練
所
」
が
「
業
平
尋
常

小
学
校
」
に
「
隅
田
青
年
訓
練
所
」
が
「
隅
田
尋
常
高
等
小
学
校
」
に
開
設
さ
れ
る
。

「
隅
田
商
工
補
習
学
校
」
が
「
隅
田
尋
常
高
等
小
学
校
」
に
設
立
さ
れ
る
。

私
立
「
東
京
実
習
高
等
女
学
校
」
が
南
二
葉
町
に
付
属
幼
稚
園
を
設
置
す
る
。
（
木
造
二
階
建
）

「
業
平
商
工
学
校
」
に
体
育
、
音
楽
科
を
加
設
す
る
。

「
第
四
吾
蠕
尋
常
小
学
校
」
及
び
「
第
五
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
の
設
立
が
認
可
さ
れ
る
。

「
外
手
尋
常
小
学
校
」
の
鉄
筋
三
階
建
新
校
舎
が
完
成
す
る
。
（
児
童
数
三
一
八
九
名
）

大
正
天
皇
ご
崩
御
に
つ
き
各
学
校
で
敬
悼
式
を
挙
行
す
る
。

－40－



昭和2年（1927）

４
月
知
日

５
月
６
日

５
月
型
日

５
月
証
日

６
月
晦
日

４
月
１
日

４
月
１
日

４
月
１
日

4 2 2 2 2 1

月月月月月月
1 28 15 11 7 13
日 日 日 日 日 日

哩
月
妬
日
大
正
天
皇
崩
御
。
皇
太
子
裕
仁
親
王
践
鮓
、
「
昭
和
」
と
改
元
さ
れ
る
。

私
立
「
向
島
幼
稚
園
」
が
寺
島
町
に
設
立
さ
れ
る
。

大
正
天
皇
ご
大
葬
の
た
め
各
学
校
に
遙
拝
所
を
設
け
、
奉
悼
式
を
挙
行
す
る
。

「
本
所
商
工
学
校
」
が
成
績
優
良
校
と
し
て
文
部
大
臣
か
ら
選
奨
さ
れ
る
。

私
立
「
日
本
大
学
商
業
学
校
」
が
「
日
本
大
学
中
学
校
」
に
新
設
さ
れ
る
。

「
柳
島
尋
常
小
学
校
」
に
北
米
合
衆
国
の
児
童
か
ら
、
使
者
と
し
て
の
人
形
を
贈
ら
れ
る
。

「
本
所
尋
常
小
学
校
」
に
「
緑
尋
常
小
学
校
」
の
「
第
一
分
教
場
」
が
設
置
さ
れ
る
。

「
第
四
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
が
吾
婦
町
小
村
井
に
開
校
し
、
「
第
二
吾
嬬
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
校
舎
を

借
り
て
授
業
を
開
始
す
る
。
（
一
八
学
級
、
児
童
数
九
二
名
）

「
第
五
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
が
開
校
し
、
「
第
三
吾
嬬
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
校
舎
を
借
り
て
授
業
を
開

始
す
る
。
（
三
学
級
、
児
童
数
五
五
四
名
）

「
吾
嬬
商
業
補
習
学
校
」
か
「
第
二
吾
嬬
尋
常
高
等
小
学
校
」
か
ら
「
第
四
吾
端
尋
常
小
学
校
」
に
移
転

す
る
。
「
第
五
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
の
新
校
舎
が
吾
嬬
町
に
完
成
す
る
。
（
八
教
室
）

「
小
梅
尋
常
小
学
校
」
の
校
舎
か
完
成
し
仮
校
舎
か
ら
移
転
す
る
。

「
菊
川
尋
常
小
学
校
」
が
菊
川
町
二
丁
目
の
旧
「
こ
ど
も
の
国
」
遊
鬮
地
に
新
設
の
仮
校
舎
に
移
転
す
る
。

「
第
三
吾
嬬
商
業
補
習
学
校
」
が
廃
校
と
な
り
、
青
年
学
校
が
新
設
さ
れ
る
。

「
第
四
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
の
新
校
舎
が
完
成
す
る
。
（
木
造
二
階
建
、
一
九
教
室
及
び
誹
堂
）
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１
月
配
日
「
本
横
尋
常
小
学
校
」
の
新
校
舎
が
完
成
す
る
。

２
月
３
日
「
緑
尋
常
小
学
校
」
の
分
教
場
が
「
江
東
尋
常
小
学
校
」
に
設
置
さ
れ
る
。

11 11 11 11 10 10 10 10 10 9 8 7

月月月月月月月月月月月月
15 13 11 1 19 1512 2030
日 日 日 日 日 日 日 日 日

ｎ
月

7 6

月月
1820
日 日

「
第
四
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
が
新
校
舎
に
移
転
し
、
こ
の
日
を
開
校
記
念
日
と
定
め
る
。

「
緑
尋
常
小
学
校
」
が
校
舎
建
築
の
た
め
、
亀
沢
一
丁
目
の
仮
校
舎
に
一
部
児
童
を
移
し
「
第
二
分
教
場
」

と
す
る
。

「
第
二
寺
島
尋
常
小
学
校
」
の
第
一
期
増
築
校
舎
か
完
成
す
る
。
（
三
三
学
級
、
児
童
数
一
九
五
八
名
）

「
二
葉
尋
常
小
学
校
」
の
鉄
筋
三
階
建
新
校
舎
が
、
北
二
葉
町
に
完
成
す
る
。

私
立
「
東
京
家
政
専
修
学
校
」
が
東
駒
形
四
丁
目
に
設
立
さ
れ
る
。

「
二
葉
尋
常
小
学
校
」
が
北
二
葉
町
の
新
校
舎
に
移
転
す
る
。

私
立
「
寺
島
幼
稚
園
」
が
寺
島
町
に
設
立
さ
れ
る
。

「
緑
尋
常
小
学
校
」
の
分
教
場
が
「
二
葉
尋
常
小
学
校
」
に
設
置
さ
れ
る
。

「
日
進
尋
常
小
学
校
」
が
校
舎
建
築
の
た
め
、
「
二
葉
尋
常
小
学
校
」
に
移
転
す
る
。

「
隅
田
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
分
教
場
六
教
室
（
木
造
）
が
完
成
す
る
。

「
太
平
尋
常
小
学
校
」
に
学
校
奨
励
会
が
発
足
す
る
。

「
柳
島
尋
常
小
学
校
」
が
復
興
校
舎
建
築
の
た
め
、
柳
島
横
川
町
へ
仮
校
舎
を
移
転
す
る
。

「
隅
田
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
分
教
場
が
隅
田
町
に
開
設
す
る
。
（
六
教
室
）

「
業
平
尋
常
小
学
校
」
の
鉄
筋
三
階
建
新
校
舎
が
完
成
す
る
。
（
児
童
数
一
二
五
九
名
）

「
江
東
尋
常
小
学
校
」
の
鉄
筋
三
階
建
校
舎
が
完
成
す
る
。
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10 9 3 6 4 4 4 4 4 3 3 3
月月月月月月月月月月月月
2 25 21 1 3030 1 1 1 15 11 8
日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日

12 12 12 11 10

月月月月月
16 13 10 10 13
日 日 日 日 日

「
横
川
尋
常
小
学
校
」
で
第
五
回
動
的
教
育
公
開
研
究
会
が
開
か
れ
る
。

「
柳
元
尋
常
小
学
校
」
の
鉄
筋
三
階
建
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
中
和
尋
常
小
学
校
」
の
鉄
筋
三
階
建
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
館
三
吾
嬬
尋
常
高
等
小
学
校
」
が
吾
嬬
全
町
の
高
等
科
を
統
合
す
る
。

「
第
一
吾
嬬
尋
常
高
等
小
学
校
」
が
「
第
一
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
と
改
称
す
る
。

「
第
二
吾
嬬
尋
常
高
等
小
学
校
」
が
「
鏡
二
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
と
改
称
す
る
。

「
菊
川
尋
常
小
学
校
」
の
鉄
筋
三
階
建
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
第
一
寺
島
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
児
童
数
が
三
三
一
六
名
の
多
き
に
の
ぼ
る
。

「
業
平
尋
常
小
学
校
」
に
東
久
邇
宮
稔
彦
王
殿
下
が
来
校
さ
れ
る
。

「
明
徳
尋
常
小
学
校
」
が
校
舎
建
築
の
た
め
仮
校
舎
を
若
宮
公
園
に
移
転
す
る
。

文
部
大
臣
が
「
業
平
尋
常
小
学
校
」
を
視
察
す
る
。

「
中
和
尋
常
小
学
校
」
「
菊
川
尋
常
小
学
校
」
「
小
梅
尋
常
小
学
校
」
「
第
三
吾
嬬
尋
常
高
等
小
学
校
」

「
鋪
一
寺
島
尋
常
高
等
小
学
校
」
「
隅
田
尋
常
商
等
小
学
校
」
「
第
二
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
に
両
陛
下
の

ご
真
影
が
下
賜
さ
れ
る
。

ご
大
典
記
念
本
所
区
内
小
学
校
連
合
展
覧
会
が
、
「
本
横
尋
常
小
学
校
」
で
三
日
間
開
か
れ
る
。

天
皇
即
位
式
が
挙
行
さ
れ
、
各
学
校
は
奉
祝
式
を
行
う
。

「
柳
島
尋
常
小
学
校
」
の
鉄
筋
三
階
建
校
舎
が
完
成
す
る
。

ご
大
典
市
奉
祝
会
の
た
め
各
学
校
休
業
と
な
る
。

「
第
三
寺
島
尋
常
小
学
校
」
が
寺
島
町
に
開
校
す
る
。
（
鉄
筋
二
階
建
校
舎
、
二
二
教
室
及
び
誰
堂
兼
雨
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昭和4年（1929）

２

月

記

日

３

月

晦

日

３

月

肥

日

４

月

妬

日

５

月

知

日

６

月

１

日

６

月

３

日

の
’
６
月
皿
日

７

月

創

日

９

月

、

日

９

月

型

日

９

月

、

月

３

日

１
月
８
日

天

体

操

場

）

哩
月
記
日
「
太
平
尋
常
小
学
校
」
が
太
平
一
丁
目
に
仮
校
舎
が
完
成
し
て
移
転
す
る
。

「
第
三
寺
島
尋
常
小
学
校
」
が
「
第
一
、
第
二
寺
島
尋
常
小
学
校
」
か
ら
、
児
童
一
四
二
○
名
を
引
き
継

ぎ
授
業
を
開
始
す
る
。
（
二
三
学
級
）

「
柳
元
尋
常
小
学
校
」
の
鉄
筋
三
階
建
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
菊
川
尋
常
小
学
校
」
の
校
歌
並
び
に
歌
曲
の
採
用
が
、
文
部
省
か
ら
認
可
さ
れ
る
。

「
緑
尋
常
小
学
校
」
の
鉄
筋
三
階
建
新
校
舎
が
完
成
し
、
児
童
全
員
を
移
転
し
て
授
業
を
開
始
す
る
。

「
第
三
寺
島
尋
常
小
学
校
」
に
両
陛
下
の
ご
真
影
が
下
賜
さ
れ
る
。

「
日
進
尋
常
小
学
校
」
の
校
舎
が
完
成
し
、
「
二
葉
尋
常
小
学
校
」
の
校
舎
か
ら
移
賑
す
る
。

「
日
進
尋
常
小
学
校
」
が
「
本
所
高
等
小
学
校
」
の
女
生
徒
を
収
容
し
て
、
「
日
進
尋
常
高
等
小
学
校
」

と
改
称
す
る
。

「
本
所
尋
常
小
学
校
」
が
「
本
横
尋
常
小
学
校
」
及
び
南
二
葉
町
の
仮
校
舎
か
ら
新
校
舎
に
移
転
す
る
。

寺
島
町
立
「
寺
島
図
書
館
」
が
旧
「
第
一
寺
島
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
校
舎
を
利
用
し
て
開
館
す
る
。

「
第
三
寺
島
尋
常
小
学
校
」
が
夏
季
休
業
中
、
虚
弱
児
童
の
養
護
及
び
学
業
の
特
別
指
導
に
あ
た
る
。

「
茅
場
尋
常
小
学
校
」
の
鉄
筋
三
階
建
校
舎
が
完
成
す
る
。
（
一
二
学
級
、
児
童
数
二
五
六
名
）

「
第
二
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
の
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
第
四
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
の
第
一
期
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。
（
二
階
建
八
教
室
）

「
第
五
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
の
第
一
期
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。
（
普
通
教
室
一
四
、
特
別
教
室
五
、
誰 ’
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昭和4年（1昭和5年（1930） 929）

フｏ
一
加
月

10 8 8 4 4 3 3

月月月月月月月
30 7 1 1 31 26
日 日 日 日 日 日

1211 11

月月月
202520
日 日 日

11 10

月月
19 12

日 日

堂

）

皿
月
廻
日
寺
島
町
小
学
校
創
立
五
○
周
年
記
念
祝
賀
式
を
挙
行
し
、
町
立
各
小
学
校
は
運
動
会
、
展
覧
会
、
学
芸
会

等

を

行

う

。

帝
都
復
興
祭
が
挙
行
さ
れ
、
各
学
校
は
祝
賀
式
を
行
う
。

市
立
「
中
和
図
書
館
」
が
「
中
和
尋
常
小
学
校
」
か
ら
、
「
明
徳
尋
常
小
学
校
」
に
移
転
す
る
。

「
隅
川
守
常
高
等
小
学
校
」
の
児
童
数
が
、
五
六
学
級
、
三
四
四
四
名
の
多
き
に
達
す
る
。

私
立
「
隅
田
幼
稚
園
」
が
隅
田
町
の
円
徳
寺
に
設
立
さ
れ
る
。

私
立
「
錦
糸
幼
稚
園
」
が
太
平
町
に
設
立
さ
れ
る
。

「
第
三
寺
島
尋
常
小
学
校
」
の
鉄
筋
二
階
建
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。
（
一
○
教
室
）

「
横
川
尋
常
小
学
校
」
に
学
校
単
位
と
し
て
は
東
京
で
初
め
て
の
「
横
川
少
年
団
」
が
結
成
さ
れ
る
。
（
団

員
は
三
年
以
上
の
男
子
八
○
余
名
）

市
立
「
中
和
図
書
館
」
が
「
東
駒
形
図
書
館
」
と
改
称
す
る
。

「
第
一
寺
島
尋
常
高
等
小
学
校
」
が
開
校
五
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

「
太
平
尋
常
小
学
校
」
の
鉄
筋
三
階
建
校
舎
が
、
太
平
町
二
丁
目
に
完
成
し
、
仮
校
舎
か
ら
移
転
す
る
。

（
児
童
数
六
八
○
名
）

「
太
平
尋
常
小
学
校
」
が
「
錦
糸
尋
常
小
学
校
」
と
改
称
す
る
。
（
一
五
学
級
）

「
明
徳
尋
常
小
学
校
」
の
鉄
筋
三
階
建
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
横
川
尋
常
小
学
校
」
の
鉄
筋
三
階
建
校
舎
が
完
成
す
る
。
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昭和7年（1932） 昭和6年（1931）

８
月
９
月
鋤
日

７
月
５
日

5 4

月月
27 15
日 日

12 4 4 4

月月月月
15 21

日 日

３
月
瓠
日

３
月

４
月
ｎ
日

２
月

２
月
３
月
知
日

「
第
五
吾
嬬
尋
常
夜
学
校
」
が
「
第
五
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
に
設
置
さ
れ
る
。

「
菊
川
尋
常
小
学
校
」
が
創
立
二
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

「
寺
島
実
業
専
修
女
学
校
」
が
「
第
三
寺
島
尋
常
小
学
校
」
に
設
立
さ
れ
る
。

私
立
「
国
東
幼
稚
園
」
が
亀
沢
町
に
設
立
さ
れ
る
。

「
第
二
寺
島
尋
常
小
学
校
」
の
第
二
期
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。
（
四
一
学
級
、
児
童
数
二
三
八
四
名
）

社
団
法
人
「
菊
川
幼
稚
園
」
が
柳
原
町
に
設
立
さ
れ
る
。

私
立
「
帝
国
家
政
女
学
校
」
が
向
島
一
丁
目
に
設
立
さ
れ
る
。

「
隅
田
第
二
尋
常
小
学
校
」
（
前
身
は
隅
田
尋
常
高
等
小
学
校
分
教
場
）
の
校
舎
が
完
成
し
開
校
式
を
行

う
。
（
児
童
数
一
四
六
二
名
）

「
日
進
尋
常
高
等
小
学
校
」
「
菊
川
尋
常
小
学
校
」
「
錦
糸
尋
常
小
学
校
」
の
補
習
科
が
廃
止
と
な
る
。

「
第
一
実
業
補
習
学
校
」
が
本
所
飽
沢
町
に
設
立
さ
れ
る
。

「
中
和
尋
常
小
学
校
」
「
菊
川
尋
常
小
学
校
」
「
第
一
寺
島
尋
常
高
等
小
学
校
」
「
第
三
寺
島
尋
常
小
学

校
」
「
隅
田
尋
常
高
等
小
学
校
」
「
第
二
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
「
第
三
吾
嬬
尋
常
高
等
小
学
校
」
「
第
四

吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
に
改
め
て
両
陛
下
の
ご
真
影
が
下
賜
さ
れ
る
。

「
隅
田
第
二
尋
常
小
学
校
」
に
教
育
勅
語
が
下
賜
さ
れ
る
。

「
本
所
区
第
一
実
業
女
学
校
」
含
一
年
制
）
が
「
日
進
尋
常
高
等
小
学
校
」
に
設
立
さ
れ
る
。

財
団
法
人
「
六
踏
園
修
徳
商
業
学
校
」
が
東
駒
形
一
丁
目
に
設
立
さ
れ
る
。

「
隅
田
第
二
尋
常
小
学
校
」
に
両
陛
下
の
ご
真
影
が
下
賜
さ
れ
る
。
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昭和8年（1933） 昭和7年（1932）

一＝ー＝

3 3 3 3 3 3 2 2 1

月月月月月月月月月
31 31 31 31 3030 2 25
日 日 日 日 日 日 日 日

※11 11 11 10 10
月月月月月
15 14 1 1
日 日 日 日

４
月
１
日

市
立
尋
常
夜
学
校
を
区
に
移
管
す
る
。
（
本
所
区
八
校
、
向
島
区
六
校
）

「
横
川
尋
常
小
学
校
」
が
動
的
教
育
研
究
会
を
公
開
し
、
集
大
成
「
教
育
指
探
」
を
刊
行
す
る
。

「
館
四
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
の
第
二
期
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。
（
二
階
建
六
教
室
）

「
節
二
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
の
増
築
校
舎
か
完
成
す
る
。

「
第
五
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
の
第
二
期
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。
（
八
教
室
）

「
日
進
尋
術
高
等
小
学
校
」
の
尋
常
科
が
廃
止
さ
れ
る
。

「
第
一
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
の
新
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
第
三
吾
嬬
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。
（
七
教
室
）

私
立
「
東
京
三
中
夜
学
校
」
及
び
私
立
「
東
京
七
中
夜
学
校
」
が
、
府
に
移
管
さ
れ
て
府
立
「
三
中
夜
間

中
学
校
」
「
七
中
夜
間
中
学
校
」
と
改
称
さ
れ
る
。

「
日
進
高
等
小
学
校
」
の
夜
学
校
が
「
二
葉
尋
常
小
学
校
」
に
移
転
す
る
。

三
五
区
制
の
実
施
に
よ
り
、
向
島
区
が
誕
生
し
、
東
京
市
編
入
の
町
村
立
学
校
を
市
立
学
校
と
改
称
す
る
。

各
学
校
で
大
東
京
市
郡
併
合
祝
賀
式
を
挙
行
す
る
。

「
第
三
吾
嬬
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
増
築
中
校
舎
が
、
台
風
の
た
め
全
壊
す
る
。

「
第
一
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
の
新
築
校
舎
が
、
暴
風
雨
の
た
め
倒
壊
す
る
。

「
東
京
保
善
商
業
、
工
業
学
校
」
の
鉄
筋
四
階
建
新
校
舎
が
、
横
綱
二
丁
目
に
完
成
す
る
。

こ
の
年
、
「
本
所
高
等
小
学
校
」
に
本
所
区
教
育
会
の
プ
ー
ル
が
完
成
す
る
。
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昭和9年（1934） 昭和8年（1933）

１
月
”
日
「
隅
田
尋
常
高
等
小
学
校
」
が
開
校
五
○
周
年
記
念
、
復
旧
校
舎
落
成
式
を
挙
行
す
る
。

２
月
７
日
「
第
四
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
の
第
三
期
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。
三
階
建
八
教
室
）

４
月
１
日
「
向
島
中
爪
尋
常
高
等
小
学
校
」
が
、
吾
嬬
町
東
に
開
校
す
る
。
（
第
三
吾
嬬
、
第
五
吾
嬬
両
校
の
一
部

児

童

が

転

入

）

４
月
１
日
「
第
三
寺
島
尋
常
小
学
校
」
が
「
第
一
寺
島
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
高
等
科
女
子
を
転
入
さ
せ
、
「
第
三

寺

島

尋

常

高

等

小

学

校

」

と

改

称

す

る

。

４
月
１
日
「
隅
田
第
二
尋
常
小
学
校
」
の
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。
（
八
教
室
）

４
月
２
日
「
向
島
更
正
尋
常
小
学
校
」
が
開
校
す
る
。
（
第
五
吾
嬬
、
隅
田
第
二
、
第
三
寺
島
の
三
校
の
児
童
が
転

入

。

三

四

学

級

、

児

童

数

一

九

二

七

名

）

４
月
２
日
「
向
島
曳
舟
尋
常
小
学
校
」
が
開
校
す
る
。
（
第
一
寺
島
、
第
三
寺
島
、
第
二
吾
嬬
、
第
四
吾
嬬
の
四
校

10 4 4

月月月
193025

日 日日

哩
月
９
日

４
月
１
日

４
月
皿
日

「
第
二
寺
島
尋
常
小
学
校
」
が
校
舎
の
一
部
を
「
隅
田
尋
常
高
等
小
学
校
」
に
貸
与
す
る
。
．

「
第
三
吾
嬬
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
児
童
数
が
、
尋
常
科
一
八
四
○
名
、
高
等
科
三
七
○
名
、
計
三
○

一
○
名
の
多
き
に
達
す
る
。

「
隅
田
尋
常
高
等
小
学
校
」
か
ら
出
火
し
、
校
舎
二
棟
、
ヱ
ハ
教
室
を
焼
失
す
る
。

「
第
一
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
の
児
童
数
が
二
九
○
四
名
の
多
き
に
達
す
る
。

「
本
所
尋
常
小
学
校
」
「
錦
糸
尋
常
小
学
校
」
「
柳
島
尋
常
小
学
校
」
「
緑
尋
常
小
学
校
」
に
、
両
陛
下

の
ご
真
影
が
下
賜
さ
れ
る
。

「
隅
田
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
焼
失
校
舎
が
再
建
さ
れ
る
。
（
二
階
建
一
六
教
室
）
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昭和10年（1935） 昭和9年（1934）

1(） 101010 6 5
月月月月月月
1 1 1 1 14 14
日 日 日 日 日 日

4 4

月月
20 1
日 日

10 1010 9 5
月月月月月
2322 1022
日 日 日日

４
月
１
日

４
月
４
日

青
年
学
校
令
が
公
布
さ
れ
る
。
（
実
業
補
習
学
校
及
び
青
年
訓
練
所
を
廃
止
）

「
隅
田
尋
常
夜
学
校
」
が
「
隅
田
第
二
尋
常
小
学
校
」
に
移
管
さ
れ
る
。

「
向
島
女
子
商
業
学
校
」
が
区
立
三
年
制
実
業
学
校
と
し
て
寺
島
町
に
開
校
す
る
。
（
向
島
商
業
高
校
の

前
身
）
「
明
徳
尋
常
小
学
校
」
が
創
立
六
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

「
請
地
尋
常
小
学
校
」
が
吾
嬬
町
西
三
丁
目
に
開
校
す
る
。

実
業
補
習
学
校
と
青
年
訓
練
所
を
統
合
し
て
青
年
学
校
が
開
校
す
る
。

本
所
区
立
「
業
平
工
業
学
校
」
が
設
立
認
可
さ
れ
、
区
長
が
校
長
事
務
を
取
り
扱
う
。

「
緑
尋
常
小
学
校
」
に
併
設
の
青
年
訓
練
所
が
、
市
立
「
本
所
区
第
三
青
年
学
校
」
と
改
称
す
る
。

「
第
一
寺
島
尋
常
高
等
小
学
校
」
に
併
設
の
「
寺
島
商
工
専
修
学
校
」
が
「
寺
島
青
年
学
校
」
と
改
称
す

る
。 の

児
童
が
転
入
。
三
一
学
級
、
児
童
数
一
八
四
八
名
）

「
柳
島
尋
常
小
学
校
」
に
「
本
所
高
等
小
学
校
」
の
分
教
室
が
設
置
さ
れ
る
。

市
立
「
本
所
第
三
青
年
訓
練
所
」
が
「
緑
尋
常
小
学
校
」
に
設
置
さ
れ
る
。

「
中
和
尋
常
小
学
校
」
が
創
立
六
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

「
本
所
尋
常
小
学
校
」
が
創
立
六
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

「
向
島
曳
舟
尋
常
小
学
校
」
に
両
陛
下
の
ご
真
影
が
下
賜
さ
れ
る
。

「
向
島
更
正
尋
常
小
学
校
」
に
両
陛
下
の
ご
真
影
が
下
賜
さ
れ
る
。
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昭和11年

（1936）

昭和10年

（1935）
昭和12年（1937）

２
月
１
日
「
言
間
尋
常
小
学
校
」
が
向
島
須
崎
町
に
開
校
す
る
。
（
牛
島
尋
常
小
学
校
か
ら
六
四
七
名
、
小
梅
尋
常

小

学

校

か

ら

三

九

四

名

の

児

童

が

転

入

）

４
月
１
日
「
向
島
木
下
川
尋
常
小
学
校
」
が
吾
嬬
町
東
七
丁
目
に
開
校
す
る
。
三
○
学
級
、
児
童
数
一
○
二
六
名
）

４
月
１
日
「
小
梅
尋
常
小
学
校
」
に
高
等
科
女
子
一
三
学
級
が
併
置
さ
れ
、
「
小
梅
尋
常
高
等
小
学
校
」
と
改
称
す

る

。

４
月
１
日
区
立
「
本
所
業
平
工
業
学
校
」
が
東
京
市
に
移
管
さ
れ
る
。

４

月

私

立

「

千

代

田

青

年

学

校

」

が

吾

嬬

町

東

七

丁

目

に

設

立

さ

れ

る

。

５
月
妬
日
大
東
紡
織
亀
戸
「
淑
徳
女
学
校
」
が
青
年
学
校
と
し
て
、
吾
嬬
町
東
二
丁
目
に
設
立
さ
れ
る
。

10 10

月月
10 1
日日

12 9 7

月月月
18 10

日 日

※１
月
８
日

「
第
四
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
に
併
設
の
「
吾
嬬
商
業
補
習
学
校
」
が
「
吾
嬬
青
年
学
校
」
と
改
称
す
る
。

「
本
所
区
第
一
実
業
女
学
校
」
が
四
年
制
の
甲
種
実
業
学
校
に
昇
格
、
「
東
京
市
本
所
高
等
実
践
女
学
校
」

と
改
称
す
る
（
本
所
高
校
の
前
身
）

こ
の
年
、
「
横
川
尋
常
小
学
校
」
に
本
所
区
唯
一
の
「
養
護
学
級
」
が
編
制
さ
れ
る
。

「
向
島
梅
若
尋
常
小
学
校
」
が
隅
田
町
に
開
校
す
る
。
（
二
四
学
級
、
児
童
数
一
三
二
二
名
）

「
江
東
尋
常
小
学
校
」
の
プ
ー
ル
が
完
成
す
る
。

「
第
一
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
の
改
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
向
島
大
畑
尋
常
小
学
校
」
が
吾
嬬
町
西
六
丁
目
に
開
校
す
る
。
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昭和13句

（1938）
昭和14年（1939）

４
月
１
日

４
月
１
日

４
月
妬
日

５
月
塑
日

５
月
調
日

６
月
１
日

4 1

月月
1 19

日 日

３
月
瓢
日

６
月
調
日

９
月
、
日

、
月
妬
日

９
月
副
日

如
月
２
日

市
立
「
向
島
工
業
学
校
」
が
設
立
さ
れ
る
。

「
第
一
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
が
豪
雨
に
よ
り
、
校
庭
が
二
尺
余
の
浸
水
で
一
週
間
の
臨
時
休
業
と
な
る
。

「
第
一
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
が
豪
雨
の
た
め
浸
水
し
六
日
間
の
臨
時
休
業
と
な
る
。

「
言
間
尋
常
小
学
校
」
に
両
陛
下
の
ご
真
影
が
下
賜
さ
れ
る
。

「
橘
尋
常
小
学
校
」
が
吾
嬬
町
東
二
丁
目
に
開
校
す
る
。

「
言
間
尋
常
小
学
校
」
に
高
等
科
が
設
置
さ
れ
「
言
問
尋
常
高
等
小
学
校
」
と
改
称
す
る
。

九
六
名
と
本
所
高
等
小
学
校
が
ら
二
九
七
名
転
入
、
高
等
科
二
学
級
）

「
業
平
工
業
学
校
」
が
「
市
立
本
所
工
業
学
校
」
と
改
称
す
る
。

「
柳
元
尋
常
小
学
校
」
が
「
柳
元
尋
常
高
等
小
学
校
」
と
改
称
す
る
。

青
年
学
校
令
を
改
正
し
青
年
学
校
を
義
務
制
と
す
る
。

「
青
少
年
学
徒
一
一
賜
ハ
リ
タ
ル
勅
語
」
が
下
賜
さ
れ
る
。
（
勅
語
の
聖
旨
奉
戴
を
訓
令
）

文
部
省
が
小
学
校
五
、
六
年
及
び
高
等
科
男
子
に
武
道
（
柔
・
剣
道
）
を
課
す
る
。

「
本
所
区
第
四
青
年
学
校
」
が
「
茅
場
尋
常
小
学
校
」
に
設
置
さ
れ
る
。

「
向
島
曳
舟
尋
常
小
学
校
」
の
校
歌
が
文
部
省
か
ら
認
可
さ
れ
る
。

本
所
区
臨
海
学
園
が
千
葉
市
登
戸
に
開
園
さ
れ
、
小
学
校
の
虚
弱
児
童
の
校
外
養
誰
施
設
と
な
る
。
（
健

康
学
園
の
前
身
）

（
新
入
生
二
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昭和15年（1940） 昭和14年（1939）

３

月

１

日

４

月

１

日

４

月

１

日

1210 7 7 6 6
月月月月月月
2028 1 1 20 1

日 日 日 日 日 日

1212 8 7 4 1 1
月月月月月月月
27 7 11 8 1212
日 日 日 日 日 日

「
本
所
区
第
五
青
年
学
校
」
が
「
小
梅
尋
常
高
等
小
学
校
」
に
設
置
さ
れ
る
。

「
第
三
吾
嬬
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
改
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
向
島
区
中
川
青
年
学
校
」
が
「
向
島
中
川
尋
常
高
等
小
学
校
」
に
設
置
さ
れ
る
。

「
向
島
区
更
正
青
年
学
校
」
が
「
向
島
更
正
尋
常
小
学
校
」
に
設
置
さ
れ
る
。

「
第
二
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
の
校
歌
が
文
部
省
か
ら
認
可
さ
れ
る
。

市
立
「
向
島
工
業
学
校
」
の
新
校
舎
が
吾
嬬
町
東
四
丁
目
に
完
成
し
、
「
請
地
尋
常
小
学
校
」
か
ら
移
転

す
る
。

国
民
学
校
令
が
公
布
さ
れ
る
。
（
国
民
教
育
の
戦
時
体
制
の
強
化
）

国
民
学
校
令
の
施
行
に
よ
り
、
小
学
校
を
国
民
学
校
と
改
称
す
る
。

「
向
島
東
部
国
民
学
校
」
が
「
第
三
吾
嬬
国
民
学
校
」
高
等
科
女
子
の
半
数
を
受
け
入
れ
る
。

「
府
立
第
三
中
学
校
」
に
「
府
立
第
十
六
中
学
校
」
が
設
置
さ
れ
る
。

「
府
立
第
七
中
学
校
」
に
「
府
立
第
十
七
中
学
校
」
が
設
置
さ
れ
る
。

「
第
一
吾
嬬
尋
常
小
学
校
」
が
開
校
五
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

「
向
島
曳
舟
尋
常
小
学
校
」
の
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
業
平
尋
常
小
学
校
」
が
千
葉
県
市
川
市
中
山
に
、
校
外
学
園
を
開
設
し
毎
月
幾
事
作
業
を
学
習
す
る
。

「
向
島
東
部
高
等
小
学
校
」
が
吾
嬬
町
東
五
丁
目
（
向
島
中
川
尋
常
高
等
小
学
校
所
在
地
）
に
開
校
す
る
。

「
向
島
西
部
高
等
小
学
校
」
が
寺
島
町
五
丁
目
に
開
校
す
る
。
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昭和17年

(1942）
昭和16年（1941）

４
月
１
日

４
月
１
日

４
月
１
日

４
月
１
日

４
月
１
日

４
月
１
日

４
月
１
日

12 1211
月月月
18 8 25
日 日 日

４
月
５
日

４
月
哩
日

５
月
犯
日

７
月
１
日

１
月
９
日

１
月
塑
日

４
月
肥
日

「
向
島
西
部
国
民
学
校
」
が
「
第
一
寺
島
国
民
学
校
」
高
等
科
全
生
徒
を
受
け
入
れ
る
。

「
本
所
高
等
小
学
校
」
が
「
本
高
国
民
学
校
」
と
改
称
す
る
。

「
本
所
第
七
青
年
学
校
」
が
「
菊
川
国
民
学
校
」
に
設
置
さ
れ
る
。

「
本
所
第
八
青
年
学
校
」
が
「
本
横
国
民
学
校
」
に
設
置
さ
れ
る
。

「
府
立
三
中
夜
間
学
校
」
が
「
府
立
桂
友
中
学
校
」
と
改
称
す
る
。

「
府
立
七
中
夜
間
学
校
」
が
「
府
立
進
思
中
学
校
」
と
改
称
す
る
。

私
立
「
帝
国
発
条
青
年
学
校
」
（
寺
島
町
四
丁
目
）
が
「
大
同
製
鋼
東
京
青
年
学
校
」
と
改
称
す
る
。

私
立
「
丸
二
製
作
所
青
年
学
校
」
「
佐
倉
木
硝
子
誠
盟
青
年
学
校
」
の
設
立
が
認
可
さ
れ
る
。

「
東
洋
紡
縦
向
島
青
年
学
校
」
の
設
立
が
認
可
さ
れ
る
。

「
横
川
国
民
学
校
」
で
三
年
生
以
上
の
全
児
童
を
対
象
と
し
た
「
新
横
川
少
年
団
」
が
結
成
さ
れ
る
。

「
向
島
中
川
国
民
学
校
」
が
高
等
科
を
分
離
し
て
現
在
地
に
校
舎
を
新
築
す
る
。
（
高
等
科
は
向
島
東
部

国
民
学
校
に
編
入
）

「
向
鳥
隆
曳
舟
青
年
学
校
」
の
設
置
が
認
可
さ
れ
る
。
（
向
島
曳
舟
国
民
学
校
内
）

太
平
洋
戦
争
起
こ
る
。
（
米
英
に
宣
戦
布
告
）

「
向
島
木
下
川
国
民
学
校
」
に
両
陛
下
の
ご
真
影
が
下
賜
さ
れ
る
。

国
民
勤
労
報
国
協
力
令
施
行
規
則
に
基
づ
く
学
徒
動
員
命
令
出
る
。

「
三
囲
国
民
学
校
」
が
開
校
し
新
校
舎
で
授
業
を
開
始
す
る
。

米
軍
機
に
よ
る
最
初
の
日
本
本
土
空
襲
が
行
わ
れ
る
。
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昭和18年 (1943）

｡

１
月
、
日
文
部
省
が
国
民
学
校
教
育
の
戦
時
非
常
措
置
に
つ
い
て
通
達
を
出
す
。

１
月
妬
日
防
空
法
に
よ
る
疎
開
命
令
を
発
令
す
る
。

１
月
８
日

２
月
ｎ
日

３
月
皿
日

４
月
１
日

４
月
１
日

５
月
３
日

５
月
、
日

６
月
お
日

７
月
１
日

７
月
釦
日

８
月
廻
月
１
日

※ ６
月

７
月
１
日

「
小
梅
国
民
学
校
」
の
高
等
科
が
廃
止
さ
れ
る
。

「
第
三
吾
嬬
国
民
学
校
」
が
訓
育
実
績
顕
著
の
た
め
、
東
京
市
長
か
ら
表
彰
さ
れ
る
。

「
第
二
吾
嬬
国
民
学
校
』
が
市
川
市
真
間
に
学
校
農
園
を
開
く
。

「
桂
友
中
学
校
」
が
「
府
立
第
三
中
学
校
二
部
」
と
改
称
す
る
。

「
進
思
中
学
校
」
が
「
府
立
第
七
中
学
校
二
部
」
と
改
称
す
る
。

「
府
立
第
三
中
学
校
」
内
の
「
府
立
第
十
六
中
学
校
」
が
江
戸
川
区
西
小
松
川
に
移
転
す
る
。

「
第
二
吾
嬬
国
民
学
校
」
が
創
立
五
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

学
徒
戦
時
動
員
体
制
確
立
要
綱
が
決
定
さ
れ
る
。
（
本
土
防
衛
の
た
め
軍
事
訓
練
と
勤
労
動
員
を
徹
底
）

東
京
都
制
が
施
行
さ
れ
て
市
立
学
校
が
都
立
学
校
と
な
る
。

文
部
省
が
女
子
学
徒
動
員
を
決
定
す
る
。

「
寺
島
図
書
館
」
が
改
築
の
た
め
「
第
七
中
学
校
」
に
移
転
す
る
。

第
一
回
学
徒
入
隊
。
（
学
徒
出
陣
）

こ
の
年
、
国
民
学
校
の
児
童
に
防
空
訓
練
が
実
施
さ
れ
、
モ
ン
。
へ
防
空
ず
き
ん
の
通
学
と
な
る
。

「
本
所
高
等
実
践
女
学
校
」
の
新
校
舎
が
小
梅
三
丁
目
に
完
成
す
る
。

「
向
島
木
下
川
国
民
学
校
」
の
。
プ
ー
ル
が
完
成
す
る
。
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昭和19年（1944）

６
月
釦
日

７
月
８
日

７
月
加
日

４
月
１
日

４
月
１
日

４
月
１
日

４
月
知
日

６
月
３
日

４
月
１
日

４
月
１
日

２
月
４
日

３
月
、
日

３
月
略
日

３
月
証
日

３
月
釧
日

４
月
１
日

４
月
１
日

文
部
省
が
軍
事
教
育
の
強
化
方
針
を
発
表
す
る
。

東
京
都
教
育
局
長
が
「
学
童
疎
開
奨
励
に
関
す
る
件
」
の
通
達
を
出
す
。

東
京
都
教
育
局
長
が
「
学
童
疎
開
勧
奨
方
の
件
」
を
各
区
長
あ
て
通
達
す
る
。

「
柳
元
国
民
学
校
」
が
廃
校
と
な
る
。

「
第
一
吾
嬬
、
第
二
吾
嬬
、
第
五
吾
嬬
国
民
学
校
」
に
設
置
の
国
民
夜
学
校
が
廃
校
と
な
る
。

学
徒
勤
労
動
員
が
実
施
さ
れ
る
。

都
が
国
民
学
校
児
童
に
給
食
を
実
施
す
る
。

「
緑
国
民
学
校
」
「
中
和
国
民
学
校
」
「
業
平
国
民
学
校
」
「
柳
島
国
民
学
校
」
「
言
間
国
民
学
校
」
「

小
梅
国
民
学
校
」
「
第
四
吾
嬬
国
民
学
校
」
が
給
食
を
開
始
す
る
。

「
都
立
第
七
中
学
校
」
内
の
「
都
立
第
十
七
中
学
校
」
が
、
日
本
橘
箱
崎
町
に
移
転
す
る
。

「
都
立
本
所
工
業
学
校
」
が
「
業
平
国
民
学
校
」
か
ら
旧
「
柳
元
国
民
学
校
」
に
移
転
す
る
。

「
業
平
国
民
学
校
」
に
総
理
大
臣
東
條
英
機
来
校
す
る
。

こ
の
日
現
在
の
縁
故
疎
開
学
童
数
は
、
本
所
区
三
一
五
二
名
、
向
島
区
二
六
三
六
名
に
達
す
る
。

本
所
区
「
日
進
実
践
女
学
校
」
が
「
日
進
女
子
青
年
学
校
」
と
改
称
す
る
。

「
隅
田
第
二
国
民
学
校
」
が
両
陛
下
の
ご
真
影
を
、
現
下
の
状
勢
に
か
ん
が
み
て
、
都
下
西
多
摩
郡
「
五

日
市
国
民
学
校
」
に
奉
遷
す
る
。

大
都
市
か
ら
の
学
童
疎
開
の
方
針
が
決
定
さ
れ
る
。

「
学
童
疎
開
実
施
要
綱
」
が
発
表
さ
れ
る
。

学
童
疎
開
の
割
り
あ
て
人
数
が
、
本
所
区
は
千
葉
県
に
一
万
名
、
向
島
区
は
茨
城
県
に
一
万
名
と
き
ま
る
。
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昭和19年（1944）

８
月
略
日

８
月
妬
日

８
月
Ⅳ
日

８
月
Ⅳ
日

８
月
喝
日

８
月
昭
日

８
月
加
日

８
月
翠
日

８
月
詔
日

８
月
詔
日

８
月
⑫
日

８
月
晦
日

８
月
巧
日

７
月
別
日

７
月
妬
日

８
月
５
日

「
第
二
吾
嬬
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
茨
城
県
結
城
郡
石
下
町
、
下
妻
町
に
疎
開
す
る
。

「
向
島
梅
若
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
茨
城
県
真
壁
郡
真
壁
町
、
樺
穂
村
、
雨
引
村
に
疎
開
す
る
。

「
第
四
吾
嬬
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
茨
城
県
新
治
郡
石
岡
町
、
行
方
郡
玉
造
町
鹿
島
郡
鉾
田
町
に
疎

開
す
る
。

「
第
三
寺
島
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
茨
城
県
行
方
郡
潮
来
町
、
香
澄
村
に
疎
開
す
る
。

「
隅
田
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
茨
城
県
稲
敷
郡
竜
ヶ
崎
町
、
江
戸
崎
町
、
沼
里
村
に
疎
開
す
る
。

「
向
島
木
下
川
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
茨
城
県
西
茨
城
郡
笠
間
町
、
岩
瀬
町
、
西
山
内
村
に
疎
開
す
る
。

「
小
梅
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
千
葉
県
君
津
郡
松
丘
村
、
亀
山
村
に
疎
開
す
る
。

「
第
三
吾
嬬
国
民
学
校
」
の
児
童
が
茨
城
県
結
城
郡
結
城
町
に
疎
開
す
る
。

「
第
五
吾
嬬
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
茨
城
県
西
茨
城
郡
笠
間
町
に
疎
開
す
る
。

「
横
川
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
千
葉
県
君
津
郡
久
留
里
村
、
小
概
村
、
富
岡
村
に
疎
開
す
る
。

「
向
島
更
正
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
茨
城
県
真
壁
郡
下
館
町
に
疎
開
す
る
。

「
向
島
曳
舟
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
茨
城
県
新
治
郡
石
岡
町
、
東
茨
城
郡
沢
山
村
、
竹
原
村
に
疎
開
す
る
。

「
向
島
木
下
川
国
民
学
校
」
が
、
両
陛
下
の
ご
真
影
を
当
局
の
指
示
に
よ
り
、
都
下
西
多
摩
郡
「
五
日
市

国
民
学
校
」
に
奉
遷
す
る
。

す
る
。

「
第
一
吾
嬬
国
民
学
校
」

「
第
一
寺
島
国
民
学
校
」

「
第
二
寺
島
国
民
学
校
」

の
児
童
が
、

の
児
童
が
、

の
児
童
が
、

茨
城
県
久
慈
郡
大
子
町
、
宮
川
村
に
疎
開
す
る
。

茨
城
県
猿
島
郡
境
町
、
岩
井
町
、
西
茨
城
郡
宍
戸
町
に
疎
開
す
る
。

茨
城
県
稲
敷
郡
竜
ヶ
崎
町
、
馴
柴
村
、
根
本
村
、
瑞
穂
村
に
疎
開
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昭和19卿 (1944）

８
月
犯
日

８
月
躯
日

８
月
調
日

８
月
”
日

８
月
幻
日

８
月
配
日

8 8

月月
2626

日日

8 8 8 8

月月月月
25252423
日 日 日 日

学
徒
勤
労
令
、
女
子
挺
身
勤
労
令
が
公
布
さ
れ
る
。
（
学
校
報
国
隊
を
組
織
）

「
中
和
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
千
葉
県
君
津
郡
秋
元
村
、
小
糸
村
、
周
南
村
、
環
村
に
疎
開
す
る
。

「
錦
糸
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
千
葉
県
千
葉
郡
生
浜
町
、
睦
村
、
椎
名
村
、
豊
富
村
に
疎
開
す
る
。

「
茅
場
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
千
葉
県
山
武
郡
芝
山
村
、
陸
岡
村
、
源
村
、
豊
岡
村
、
大
総
村
、
二
川

村
に
疎
開
す
る
。

「
柳
島
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
千
葉
県
市
原
郡
菊
間
村
、
湿
津
村
、
市
原
村
、
市
東
村
に
疎
開
す
る
。

「
業
平
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
千
葉
県
市
原
郡
養
老
村
、
牛
久
町
、
内
田
村
、
鶴
舞
町
、
里
見
村
、
白

鳥
村
に
疎
開
す
る
。

三
葉
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
千
葉
県
長
生
郡
茂
原
町
、
二
宮
本
郷
村
、
日
吉
村
、
豊
栄
村
、
長
南
町
、

水
上
村
、
鶴
枝
村
、
東
村
、
土
睦
村
に
疎
開
す
る
。

「
外
手
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
千
葉
県
夷
隅
郡
大
多
喜
町
、
西
畑
村
、
上
爆
村
、
中
川
村
、
千
町
村
、

国
吉
町
、
布
施
村
に
疎
開
す
る
。

「
緑
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
千
葉
県
匝
瑳
郡
匝
瑳
村
、
南
条
村
、
海
上
郡
哩
鳴
村
、
椎
柴
村
、
船
木
村
〉

香
取
郡
東
城
村
、
橘
村
、
神
代
村
、
万
才
村
、
東
葛
飾
郡
小
金
町
、
富
勢
村
に
疎
開
す
る
。

「
言
間
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
千
葉
県
君
津
郡
馬
来
田
村
、
中
川
村
、
平
岡
村
、
鎌
足
村
に
疎
開
す
る
。

「
第
一
寺
島
国
民
学
校
」
が
、
両
陛
下
の
ご
真
影
並
び
に
教
育
勅
語
の
謄
本
を
、
現
下
の
状
勢
に
か
ん
が

み
て
、
都
下
西
多
摩
郡
「
五
日
市
国
民
学
校
」
に
奉
遷
す
る
。

．
「
江
東
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
千
葉
県
香
取
郡
香
取
町
、
府
馬
町
、
小
見
川
町
、
神
崎
町
、
八
都
町
、

豊
浦
町
に
疎
開
す
る
。
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昭和19年（1944）

12 9

月月
23

日

９
月

８
月

８
月

８
月

８
月

８
月
９
月
聖
日

８
月

８
月

８
月

８
月

８
月

「
菊
川
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
千
葉
県
山
武
郡
土
気
町
、
大
網
町
、
東
金
町
に
疎
開
す
る
。

「
明
徳
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
千
葉
県
香
取
郡
佐
原
町
、
大
須
賀
村
、
香
西
村
、
東
大
戸
村
、
瑞
穂
村
、

米
沢
村
、
神
崎
町
、
滑
川
町
、
小
御
門
村
、
昭
栄
村
に
疎
開
す
る
。

「
日
進
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
千
葉
市
登
戸
、
君
津
郡
馬
来
田
村
に
疎
開
す
る
。

「
牛
島
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
千
葉
県
市
原
郡
五
井
町
、
千
種
村
、
東
海
村
、
市
西
村
、
海
上
村
に
疎

開
す
る
。

「
本
横
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
千
葉
県
印
旛
郡
公
津
町
、
夷
隅
郡
総
野
村
、
安
房
郡
西
条
村
、
吉
尾
村

に
疎
開
す
る
。

「
橘
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
茨
城
県
筑
波
郡
北
条
町
、
筑
波
町
、
真
壁
郡
真
壁
町
に
疎
開
す
る
。

「
請
地
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
茨
城
県
那
珂
郡
神
崎
村
、
額
田
村
、
大
宮
町
、
隙
郷
村
に
疎
開
す
る
。

「
向
島
中
川
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
茨
城
県
久
慈
郡
袋
田
村
、
大
子
町
に
疎
開
す
る
。

「
隅
田
第
二
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
茨
城
県
久
慈
郡
太
田
町
、
河
内
村
、
賀
美
村
に
疎
開
す
る
。

「
向
島
大
畑
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
茨
城
県
行
方
郡
潮
来
町
に
疎
開
す
る
。

こ
の
日
現
在
の
疎
開
学
童
数
は
本
所
区
八
○
八
七
名
、
向
島
区
八
二
六
一
名
で
あ
る
。

「
横
川
国
民
学
校
」
に
収
容
さ
れ
た
旧
「
柳
元
国
民
学
校
」
高
等
科
の
生
徒
が
、
勤
労
動
員
で
専
売
局
業

平
工
場
、
精
工
舎
等
に
配
属
さ
れ
る
。

「
本
所
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
千
葉
県
安
房
郡
国
府
村
、
稲
都
村
、
豊
田
村
、
丸
村
に
疎
開
す
る
。

皇
后
陛
下
か
ら
集
団
疎
開
学
童
に
対
し
て
、
激
励
の
お
歌
並
び
に
お
菓
子
が
下
賜
さ
れ
る
。
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昭和20年（1945）

タ
~~~~~~~~

３
月
加
日

３
月
加
日

３
月
加
日

3 3 3 3

月月月月
10 10 10 10

日 日日 日

３
月
、
日

２
月
別
日

「
中
和
国
民
学
校
」
の
疎
開
学
寮
長
谷
寺
（
千
葉
県
君
津
郡
小
糸
村
）
が
空
襲
に
よ
り
焼
失
す
る
。
（
児

童
は
全
員
無
事
）

束
京
大
空
襲
、
Ｂ
調
約
二
一
○
機
江
東
地
区
に
焼
夷
弾
を
落
下
す
る
。
こ
の
空
襲
に
よ
っ
て
校
舎
を
全
焼

し
た
学
校
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

牛
島
国
民
学
校
。
明
徳
国
民
学
校
。
本
所
国
民
学
校
。
江
東
国
民
学
校
。
二
葉
国
民
学
校
。

菊
川
国
民
学
校
。
本
横
国
民
学
校
。
外
手
国
民
学
校
。
業
平
国
民
学
校
。
茅
場
国
民
学
校
。
日
進
国
民
学

校
。
横
川
国
民
学
校
。
三
囲
国
民
学
校
。
請
地
国
民
学
校
。
橘
国
民
学
校
。
向
島
木
下
川
国
民
学
校
。

向
島
中
川
国
民
学
校
。
向
島
大
畑
国
民
学
校
。
第
一
吾
嬬
国
民
学
校
。
第
二
吾
嬬
国
民
学
校
。

第
三
吾
嬬
国
民
学
校
。
第
五
吾
嬬
国
民
学
校
。
向
島
東
部
国
民
学
校
。
向
島
西
部
国
民
学
校
。

本
高
国
民
学
校
。
都
立
第
三
中
学
校
。
都
立
向
島
工
業
学
校
。
都
立
本
所
高
等
実
践
女
学
校
。

都
立
向
島
女
子
商
業
学
校
。

市
立
「
本
所
図
書
館
」
が
東
京
大
空
襲
に
よ
り
焼
失
し
廃
館
と
な
る
。

集
団
疎
開
学
童
の
六
年
生
が
、
中
学
校
受
験
の
た
め
帰
京
し
、
大
空
襲
に
よ
る
多
数
の
犠
牲
者
を
出
す
。

「
緑
国
民
学
校
」
が
大
空
襲
に
よ
り
講
堂
の
み
焼
失
し
て
難
を
ま
ぬ
が
れ
、
罹
災
者
約
四
○
○
○
名
を
収

容
す
る
。

「
柳
島
国
民
学
校
」
が
大
空
襲
の
難
を
ま
ぬ
が
れ
、
罹
災
者
約
三
○
○
○
名
を
収
容
す
る
。

「
小
梅
国
民
学
校
」
が
大
空
襲
の
難
を
ま
ぬ
が
れ
、
罹
災
者
約
一
○
○
○
名
を
収
容
す
る
。

「
錦
糸
国
民
学
校
」
が
大
空
襲
に
よ
り
三
教
室
を
残
し
て
校
舎
を
焼
失
す
る
。

「
第
二
寺
島
国
民
学
校
」
が
大
空
襲
に
よ
り
、
音
楽
、
裁
縫
両
教
室
を
焼
失
す
る
。
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昭和20年（1945）

５
月
５
日

５
月
７
日

４
月

５
月
１
日

５
月
４
日

4 4 4 4 3 3 3
月月月月月月月
272725 13 15 1410

日 日 日 日 日 日 日

3 3 3

月月月
1010 10

日 日日

「
中
和
国
民
学
校
」
が
大
空
襲
に
よ
り
一
教
室
焼
失
の
ゑ
で
難
を
ま
ぬ
が
れ
る
。

都
立
「
本
所
工
業
学
校
」
が
大
空
襲
に
よ
り
音
楽
室
を
焼
失
す
る
。

「
第
四
吾
嬬
国
民
学
校
」
が
大
空
襲
の
難
を
ま
ぬ
が
れ
、
「
第
一
吾
嬬
、
第
二
吾
嬬
、
第
三
吾
嬬
国
民
学

校
」
等
、
罹
災
校
の
児
童
を
収
容
し
て
合
同
授
業
を
開
始
す
る
。

「
向
島
木
下
川
国
民
学
校
」
が
校
舎
焼
失
の
た
め
、
「
第
三
寺
島
国
民
学
校
」
に
事
務
所
を
置
く
。

「
本
所
高
等
実
践
女
学
校
」
「
三
囲
国
民
学
校
」
が
「
小
梅
国
民
学
校
」
に
移
転
す
る
。

「
二
葉
国
民
学
校
」
が
校
舎
焼
失
の
た
め
「
緑
国
民
学
校
」
に
事
務
所
を
置
く
。

「
向
島
更
正
国
民
学
校
」
が
空
襲
に
よ
り
一
三
教
室
を
焼
失
す
る
。

「
茅
場
国
民
学
校
」
の
児
童
が
千
葉
県
か
ら
、
岩
手
県
東
磐
井
郡
磐
清
水
村
に
再
疎
開
す
る
。

「
二
葉
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
千
葉
県
か
ら
岩
手
県
東
磐
井
郡
千
厩
町
、
藤
沢
町
に
再
疎
開
す
る
。

「
第
三
寺
島
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
茨
城
県
か
ら
秋
田
県
平
鹿
郡
浅
舞
町
、
沼
館
町
、
大
森
町
へ
再
疎

開
す
る
。

「
向
島
中
川
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
茨
城
県
か
ら
秋
田
県
河
辺
郡
和
田
町
に
再
疎
開
す
る
。

「
第
二
寺
島
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
茨
城
県
か
ら
秋
田
県
仙
北
郡
角
館
町
、
長
野
町
に
再
疎
開
す
る
。

「
第
四
吾
嬬
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
茨
城
県
か
ら
秋
田
県
平
鹿
郡
横
手
町
、
十
文
字
町
、
栄
町
に
再
疎

開
す
る
。

「
向
島
木
下
川
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
茨
城
県
か
ら
秋
田
県
由
利
郡
矢
島
町
に
再
疎
開
す
る
。

「
向
島
曳
舟
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
茨
城
県
か
ら
秋
田
県
北
秋
田
郡
鵬
ノ
巣
町
、
綴
子
村
に
再
疎
開
す

る
。
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○

５
月

5 5 5 5 5 5 5 5

月月月月月月月月
252523232222

日日 日 日 日 日

5 ．5 5 5 5

月月月月月
212020 19 19

日日日 日 日

５
月
四
日
「
小
梅
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
千
葉
県
か
ら
岩
手
県
和
賀
郡
二
子
村
、
更
木
村
、
立
花
村
へ
再
疎
開
す

「
言
間
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
千
葉
県
か
ら
岩
手
県
江
刺
郡
黒
石
村
に
再
疎
開
す
る
。

「
第
二
吾
嬬
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
茨
城
県
か
ら
秋
田
県
大
館
町
、
扇
田
町
に
再
疎
開
す
る
。

「
隅
田
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
茨
城
県
か
ら
秋
田
県
鹿
角
郡
花
輪
町
、
毛
馬
内
町
に
再
疎
開
す
る
。

「
横
川
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
千
葉
県
か
ら
岩
手
県
湯
口
村
志
戸
平
温
泉
に
再
疎
開
す
る
。

「
柳
島
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
千
葉
県
か
ら
岩
手
県
和
賀
郡
笹
間
村
（
笹
間
国
民
学
校
寄
宿
舎
）
に
再

疎
開
す
る
。

「
第
三
吾
嬬
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
茨
城
県
か
ら
秋
田
県
由
利
郡
本
荘
町
に
再
疎
開
す
る
。

「
中
和
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
千
葉
県
か
ら
岩
手
県
西
磐
井
郡
平
泉
村
、
山
ノ
目
村
に
再
疎
開
す
る
。

一
‐
外
手
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
千
葉
県
か
ら
岩
手
県
稗
貫
郡
湯
口
村
志
戸
平
温
泉
に
再
疎
開
す
る
。

「
向
島
梅
若
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
茨
城
県
か
ら
秋
田
県
仙
北
郡
六
郷
町
、
金
沢
町
に
再
疎
開
す
る
。

「
江
東
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
千
葉
県
か
ら
岩
手
県
東
磐
井
郡
大
原
村
ほ
か
二
村
に
再
疎
開
す
る
。

都
立
「
第
七
中
学
校
」
が
空
襲
に
よ
り
校
舎
を
焼
失
す
る
。

「
明
徳
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
千
葉
県
か
ら
岩
手
県
盛
岡
市
等
に
再
疎
開
す
る
。

「
第
一
寺
島
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
茨
城
県
か
ら
秋
田
県
南
秋
田
郡
船
越
町
、
天
王
村
、
脇
本
村
に
再

疎
開
す
る
。

「
緑
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
千
葉
県
か
ら
岩
手
県
東
磐
井
郡
松
川
村
、
長
坂
村
、
猿
沢
村
に
再
疎
開
す

ヲ
（
ぜ
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q

８
月
晦
日
終
戦
の
詔
書
を
放
送
、
太
平
洋
戦
争
が
終
る
。

８
月
型
日
文
部
省
が
戦
時
教
育
令
の
廃
止
を
決
定
す
る
。

７
月
別
日

８
月
、
日

６
月
１
日

６
月
加
日

６
月
妬
日

７
月
７
日

５
月

５
月

５
月

５
月

５
月

５
月

５
月

「
錦
糸
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
千
葉
県
か
ら
岩
手
県
稗
貫
郡
湯
本
村
花
巻
（
花
巻
青
年
学
校
寮
）
に
再

疎
開
す
る
。

「
向
島
大
畑
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
茨
城
県
か
ら
秋
田
県
平
鹿
郡
角
間
川
町
に
再
疎
開
す
る
。

「
第
五
吾
嬬
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
茨
城
県
か
ら
秋
田
県
由
利
郡
象
潟
町
、
金
浦
町
に
再
疎
開
す
る
。

「
橘
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
茨
城
県
か
ら
秋
田
県
山
本
郡
二
ツ
井
町
、
鵜
川
村
、
森
岳
村
、
鹿
渡
町
に

再
疎
開
す
る
。

「
向
島
更
正
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
茨
城
県
か
ら
秋
田
県
仙
北
郡
大
曲
町
に
再
疎
開
す
る
。

「
請
地
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
茨
城
県
か
ら
秋
田
県
雄
勝
郡
西
馬
音
内
町
、
三
輪
村
に
再
疎
開
す
る
。

「
牛
島
国
民
学
校
」
「
本
所
国
民
学
校
」
「
本
横
国
民
学
校
」
「
菊
川
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
千
葉
県

か
ら
岩
手
県
に
再
疎
開
す
る
。

「
第
一
吾
嬬
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
茨
城
県
か
ら
秋
田
県
五
城
目
町
に
再
疎
開
す
る
。

「
小
梅
国
民
学
校
」
に
東
部
一
三
三
二
部
隊
が
、
校
舎
の
一
部
を
使
用
し
常
駐
す
る
。

「
業
平
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
千
葉
県
か
ら
岩
手
県
和
賀
郡
湯
田
村
の
恵
周
園
に
再
疎
開
す
る
。

「
隅
田
第
二
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
茨
城
県
か
ら
秋
田
県
由
利
郡
下
浜
村
、
上
浜
村
、
本
荘
町
に
再
疎

開
す
る
。

「
中
和
国
民
学
校
」
が
残
留
児
童
七
名
を
対
象
に
授
業
を
再
開
す
る
。

「
中
和
国
民
学
校
」
の
疎
開
地
が
艦
載
機
の
大
空
襲
を
受
け
る
。
（
児
童
に
被
害
な
し
）

~~~~
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10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 9

月月月月月月月月月月月
27262625252524 2222 12
日日 日 日日日 日 日 日 日

９
月

9 9

月月
18 10
日 日

９
月
６
日

８
月
認
日

９
月
５
日

「
第
一
寺
島
国
民
学
校
」
が
両
陛
下
の
ご
真
影
を
宮
内
省
に
奉
遷
す
る
。

「
小
梅
国
民
学
校
」
に
常
駐
の
部
隊
が
終
戦
に
よ
り
退
去
す
る
。

「
向
島
木
下
川
国
民
学
校
」
の
残
留
児
童
が
、
「
第
三
寺
島
国
民
学
校
」
の
三
教
室
を
借
り
て
授
業
を
開

始
す
る
。

都
立
「
第
七
中
学
校
」
が
「
言
間
国
民
学
校
」
の
校
舎
の
一
部
を
借
り
て
授
業
を
開
始
す
る
。

「
言
間
国
民
学
校
」
の
校
舎
の
一
室
を
米
国
憲
兵
隊
二
○
名
が
宿
舎
と
し
て
使
用
す
る
。

「
柳
島
国
民
学
校
」
で
「
業
平
、
錦
糸
、
本
横
、
柳
島
国
民
学
校
」
の
残
留
児
童
を
集
め
て
合
同
授
業
を

開
始
す
る
。

「
向
島
中
川
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
秋
田
県
の
疎
開
地
か
ら
復
帰
す
る
。

「
柳
島
国
民
学
校
」
の
校
舎
（
一
二
教
室
）
を
「
安
田
工
業
学
校
」
に
貸
与
す
る
。

「
向
島
曳
舟
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
秋
田
県
の
疎
開
地
か
ら
全
員
復
帰
す
る
。

「
第
一
寺
島
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
秋
田
県
の
疎
開
地
か
ら
復
帰
す
る
。

「
第
二
吾
嬬
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
秋
田
県
の
疎
開
地
か
ら
全
員
復
帰
す
る
。

「
第
三
吾
嬬
国
民
学
校
」
の
児
童
の
一
部
が
、
秋
田
県
の
疎
開
地
か
ら
復
帰
す
る
。

「
第
二
寺
島
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
秋
田
県
の
疎
開
地
か
ら
復
帰
す
る
。

「
隅
田
第
二
国
民
学
校
」
の
児
童
が
，
秋
田
県
の
疎
開
地
か
ら
復
帰
す
る
。

「
第
五
吾
嬬
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
秋
田
県
の
疎
開
地
か
ら
復
帰
す
る
。

「
向
島
木
下
川
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
秋
田
県
の
疎
開
地
か
ら
復
帰
す
る
。

「
第
四
吾
嬬
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
秋
田
県
の
疎
開
地
か
ら
復
帰
す
る
。

｜
’
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昭和20年（1945）

１
月
晦
日
「
向
島
曳
舟
国
民
学
校
」
が
「
向
島
工
業
学
校
」
に
一
五
教
室
を
貸
与
す
る
。

1212 12 12 11 11 11

月月月月月月月
2723 2 1 25 10
日 日 日 日 日 日

ｎ
月
１
日

ｎ
月
１
日

101010 101010

月月月月月月
3030 2827

日 日 日日Ｉ
「
第
三
寺
島
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
秋
田
県
の
疎
開
地
か
ら
復
帰
す
る
。

「
向
島
梅
若
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
秋
田
県
の
疎
開
地
か
ら
復
帰
す
る
。

「
向
島
更
正
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
秋
田
県
の
疎
開
地
か
ら
復
帰
す
る
。

「
隅
田
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
秋
田
県
の
疎
開
地
か
ら
復
帰
す
る
。

「
第
一
吾
嬬
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
秋
田
県
の
疎
開
地
か
ら
一
部
を
残
し
て
復
帰
す
る
。

「
緑
国
民
学
校
」
で
「
本
所
、
江
東
、
二
葉
、
外
手
、
日
進
、
茅
場
国
民
学
校
」
の
残
留
児
童
を
集
め
て

合
同
授
業
を
開
始
す
る
。

「
中
和
国
民
学
校
」
が
在
籍
児
童
三
○
名
で
授
業
を
開
始
す
る
。

「
向
島
木
下
川
国
民
学
校
」
が
「
第
三
寺
島
国
民
学
校
」
（
六
教
室
）
を
借
り
て
全
児
童
の
授
業
を
開
始

す
る
。
「
小
梅
国
民
学
校
」
に
「
三
囲
、
明
徳
、
横
川
国
民
学
校
」
の
事
務
所
が
置
か
れ
る
。

「
小
梅
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
岩
手
県
の
疎
開
地
か
ら
復
帰
す
る
。

「
業
平
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
岩
手
県
下
閉
伊
郡
山
田
町
に
再
々
疎
開
す
る
。

「
全
日
本
教
職
員
組
合
」
が
結
成
さ
れ
る
。

「
日
本
教
育
者
組
合
」
が
結
成
さ
れ
る
。

「
東
京
都
教
員
組
合
」
（
都
教
）
が
結
成
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
本
所
、
向
島
両
区
と
も
参
加
せ
ず
。

「
第
四
吾
嬬
国
民
学
校
」
が
両
陛
下
の
ご
真
影
を
宮
内
省
に
奉
遷
す
る
。

~
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(1946）昭和21年

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 1
月月月月月月月月月月月月月月月月月月
3131 27 15 1515 15 14 14 14 14 12 11 10 1 22
日日 日 日 日日 日 日 日日 日 日日 日 日日

「
向
島
曳
舟
国
民
学
校
」
が
学
校
給
食
を
開
始
す
る
。

「
錦
糸
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
岩
手
県
の
疎
開
地
か
ら
復
帰
す
る
。

「
横
川
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
岩
手
県
の
疎
開
地
か
ら
復
帰
す
る
。

．
一
葉
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
岩
手
県
の
疎
開
地
か
ら
復
帰
す
る
。

「
緑
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
岩
手
県
の
疎
開
地
か
ら
復
帰
す
る
。

「
業
平
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
岩
手
県
の
疎
開
地
か
ら
復
帰
す
る
。

「
外
手
国
民
学
校
」
の
児
童
が
岩
手
県
の
疎
開
地
か
ら
帰
京
し
、
「
上
野
国
民
学
校
」
で
解
散
式
を
行
う
。

「
第
三
吾
嬬
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
秋
田
県
の
疎
開
地
か
ら
全
員
復
帰
す
る
。

「
柳
島
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
岩
手
県
の
疎
開
地
か
ら
復
帰
す
る
。

「
両
国
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
岩
手
県
の
疎
開
地
か
ら
復
帰
す
る
。

「
江
東
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
岩
手
県
の
疎
開
地
か
ら
復
帰
す
る
。

「
言
間
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
岩
手
県
の
疎
開
地
か
ら
復
帰
す
る
。

「
中
和
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
岩
手
県
の
疎
開
地
か
ら
復
帰
す
る
。

「
第
一
吾
嬬
国
民
学
校
」
の
残
留
児
童
が
、
全
員
秋
田
県
の
川
寺
学
寮
か
ら
復
帰
す
る
。

「
菊
川
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
岩
手
県
の
疎
開
地
か
ら
復
帰
す
る
。

「
茅
場
国
民
学
校
」
の
児
童
が
、
岩
手
県
の
疎
開
地
か
ら
復
帰
す
る
。

「
横
川
、
牛
島
、
錦
糸
、
第
三
吾
嬬
、
寺
島
国
民
夜
学
校
」
が
廃
校
と
な
る
。

次
の
国
民
学
校
一
五
校
が
廃
校
と
な
る
。

本

所

国

民

学

校

日

進

国

民

学

校

二

葉

国

民

学

校

明

徳

国

民

学

校

横

川

国

民

学

校

=■
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４
月
妬
日
「
本
所
区
教
員
組
合
」
が
「
東
京
都
国
民
学
校
教
員
組
合
」
（
国
教
）
に
参
加
す
る
。

４
月
旧
「
江
東
国
民
学
校
」
の
校
舎
が
、
戦
災
者
の
住
宅
に
転
用
さ
れ
る
。

4 4

月月
11 10

日 日

４
月
１
日

４
月
１
日

４
月
１
日

４
月
１
日

４
月
８
日

数

一

三

五

名

）

４
月
１
日
「
第
一
吾
嬬
国
民
学
校
」
が
「
第
四
吾
嬬
国
民
学
校
」

名

）

３
月
剖
日

４
月
１
日

４
月
１
日

授
業
を
開
始
す
る
。

都
立
「
本
所
高
等
実
践
女
学
校
」
が
都
立
「
本
所
高
等
女
学
校
」
と
改
称
す
る
。

都
立
「
本
所
工
業
学
校
」
が
都
立
「
深
川
工
業
学
校
」
・
を
合
併
す
る
。

「
第
二
吾
嬬
国
民
学
校
」
が
「
第
四
吾
嬬
国
民
学
校
」
か
ら
「
向
島
曳
舟
国
民
学
校
」
に
移
転
し
、
二
部

（
一
二
学
級
、
児
童
数
三
六
○
名
）

「
三
囲
、
明
徳
、
横
川
国
民
学
校
」
が
廃
校
の
た
め
、
「
小
梅
国
民
学
校
」
か
ら
引
き
あ
げ
る
。

「
外
手
国
民
学
校
」
が
「
緑
国
民
学
校
」
「
小
梅
国
民
学
校
」
に
、
分
校
を
置
い
て
授
業
を
開
始
す
る
。

「
業
平
国
民
学
校
」
に
高
等
科
が
併
設
さ
れ
る
。

「
柳
島
国
民
学
校
」
が
四
教
室
を
「
業
平
国
民
学
校
」
に
貸
与
す
る
。

「
向
島
更
正
国
民
学
校
」
が
五
教
室
を
「
第
五
吾
嬬
国
民
学
校
」
に
貸
与
す
る
。

「
第
三
吾
蠕
国
民
学
校
」
が
廃
校
の
「
向
島
大
畑
国
民
学
校
」
の
全
児
童
を
収
容
す
る
。

「
錦
糸
国
民
学
校
」
が
旧
「
茅
場
国
民
学
校
」
を
仮
校
舎
と
し
て
授
業
を
開
始
す
る
。

本
横
国
民
学
校
向
島
中
川
国
民
学
校
請
地
国
民
学
校
向
島
大
畑
国
民
学
校

三

囲

国

民

学

校

菊

川

国

民

学

校

茅

場

国

民

学

校

江

東

国

民

学

校

を
借
り
て
授
業
を
開
始
す
る
。

牛
島
国
民
学
校

橘

国

民

学

校

（
六
学
級
、
児
童

（
児
童
数
二
三
六
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０
３
月
証
日

４

月

１

日 ~
４
月
１
日

４
月
１
日

４
月
１
日

3 3 3 1

月月月月
31 22 1520
日 日 日 日

1 1

月月
8 8

日 日

９
月
１
日

廻
月
聖
日

4

月

「
向
島
木
下
川
国
民
学
校
」
の
仮
校
舎
が
完
成
し
、
「
第
三
寺
島
国
民
学
校
」
か
ら
移
転
す
る
。

「
第
一
吾
嬬
国
民
学
校
」
の
校
舎
（
六
教
室
）
が
、
旧
「
橘
国
民
学
校
」
跡
地
に
完
成
し
、
「
第
四
吾
嬬

国
民
学
校
」
か
ら
移
転
す
る
。

国
民
学
校
で
週
二
回
、
ラ
ラ
物
資
に
よ
る
学
校
給
食
を
開
始
す
る
。

本
所
、
向
島
両
区
が
統
合
さ
れ
て
墨
田
区
が
誕
生
す
る
。

「
第
五
吾
嬬
国
民
学
校
」
の
校
舎
が
完
成
し
、
「
向
島
更
正
国
民
学
校
」
か
ら
移
転
す
る
。

次
の
国
民
学
校
が
廃
校
と
な
る
。

本

高

国

民

学

校

向

島

東

部

国

民

学

校

向

島

西

部

国

民

学

校

教
育
基
本
法
及
び
学
校
教
育
法
が
公
布
さ
れ
る
。

新
学
制
に
よ
る
六
三
制
が
実
施
さ
れ
、
義
務
教
育
は
小
学
校
六
年
、
中
学
校
三
年
の
九
年
間
と
な
る
。

こ
の
た
め
国
民
学
校
の
初
等
科
は
小
学
校
と
な
り
高
等
科
は
廃
止
と
な
る
。
（
小
、
中
学
校
は
区
立
学
校

と
な
る
）

「
二
葉
小
学
校
」
が
新
学
制
発
足
に
よ
り
再
開
校
と
な
り
、
「
緑
小
学
校
」
で
授
業
を
開
始
す
る
。

「
向
島
更
正
小
学
校
」
が
「
吾
嬬
第
二
中
学
校
」
に
七
教
室
を
貸
与
す
る
。

「
第
二
寺
島
小
学
校
」
が
「
寺
島
第
二
中
学
校
」
に
一
五
教
室
を
貸
与
す
る
。

都
立
「
本
所
高
等
女
学
校
」
が
旧
「
牛
島
国
民
学
校
」
の
校
舎
に
移
転
す
る
。

「
中
和
国
民
学
校
」
に
「
城
東
女
子
商
業
学
校
」
が
併
設
さ
れ
る
。

「
向
島
木
下
川
国
民
学
校
」
の
仮
校
舎
が
、
旧
学
校
敷
地
に
完
成
す
る
。
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5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 4 4 4

月月月月月月月月月月月月月月月月月月
31 2423 10 10 101010 10 10 10 10 1010 5 19 10 1

日 日 日 日 日 日 日日日 日 日 日 日 日日 日日 日

「
向
島
梅
若
小
学
校
」
が
校
舎
の
一
部
を
一
年
間
、
「
朝
鮮
学
校
」
に
貸
与
す
る
。

「
第
三
吾
嬬
小
学
校
」
の
校
舎
が
旧
校
地
に
完
成
し
、
「
第
四
吾
嬬
小
学
校
」
か
ら
移
転
す
る
。

都
立
「
第
七
中
学
校
」
（
墨
田
川
高
校
）
の
校
舎
が
完
成
し
、
「
言
間
小
学
校
」
か
ら
移
転
す
る
。

「
竪
川
中
学
校
」
が
「
中
和
小
学
校
」
で
開
校
式
を
挙
行
す
る
。

「
墨
田
中
学
校
」
が
旧
「
牛
島
小
学
校
」
、
「
小
梅
小
学
校
」
を
借
り
て
開
校
す
る
。

「
本
所
中
学
校
」
が
都
立
「
本
所
工
業
高
等
学
校
」
を
借
り
て
開
校
式
を
挙
行
す
る
。

「
吾
嬬
第
一
中
学
校
」
が
「
第
四
吾
嬬
小
学
校
」
で
開
校
式
を
挙
行
す
る
。

「
隅
田
第
二
中
学
校
」
が
開
校
式
を
挙
行
す
る
。

「
曳
舟
中
学
校
」
が
「
向
島
曳
舟
小
学
校
」
で
開
校
式
を
挙
行
す
る
。

「
吾
嬬
第
二
中
学
校
」
が
「
向
島
更
正
小
学
校
」
で
開
校
式
を
挙
行
す
る
。

「
両
国
中
学
校
」
が
都
立
「
第
三
中
学
校
」
（
両
国
高
校
）
で
開
校
式
を
挙
行
す
る
。

「
隅
田
第
一
中
学
校
」
が
開
校
式
を
挙
行
す
る
。

「
寺
島
第
二
中
学
校
」
が
開
校
式
を
挙
行
す
る
。

「
寺
島
第
一
中
学
校
」
が
開
校
式
を
挙
行
す
る
。

「
寺
島
第
三
中
学
校
」
が
開
校
式
を
挙
行
す
る
。

「
吾
嬬
青
年
学
校
」
「
隅
田
商
工
青
年
学
校
」
の
廃
止
を
可
決
す
る
。

「
向
島
工
業
学
校
」
の
校
舎
が
復
旧
し
、
「
曳
舟
小
学
校
」
か
ら
移
転
す
る
。

区
立
小
中
学
校
の
現
況
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

区

立

小

学

校

－68－

~~



ー

昭和22年（1947）

校

名

二
葉
小
学
校

柳
島
小
学
校

緑
小
学
校

外
手
小
学
校

中
和
小
学
校

業
平
小
学
校

小
梅
小
学
校

錦
糸
小
学
校

言
間
小
学
校

第
一
吾
嬬
小
学
校

第
二
吾
嬬
小
学
校

第
三
吾
嬬
小
学
校

第
四
吾
嬬
小
学
校

第
五
吾
嬬
小
学
校

第
一
寺
島
小
学
校

第
二
寺
島
小
学
校

第
三
寺
島
小
学
校

向
島
曳
舟
小
学
校

所

在

地

緑
小
学
校
内

横
川
橋
四
ｌ
四

緑
町
二
’
八

緑
小
学
校
内

菊
川
一
’
二
九

柳
島
小
学
校
内

向
島
二
’
九

江
東
橋
三
’
八

向
島
須
崎
町
二
三
七

吾
嬬
町
東
二
’
一

曳
舟
小
学
校
内

吾
嬬
町
西
五
’
八
一

吾
嬬
町
西
四
’
四
七

吾
嬬
町
西
八
’
三
二

寺
島
町
一
’
二
九

寺
島
町
五
’
七
○

寺
島
町
六
’
一
四

寺
島
町
四
’
一
七
一

児

童

三

五

○

五

三

○

八

七

八

六

九

一

四

五

七

一

六

○

九

二

八

五

○

八

五

三

一

五

三

五

二

六

四

一

七

六

一
六
八
五

四

六

○

一
四
一
二

七

二

七

五

一

九

一
四
六
八

二 二 一 ’翌争司一
八二七八二七六六二二一八六一二八二七級

三 二三 三 二

一六一一四九三○○○三四九二七四八八職
員
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向
島
更
正
小
学
校

隅
田
小
学
校

隅
田
第
二
小
学
校

向
島
梅
若
小
学
校

向
島
木
下
川
小
学
校
区

校

名

竪
川
中
学
校

両
国
中
学
校

本
所
中
学
校

墨
田
中
学
校

吾
嬬
第
一
中
学
校

吾
嬬
第
二
中
学
校

曳
舟
中
学
校

寺
島
第
一
中
学
校

寺
島
第
二
中
学
校

隅
田
第
一
中
学
校

隅
田
第
二
中
学
校

寺
島
第
三
中
学
校

寺
島
町
八
’
一
○
九

隅
田
町
三
’
五
七
二

隅
田
町
三
’
四
七
一

隅
田
町
一
’
一
三
四

吾
嬬
町
東
七
’
六
七

立

中

学

校

所

在

地

菊
川
一
’
二
九
（
中
和
小
内
）

江
東
橋
一
’
四
（
都
立
三
中
内
）

横
川
橋
四
’
一
（
都
立
本
所
工
業
内
）

小
梅
三
’
五
（
都
立
本
所
高
女
内
）

吾
嬬
町
西
四
’
四
七
（
四
吾
小
内
）

寺
島
町
八
’
一
○
九
（
更
正
小
内
）

寺
島
町
四
’
一
七
一
（
曳
舟
小
内
）

寺
島
町
一
’
二
九
（
一
寺
小
内
）

寺
島
町
五
’
七
○
（
二
寺
小
内
）

隅
田
町
三
’
五
七
二
（
隅
田
小
内
）

隅
田
町
三
’
四
七
一
（
隅
二
小
内
）

寺
島
町
六
’
一
四
（
三
寺
小
内
）

四七○八九
一八一八五

二五八八八

生
徒
二
六
五

一
九
四

二
○
三

四
一
六

四
四
七

二
七
二

四
○
三

四
七
一

三
○
六

二
九
一

一
一
一
一
一
一

・
九
七

一一 一 学
二五八九二○六○九五四六級 ○七三一○

教
職
員

一
一八一

ハ

一
一
一

一
一
一
一

九

一
一
一
一

一
七

一
四
一
一七一一

一

一 二二二二

五一七八四
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@

1211 11 10 9 9 9 9 9 9 9

月月月月月月月月月月月
3 10 6 2 292320202020 2

日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日

４
月
１
日

４
月
１
日

４
月
１
日

７
月
５
日

６
月
８
日

６
月
娼
日

新
制
高
等
学
校
（
全
日
制
、
定
時
制
）
が
発
足
す
る
。

都
立
「
第
三
中
学
校
」
が
都
立
「
第
三
新
制
高
等
学
校
」
と
改
称
す
る
。

都
立
「
第
七
中
学
校
」
が
都
立
「
第
七
新
制
高
等
学
校
」
と
改
称
す
る
。

「
日
本
教
職
員
組
合
」
（
日
教
組
）
が
結
成
さ
れ
る
。

「
第
三
吾
嬬
小
学
校
」
の
仮
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
東
京
都
教
職
員
組
合
」
（
都
教
組
）
が
結
成
さ
れ
る
。
「
墨
田
区
教
職
員
組
合
」
は
「
東
京
都
教
職
員

組
合
墨
田
支
部
」
と
し
て
参
加
す
る
。

「
第
二
吾
嬬
小
学
校
」
の
仮
校
舎
が
完
成
し
、
「
向
島
曳
舟
小
学
校
」
か
ら
移
転
す
る
。

「
緑
小
学
校
」
が
キ
ャ
ス
リ
ン
台
風
に
よ
る
避
難
民
約
一
○
○
○
名
を
収
容
し
授
業
を
一
時
停
止
す
る
。

「
向
島
曳
舟
小
学
校
」
が
台
風
に
よ
る
葛
飾
区
の
避
難
民
約
一
八
○
○
名
を
収
容
す
る
。

「
向
島
木
下
川
小
学
校
」
が
台
風
に
よ
る
葛
飾
、
江
戸
川
両
区
の
避
難
民
一
○
○
○
余
名
を
収
容
す
る
。

「
第
四
吾
嬬
小
学
校
」
が
台
風
に
よ
る
葛
飾
区
の
避
難
民
約
一
五
○
○
名
を
収
容
す
る
。

「
言
間
小
学
校
」
が
台
風
に
よ
る
避
難
民
八
○
○
名
を
収
容
す
る
。

「
柳
島
小
学
校
」
が
開
校
五
○
周
年
記
念
式
典
を
「
本
所
工
業
学
校
」
の
講
堂
で
挙
行
す
る
。

「
言
間
小
学
校
」
に
収
容
の
避
難
民
が
引
揚
げ
を
完
了
す
る
。

「
安
田
工
業
学
校
」
が
「
横
川
小
学
校
」
に
移
転
す
る
。

「
中
和
小
学
校
」
に
区
立
小
学
校
初
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
結
成
さ
れ
る
。

「
第
三
吾
嬬
小
学
校
」
の
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

’

｜
｜

’
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７
月
加
日

７
月

８
月
５
日

８
月
８
日

８
月
狐
日

7 7

月月
17 15

日 日

４
月
６
月
妬
日

７
月
週
日

４
月
１
日

４
月
１
日

４
月
１
日

４
月
１
日

４
月
１
日

４
月
、
日

都
立
「
本
所
高
等
女
学
校
」
が
都
立
「
本
所
新
制
高
等
学
校
」
と
改
称
す
る
。

都
立
「
向
島
女
子
商
業
学
校
」
が
都
立
「
向
島
女
子
商
業
高
等
学
校
」
と
改
称
す
る
。

都
立
「
向
島
工
業
学
校
」
が
都
立
「
向
島
工
業
高
等
学
校
」
と
改
称
す
る
。

都
立
「
本
所
工
業
学
校
」
が
都
立
「
本
所
工
業
高
等
学
校
」
と
改
称
す
る
。

「
隅
田
第
二
中
学
校
」
が
「
梅
若
小
学
校
」
の
校
舎
の
一
部
を
使
用
す
る
。

「
墨
田
中
学
校
」
が
「
言
間
小
学
校
」
に
一
二
学
級
の
分
校
を
設
置
し
、
「
小
梅
小
学
校
」
の
分
校
を
廃

止
す
る
。

「
舘
五
吾
嬬
小
学
校
」
の
第
一
期
増
築
校
舎
（
三
教
室
）
が
完
成
す
る
。

「
本
所
中
学
校
」
が
「
柳
島
小
学
校
」
の
一
部
を
使
用
し
て
授
業
を
開
始
す
る
。

「
吾
嬬
第
一
中
学
校
」
の
校
舎
が
「
向
島
東
部
国
民
学
校
」
跡
地
に
完
成
し
、
「
第
四
吾
嬬
小
学
校
」
か

ら
移
転
す
る
。

教
育
委
員
会
法
が
公
布
施
行
さ
れ
る
。

「
両
国
中
学
校
」
の
校
舎
が
「
本
所
高
等
国
民
学
校
」
跡
地
に
完
成
し
、
都
立
「
第
三
新
制
高
等
学
校
」

（
両
国
高
校
）
か
ら
移
転
す
る
。

「
錦
糸
小
学
校
」
が
仮
校
舎
か
ら
新
校
舎
に
移
転
す
る
。

「
外
手
小
学
校
」
の
第
一
期
校
舎
復
旧
工
事
が
完
了
す
る
。

「
第
一
寺
島
小
学
校
」
が
勅
語
、
詔
書
類
の
一
切
を
区
役
所
に
返
還
す
る
。

「
隅
田
第
二
小
学
校
」
が
勅
語
、
詔
書
類
を
区
役
所
に
返
還
す
る
。

「
第
一
吾
嬬
小
学
校
」
の
第
二
期
増
築
校
舎
（
二
教
室
）
が
完
成
す
る
。
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昭和24年（1949） 昭和23年（1948）

C

１
月
過
日

３
月
６
日

３
月
加
日

３
月
姐
日

３
月
四
日

３
月
加
日

３
月
瓢
日

４
月
１
日

４
月
１
日

４
月
２
日

４
月
４
日

哩
月
妬
日

12 11 11 9

月月月月
24 12 1 1

日 日 日 日

教
育
公
務
員
特
例
法
が
公
布
さ
れ
る
。

「
隅
田
小
学
校
」
が
一
○
教
室
を
「
鐘
淵
中
学
校
」
（
四
月
開
校
予
定
）
へ
移
譲
す
る
。

「
向
島
木
下
川
小
学
校
」
の
増
築
校
舎
（
四
教
室
、
家
庭
科
室
）
が
完
成
す
る
。

「
二
葉
小
学
校
」
の
第
一
期
校
舎
復
旧
工
事
が
完
了
し
、
「
緑
小
学
校
」
か
ら
移
転
す
る
。

「
両
国
中
学
校
」
の
第
二
期
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
第
一
吾
嬬
小
学
校
」
の
第
三
期
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
寺
島
第
二
中
学
校
」
「
隅
田
第
一
中
学
校
」
「
隅
田
第
二
中
学
校
」
が
廃
校
と
な
る
。

「
第
四
吾
嬬
小
学
校
」
の
教
育
協
議
会
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
改
称
す
る
。

都
立
「
本
所
高
等
学
校
」
に
定
時
制
が
設
置
さ
れ
る
。

「
第
二
吾
嬬
小
学
校
」
の
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

都
立
「
第
三
新
制
高
等
学
校
」
に
男
女
共
学
制
が
実
施
さ
れ
、
女
子
二
名
が
入
学
す
る
。

~
~
~~~

「
曳
舟
中
学
校
」
の
校
舎
が
吾
嬬
町
西
三
丁
目
に
完
成
し
、
「
向
島
曳
舟
小
学
校
」
か
ら
移
転
す
る
。

都
教
育
委
員
会
が
発
足
す
る
。

文
部
省
が
小
学
校
に
五
段
階
評
価
法
の
採
用
を
通
達
す
る
。

「
本
所
中
学
校
」
の
校
舎
が
旧
「
明
徳
国
民
学
校
」
跡
地
に
完
成
し
、
都
立
「
本
所
工
業
高
等
学
校
」
か

ら
移
転
す
る
。

「
墨
田
中
学
校
」
の
校
舎
が
旧
「
三
囲
国
民
学
校
」
跡
地
に
完
成
し
、
都
立
「
本
所
高
等
学
校
」
か
ら
移

転
す
る
。

，
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昭和25年

（1950）
昭和24年（1949）

9~

1 1 1 1

月月月月
26262626
日 日 日 日

４
月
６
日

４
月
ｎ
日

４
月
晦
日

６
月
皿
日

６
月
Ⅳ
日

７
月
９
日

７
月
虹
日

８
月
剖
日

哩
月
加
日

12 12

月月
４
月
５
日

都
立

都
立

都
立
都
立 「

鐘
淵
中
学
校
」
（
旧
「
隅
田
第
一
中
学
校
」
「
隅
田
第
二
中
学
校
」
）
が
、
「
隅
田
小
学
校
」
に
本
校

を
、
「
隅
田
第
二
小
学
校
」
に
分
校
を
設
置
し
て
開
校
す
る
。

「
向
島
中
学
校
」
（
旧
「
寺
島
第
二
中
学
校
」
）
が
、
「
第
二
寺
島
小
学
校
」
で
開
校
式
を
挙
行
す
る
。

「
寺
島
第
一
中
学
校
」
が
分
校
を
「
言
間
小
学
校
」
に
設
置
す
る
。

「
曳
舟
中
学
校
」
の
第
一
期
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

社
会
教
育
法
が
公
布
施
行
さ
れ
る
。

「
吾
嬬
第
二
中
学
校
」
の
校
舎
が
完
成
し
、
「
第
三
寺
島
小
学
校
」
か
ら
移
転
す
る
。

「
鐘
淵
中
学
校
」
の
第
一
期
校
舎
が
隅
田
町
二
丁
目
に
完
成
す
る
。

「
本
所
中
学
校
」
の
プ
ー
ル
改
修
工
事
が
完
了
す
る
。

「
中
和
小
学
校
」
が
キ
テ
ィ
台
風
に
よ
る
避
難
民
約
一
五
○
○
名
を
収
容
す
る
。

「
竪
川
中
学
校
」
が
「
菊
川
小
学
校
」
の
校
舎
改
修
工
事
完
了
に
よ
っ
て
、
「
中
和
小
学
校
」
か
ら
移

転
す
る
。

「
外
手
小
学
校
」
の
第
二
期
校
舎
復
旧
工
事
が
完
了
す
る
。

「
第
五
吾
嬬
小
学
校
」
の
第
二
期
増
築
校
舎
（
二
教
室
）
が
完
成
す
る
。

「
第
三
新
制
高
等
学
校
」
が
都
立
「
両
国
高
等
学
校
」
と
改
称
す
る
。

「
第
七
新
制
高
等
学
校
」
が
都
立
「
墨
田
川
高
等
学
校
」
と
改
称
す
る
。

「
本
所
新
制
高
等
学
校
」
が
都
立
「
本
所
高
等
学
校
」
と
改
称
す
る
。

「
向
島
女
子
商
業
高
等
学
校
」
が
都
立
「
向
島
高
等
学
校
」
と
改
称
す
る
。

－
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昭和25fi （1950）

６
月
別
日

７
月
お
日

９
月
１
日

ｎ
月
１
日

６
月
６
日

６
月
〃
日

５
月

２
月
”
日
「
業
平
小
学
校
」
の
校
舎
が
復
旧
し
、
「
柳
島
小
学
校
」
か
ら
移
転
す
る
。

２
月
銘
日
「
第
一
吾
嬬
小
学
校
」
の
第
四
期
増
築
校
舎
（
平
屋
建
四
教
室
）
が
完
成
す
る
。

３
月
幻
日
「
吾
嬬
第
一
中
学
校
」
の
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

３
月
釧
日
「
寺
島
第
一
中
学
校
」
「
寺
島
第
三
中
学
校
」
が
廃
校
と
な
る
。

３
月
瓢
日
「
寺
島
中
学
校
」
（
旧
「
寺
島
等
一
中
学
校
」
「
寺
島
第
三
中
学
校
」
）
が
、
「
第
三
寺
島
小
学
校
」
に

本
校
を
、
「
言
間
小
学
校
」
に
第
一
分
校
、
「
第
一
寺
島
小
学
校
」
に
第
二
分
校
を
設
置
し
て
開
校
す
る
。

３
月
瓢
日
「
中
和
小
学
校
」
に
併
設
の
「
城
東
女
子
商
業
学
校
」
が
亀
戸
の
校
舎
に
移
転
す
る
。

４
月
１
日
都
立
「
本
所
高
等
学
校
」
が
男
女
共
学
制
を
実
施
す
る
。

４
月
１
日
「
江
東
小
学
校
」
が
復
活
す
る
。

５
月
４
日
「
第
二
吾
嬬
小
学
校
」
の
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

５
月
９
日
「
本
所
中
学
校
」
の
第
二
期
校
舎
補
修
工
事
が
完
了
す
る
。

５
月
晦
日
「
吾
嬬
第
二
中
学
校
」
の
第
一
期
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
第
三
吾
嬬
小
学
校
」
の
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
向
島
中
学
校
」
の
校
舎
が
寺
島
町
五
丁
目
に
完
成
し
、
「
第
二
寺
島
小
学
校
」
か
ら
移
転
す
る
。

小
学
校
児
童
に
．
ハ
ン
、
ミ
ル
ク
等
の
完
全
給
食
を
実
施
す
る
。

「
隅
田
小
学
校
」
の
六
教
室
を
「
鐘
淵
中
学
校
」
へ
移
譲
す
る
。

｜
’

「
寺
島
中
学
校
」

「
墨
田
中
学
校
」
の
第
二
期
増
築
校
舎
が
完
成
し
て
「
言
間
分
校
」
を
廃
止
す
る
。

「
緑
小
学
校
」
の
講
堂
復
旧
工
事
が
完
了
す
る
。

が
開
校
式
を
挙
行
す
る
。
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昭和26年（1951）

ｎ
月
晦
日
「
寺
島
中
学
校
」
が
第
二
分
校
を
廃
止
す
る
。

２
月
ｎ
日
「
向
島
曳
舟
小
学
校
」
の
二
階
教
室
か
ら
出
火
し
、
四
教
室
を
焼
失
す
る
。
（

２
月
「
業
平
小
学
校
」
の
第
二
期
校
舎
復
旧
工
事
が
完
了
す
る
Ｕ
（
八
教
室
）

３
月
１
日
「
江
東
小
学
校
」
が
「
両
国
小
学
校
」
と
改
称
す
る
。

３
月
晦
日
「
鐘
淵
中
学
校
」
の
第
二
期
増
築
校
舎
が
完
成
し
、
分
校
生
徒
が
移
転
す
る
。

３
月
聖
日
「
墨
田
中
学
校
」
の
増
築
校
舎
が
完
成
し
、
都
立
「
本
所
高
等
学
校
」
内
の
分

３
月
妬
日
「
竪
川
中
学
校
」
の
第
二
期
校
舎
補
修
工
事
が
完
了
す
る
。

３
月
躯
日
「
本
所
中
学
校
」
の
第
三
期
校
舎
補
修
工
事
が
完
了
す
る
。

３
月
誕
日
「
寺
島
中
学
校
」
の
新
築
校
舎
（
六
教
室
）
が
完
成
す
る
。

３
月
証
日
「
第
一
寺
島
小
学
校
」
の
旧
校
舎
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

４
月
１
日
「
中
川
小
学
校
」
が
吾
嬬
町
東
五
丁
目
に
開
校
す
る
。

４
月
１
日
「
向
島
梅
若
小
学
校
」
「
向
島
曳
舟
小
学
校
」
「
向
島
更
正
小
学
校
」
「
向
島

若
、
曳
舟
、
更
正
、
木
下
川
小
学
校
」
と
そ
れ
ぞ
れ
改
称
す
る
。

４
月
２
日
「
木
下
川
小
学
校
」
の
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

４
月
２
日
「
吾
嬬
第
二
中
学
校
」
の
第
二
期
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

４
月
５
日
「
吾
嬬
第
二
中
学
校
」
が
「
更
正
小
学
校
」
内
の
分
校
を
廃
止
す
る
。

４
月
７
日
「
中
川
小
学
校
」
が
給
食
を
開
始
す
る
。

４
月
酪
日
「
吾
嬬
第
一
中
学
校
」
の
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

出
火
原
因
は
不
明
）

木
下
川
小
学
校
‐
一
が
「
梅

校
を
廃
止
す
る
。

ー
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昭和27年

(1952）
昭和26年（1951）

0ぐン

１
月
型
日

１
月

３
月
５
日

３
月
別
日

３
月
妬
日

３
月
孤
日

11 9 7 7 7 6 6 6

月月月月月月月月
27 15 30162518 1

日 日 日 日 日 日 日

５
月
５
日

５
月
犯
日

４
月

区
立
「
寺
島
図
書
館
」
が
開
館
す
る
。

「
外
手
小
学
校
」
の
第
三
期
校
舎
復
旧
工
事
が
完
了
す
る
。

「
二
葉
小
学
校
」
の
第
二
期
校
舎
復
旧
工
事
が
完
了
す
る
。

「
第
一
吾
嬬
小
学
校
」
の
第
五
期
増
築
校
舎
（
二
階
建
四
教
室
）
が
完
成
す
る
。

「
吾
嬬
第
一
中
学
校
」
の
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
業
平
小
学
校
」
の
第
三
期
校
舎
復
旧
工
事
が
完
了
す
る
。
（
五
教
室
）

「
曳
舟
小
学
校
」
の
火
災
に
よ
る
焼
失
教
室
の
修
築
が
完
了
す
る
。

児
童
憲
章
が
制
定
さ
れ
る
。

「
寺
島
中
学
校
」
の
新
校
舎
が
寺
島
町
八
丁
目
に
完
成
し
、
「
言
間
小
学
校
」
内
の
分
校
生
徒
が
移
転
す

る
。
学
校
警
備
員
制
度
が
実
施
さ
れ
る
。

「
曳
舟
中
学
校
」
の
第
二
期
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
両
国
小
学
校
」
の
校
舎
が
復
旧
し
、
「
緑
小
学
校
」
内
の
児
童
全
員
が
復
帰
す
る
。

「
緑
小
学
校
」
に
警
備
員
が
配
置
さ
れ
る
。

「
両
国
中
学
校
」
の
第
三
期
校
舎
補
強
工
事
が
完
了
す
る
。

都
児
童
生
徒
校
外
生
活
指
導
連
絡
協
議
会
が
発
足
す
る
。

区
立
「
健
康
学
園
」
（
旧
「
本
所
区
臨
海
学
園
」
）
が
、
千
葉
市
登
戸
に
開
園
す
る
。

都
立
「
寺
島
図
書
館
」
が
区
に
移
管
さ
れ
る
。

１
１
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昭和27年（1952）

９
月

９
月
５
日

９
月
、
日

８
月
１
日

８
月
釦
日

７
月
１
日

４
月
１
日

４
月
５
日

４
月
聖
日

４
月
犯
日

５
月
７
日

５
月
８
日

５
月
ｕ
日

５
月
泥
日

５
月
幻
日

５
月
幻
日

６
月
９
日

６
月
ｎ
日

６
月
週
日

「
吾
嬬
第
一
中
学
校
」
が
「
第
四
吾
嬬
小
学
校
」
内
の
分
教
場
を
廃
止
す
る
。

「
両
国
小
学
校
」
の
児
童
が
「
中
和
小
学
校
」
か
ら
復
帰
す
る
。

「
第
五
吾
嬬
小
学
校
」
の
第
三
期
増
築
校
舎
（
六
教
室
）
が
完
成
す
る
。

対
日
平
和
条
約
が
発
効
し
連
合
軍
に
よ
る
占
領
政
策
が
終
結
す
る
。

都
教
委
が
学
校
給
食
実
施
要
綱
に
つ
い
て
通
達
す
る
。

「
向
島
中
学
校
」
の
第
二
期
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
曳
舟
中
学
校
」
の
第
三
期
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
寺
島
中
学
校
」
の
第
二
期
増
築
校
舎
が
完
成
し
、
「
第
三
寺
島
小
学
校
」
内
の
分
校
を
廃
止
す
る
。

区
内
中
学
校
開
校
五
周
年
記
念
大
会
（
祝
賀
会
、
陸
上
競
技
会
）
が
、
区
営
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
る
。

「
第
三
吾
嬬
小
学
校
」
の
増
築
校
舎
（
二
階
建
）
が
完
成
す
る
。

「
第
二
吾
嬬
小
学
校
」
の
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
吾
嬬
第
二
中
学
校
」
の
第
三
期
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
鐘
淵
中
学
校
」
の
第
三
期
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

都
立
「
向
島
高
等
学
校
」
が
都
立
「
向
島
商
業
高
等
学
校
」
と
改
称
す
る
。

墨
田
児
童
相
談
所
が
開
設
さ
れ
る
。

「
本
所
中
学
校
」
の
第
四
期
校
舎
補
修
工
事
が
完
了
す
る
。

「
本
所
中
学
校
」
の
三
階
校
舎
に
居
住
の
戦
災
者
が
移
転
を
完
了
す
る
。

．
一
葉
小
学
校
」
の
講
堂
復
旧
工
事
が
完
了
す
る
。

「
業
平
小
学
校
」
第
四
期
校
舎
復
旧
工
事
が
完
了
す
る
。
（
三
教
室
）
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昭和28年（1953） 昭和27年（1952）

1

１
月
２
月
吃
日

２
月
”
日

３
月
９
日

３
月
９
日

３
月
過
日

４
月
１
日

４
月
７
日

４
月
皿
日

４
月
皿
日

４
月
訓
日

12 11 11 10 10 10 10

月月月月月月月
2221 1 30 14 5
日 日 日 日 日 日

特
殊
学
級
設
置
準
備
委
員
会
（
小
学
部
）
を
設
け
る
。

「
吾
嬬
第
二
中
学
校
」
の
第
四
期
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
寺
島
中
学
校
」
の
第
三
期
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
木
下
川
小
学
校
」
の
増
築
校
舎
（
四
教
室
）
が
完
成
す
る
。

「
更
正
小
学
校
」
の
増
築
校
舎
（
六
教
室
）
が
完
成
す
る
。

「
曳
舟
中
学
校
」
の
第
四
期
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
外
手
小
学
校
」
に
心
身
障
害
児
童
を
対
象
と
し
た
特
殊
学
級
が
設
置
さ
れ
る
。

「
外
手
小
学
校
」
が
旧
「
本
横
国
民
学
校
」
に
分
教
場
を
設
置
す
る
。

「
吾
嬬
第
一
中
学
校
」
の
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

小
中
学
校
の
校
外
指
導
連
絡
会
が
発
足
す
る
。

「
両
国
小
学
校
」
が
都
の
視
聴
覚
教
育
研
究
校
に
指
定
さ
れ
る
。

初
の
墨
田
区
教
育
委
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
る
。

「
日
本
父
母
と
先
生
全
国
協
議
会
」
（
全
国
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
）
が
結
成
さ
れ
る
。

「
吾
嬬
第
二
中
学
校
」
が
都
の
健
康
優
良
校
と
し
て
表
彰
さ
れ
る
。

「
吾
嬬
第
二
中
学
校
」
が
初
の
産
業
教
育
振
興
補
助
金
を
受
け
る
。
（
都
内
で
四
校
指
定
）

墨
田
区
教
育
委
員
会
が
発
足
す
る
。

「
吾
嬬
第
二
中
学
校
」
の
子
ど
も
郵
便
局
が
大
蔵
大
臣
、
日
本
銀
行
総
裁
か
ら
表
彰
さ
れ
る
。

「
中
川
小
学
校
」
の
第
二
期
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。
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昭和28年（1953）昭和29年（1954）

，

２
月
２
月
”
日

３
月
３
日

３
月
週
日

３
月
昭
日

３
月
刀
日

３
月
加
日

４
月
５
日

５
月
１
日

５
月
ｎ
日

６
月
１
日

６
月
１
日

８
月
８
日

８
月
晦
日

９
月
型
日

10 9

月月
10 29

日 日

特
殊
学
級
設
置
準
備
委
員
会
（
中
学
部
）
を
設
け
る
。

第
一
回
墨
田
区
成
人
学
校
が
「
本
所
中
学
校
」
及
び
「
吾
嬬
第
二
中
学
校
」
に
開
校
さ
れ
る
。

「
鐘
淵
中
学
校
」
の
第
四
期
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
第
一
吾
嬬
小
学
校
」
の
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。
（
二
階
建
八
教
室
）

「
第
三
吾
嬬
小
学
校
」
が
保
健
体
育
優
良
校
と
し
て
文
部
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
る
。

「
向
島
中
学
校
」
の
第
三
期
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
木
下
川
小
学
校
」
の
改
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
錦
糸
中
学
校
」
が
旧
「
本
横
国
民
学
校
」
を
改
修
し
て
開
校
す
る
。

「
曳
舟
中
学
校
」
に
夜
間
部
が
設
置
さ
れ
る
。
（
生
徒
数
五
七
名
）

「
緑
小
学
校
」
に
心
身
障
害
児
童
を
対
象
と
し
た
特
殊
学
級
が
設
置
さ
れ
る
。

「
第
二
寺
島
小
学
校
」
に
心
身
障
害
児
童
を
対
象
と
し
た
特
殊
学
級
が
設
置
さ
れ
る
。

「
第
三
寺
島
小
学
校
」
に
心
身
障
害
児
童
を
対
象
と
し
た
特
殊
学
級
が
設
置
さ
れ
る
。

理
科
教
育
振
興
法
・
学
校
図
書
館
法
が
公
布
さ
れ
る
。
（
昭
和
二
九
年
四
月
一
日
施
行
）

「
吾
嬬
第
二
中
学
校
」
が
文
部
省
産
業
教
育
研
究
指
定
校
と
な
る
。

「
緑
小
学
校
」
が
中
国
か
ら
の
引
揚
げ
孤
児
を
あ
ず
か
り
、
日
本
語
学
習
を
さ
せ
る
。
（
約
一
か
月
半
、

二
○
名
）

墨
田
区
教
育
委
員
会
に
指
導
室
が
設
置
さ
れ
る
。

「
竪
川
中
学
校
」
の
第
三
期
校
舎
補
修
工
事
が
完
了
す
る
。

’
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昭和29年（1954）

0
元~~

~

11 11 11 11 10 10 9 9 7

月月月月月月月月月
19 17 8 4 2521 302231
日 日 日 日 日 日 日 日 日

４
月
５
日

４
月
皿
日

４
月
廻
日

４
月
加
日

４
月

５
月
ｎ
日

６
月
３
日

６
月
Ⅳ
日

７
月
肥
日

「
吾
嬬
第
三
中
学
校
」
が
「
第
四
吾
嬬
小
学
校
」
で
開
校
式
を
挙
行
す
る
。

「
第
二
吾
嬬
小
学
校
」
の
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
本
所
中
学
校
」
に
心
身
障
害
生
徒
を
対
象
と
し
た
特
殊
学
級
が
設
置
さ
れ
る
。

「
吾
嬬
第
一
中
学
校
」
に
心
身
障
害
生
徒
を
対
象
と
し
た
特
殊
学
級
が
設
置
さ
れ
る
。

「
業
平
小
学
校
」
の
第
五
期
校
舎
復
旧
工
事
が
完
了
す
る
。
（
三
教
室
）

「
寺
島
図
書
館
」
の
「
緑
分
館
」
が
「
緑
小
学
校
」
に
開
設
さ
れ
る
。

学
校
給
食
法
が
公
布
さ
れ
る
。

墨
田
区
特
殊
学
級
後
援
会
が
発
足
す
る
。

「
吾
嬬
第
三
中
学
校
」
の
新
校
舎
が
吾
嬬
町
西
三
丁
目
に
完
成
し
、
「
第
四
吾
嬬
小
学
校
」
「
吾
嬬
第
一

中
学
校
」
か
ら
移
転
す
る
。

「
本
所
中
学
校
」
の
第
五
期
校
舎
補
修
工
事
が
完
了
す
る
。

「
中
和
小
学
校
」
が
創
立
八
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

「
第
一
寺
島
小
学
校
」
の
旧
校
舎
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
中
川
小
学
校
」
の
第
三
期
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

第
三
回
成
人
学
校
が
錦
糸
中
学
校
で
開
校
さ
れ
る
。
（
受
講
者
三
一
三
名
）

「
吾
嬬
第
二
中
学
校
」
の
第
五
期
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
寺
島
中
学
校
」
の
第
四
期
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
本
所
中
学
校
」
の
講
堂
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

第
四
回
特
殊
教
育
全
国
協
議
会
が
「
外
手
小
学
校
」
ほ
か
四
会
場
で
開
催
さ
れ
る
。
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昭和30年（1955）

6 6 5 5 4 4 4 4 4 3 3 3 3 3 3 3 1
月月月月月月月月月月月月月月月月月
26 17 10 4 25 25 18 1 1 31 25 24 20 19 19 17 20

日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日

哩
月
型
日
「
錦
糸
中
学
校
」
の
講
堂
兼
雨
天
体
操
場
の
復
旧
工
事
が
完
了
す
る
。

「
業
平
小
学
校
」
の
体
育
館
兼
講
堂
が
完
成
す
る
。

区
立
中
学
校
就
職
者
激
励
大
会
が
本
所
中
学
校
講
堂
で
開
催
さ
れ
る
。

「
向
島
中
学
校
」
の
第
四
期
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
第
二
吾
嬬
小
学
校
」
の
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
第
一
吾
嬬
小
学
校
」
の
増
築
校
舎
（
二
階
建
四
教
室
）
が
完
成
す
る
。

「
吾
嬬
第
三
中
学
校
」
の
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
第
一
吾
嬬
小
学
校
」
の
校
舎
増
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
曳
舟
小
学
校
」
の
増
築
校
舎
が
完
成
し
、
二
部
授
業
が
解
消
さ
れ
る
。

「
東
京
朝
鮮
第
十
初
中
級
学
校
」
の
設
立
が
認
可
さ
れ
る
。

「
横
川
小
学
校
」
が
復
活
し
開
校
す
る
。

「
鐘
淵
中
学
校
」
の
第
五
期
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
寺
島
中
学
校
」
に
心
身
障
害
生
徒
を
対
象
と
し
た
特
殊
学
級
が
設
置
さ
れ
る
。

「
竪
川
中
学
校
」
に
心
身
障
害
生
徒
を
対
象
と
し
た
特
殊
学
級
が
設
置
さ
れ
る
。

「
中
川
小
学
校
」
が
文
部
省
初
等
教
育
国
語
実
験
校
（
三
年
間
）
の
指
定
を
受
け
る
。

こ
の
日
を
区
内
全
中
学
校
の
開
校
記
念
日
と
定
め
る
。

「
第
五
吾
嬬
小
学
校
」
の
増
築
校
舎
（
二
教
室
）
が
完
成
す
る
。

「
竪
川
中
学
校
」
の
第
四
期
校
舎
補
修
工
事
が
完
了
す
る
。

－82－
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昭和31年
昭和30年（1955）

（1956）

~ ~ ~ ~ ~ ~

２
月

３
月
廻
日

３
月
ｕ
日

２
月
６
日

12 11 11 11 10 10 10 10 9 9 7
月月月月月月月月月月月
1 27 9 3 18 5 2 1 28 15 6
日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日

７
月
４
日

「
柳
島
小
学
校
」
の
プ
ー
ル
が
完
成
す
る
。

「
第
五
吾
嬬
小
学
校
」
の
二
部
授
業
が
廃
止
さ
れ
る
。

「
錦
糸
小
学
校
」
が
都
の
学
校
給
食
研
究
指
定
校
と
な
る
。

「
第
三
吾
嬬
小
学
校
」
の
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
第
三
吾
嬬
小
学
校
」
に
区
内
初
の
女
性
校
長
が
発
令
さ
れ
る
。

日
本
学
校
給
食
会
が
発
足
す
る
。

「
曳
舟
中
学
校
」
の
第
五
期
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
両
国
小
学
校
」
が
開
校
八
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

「
第
三
吾
嬬
小
学
校
」
が
開
校
八
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

墨
田
区
青
少
年
問
題
協
議
会
が
発
足
す
る
。

「
二
葉
小
学
校
」
が
開
校
五
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

都
が
各
校
に
校
務
主
任
を
任
命
す
る
。

区
が
教
育
相
談
室
を
開
設
す
る
。
（
本
室
「
教
育
委
員
会
室
」
分
室
「
竪
川
中
学

「
寺
島
中
学
校
」
「
第
一
吾
嬬
小
学
校
」
）

「
業
平
小
学
校
」
の
第
六
期
校
舎
復
旧
工
事
が
完
了
す
る
。
（
三
教
室
）

「
吾
嬬
第
二
中
学
校
」
の
第
六
期
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

区
立
中
学
校
就
職
者
激
励
大
会
が
二
日
間
に
わ
た
り
本
所
中
学
校
講
堂
で
開
催
さ

二
、
一
五
七
名
）

校
」
「
業
平
小
学
校
」

れ
る
。
（
就
職
生
徒

－83－

』



昭和31年（1956）昭和32年（1957）

0 ⑥

３

月

皿

日

３

月

釦

日

４

月

５

日

４

月

６

日

４

月

週

日

５

月

、

日

５

月

哩

日

５

月

塑

日

６

月

３

日

６

月

５

日

10 10 9 9 5 4 4 4 3

月月月月月月月月月
1 1 2827 7 17 6 6 15
日 日 日 日 日 日 日 日 日

「
寺
島
中
学
校
」
の
第
五
期
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
東
吾
嬬
小
学
校
」
が
開
校
す
る
。
（
児
童
数
六
一
三
名
、
う
ち
一
二
五
名
は
「
中
川
小
学
校
」
に
委
託
）

「
西
吾
嬬
小
学
校
」
が
開
校
す
る
。
（
児
童
数
三
二
○
名
）

「
曳
舟
中
学
校
」
の
夜
間
部
が
給
食
を
開
始
す
る
。

「
竪
川
中
学
校
」
の
第
五
期
校
舎
補
修
工
事
が
完
了
す
る
。

「
本
所
中
学
校
」
の
第
六
期
校
舎
補
修
工
事
が
完
了
す
る
。

文
部
省
が
初
の
全
国
学
力
調
査
（
国
語
・
算
数
）
を
実
施
す
る
。
（
抽
出
調
査
）

任
命
制
度
に
よ
る
新
教
育
委
員
会
が
発
足
す
る
。

開
都
五
○
○
年
記
念
祭
の
た
め
各
学
校
休
業
と
な
る
。

区
立
中
学
校
就
職
者
激
励
大
会
が
本
所
映
画
劇
場
で
開
催
さ
れ
る
。
（
就
職
生
徒
二
、
○
○
○
名
）

「
西
吾
嬬
小
学
校
」
の
第
二
期
増
築
校
舎
（
木
造
二
階
建
七
教
室
）
が
完
成
す
る
。

「
第
五
吾
嬬
小
学
校
」
の
西
校
舎
（
四
教
室
）
が
完
成
す
る
。

「
東
吾
嬬
小
学
校
」
の
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
横
川
小
学
校
」
の
講
堂
が
完
成
す
る
。

「
木
下
川
小
学
校
」
の
増
築
校
舎
（
四
教
室
）
が
完
成
す
る
。

「
寺
島
中
学
校
」
が
文
部
省
産
業
教
育
研
究
指
定
校
と
な
る
。

「
鐘
淵
中
学
校
」
の
第
六
期
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
曳
舟
中
学
校
」
の
第
六
期
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
更
正
小
学
校
」
の
増
築
校
舎
（
二
教
室
）
が
完
成
す
る
。
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昭和33年（1958） 昭和32年（1957）

C

4 4 3 3 3 3 3 3 2 1

月月月月月月月月月月
1 1 31 25 18171315 14
日日 日日日 日 日 日 日

12 12 10 10 10 9 9 8
月月月月月月月月
1710 17 8 2725 2
日 日 日日 日 日 日

「
墨
田
中
学
校
」
の
体
育
館
兼
講
堂
が
完
成
す
る
。

「
本
所
中
学
校
」
の
第
七
期
校
舎
補
修
工
事
が
完
了
す
る
。

文
部
省
が
全
国
抽
出
学
力
調
査
（
社
会
・
理
科
）
を
実
施
す
る
。

「
中
和
小
学
校
」
が
給
食
優
良
校
と
し
て
文
部
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
る
。

「
木
下
川
小
学
校
」
の
子
ど
も
銀
行
が
、
大
蔵
大
臣
並
び
に
日
本
銀
行
総
裁
か
ら
表
彰
さ
れ
る
。

「
業
平
小
学
校
」
の
第
七
期
校
舎
復
旧
工
事
が
完
了
す
る
。
（
三
教
室
）

「
第
四
吾
嬬
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
一
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
緑
図
書
館
」
が
開
館
す
る
。

区
立
学
校
体
育
館
が
「
曳
舟
中
学
校
」
内
に
開
館
す
る
。

「
隅
田
小
学
校
」
が
講
堂
の
改
修
工
事
を
完
了
す
る
。

区
立
中
学
校
就
職
者
激
励
大
会
が
本
所
映
画
劇
場
で
開
催
さ
れ
る
。
（
就
職
生
徒
一
、
四
○
○
名
）

「
東
吾
嬬
小
学
校
」
の
第
二
期
校
舎
増
築
工
事
が
完
了
す
る
。

文
部
省
が
小
中
学
校
道
徳
の
実
施
要
綱
を
通
達
す
る
。

「
竪
川
中
学
校
」
が
亀
沢
町
の
新
校
舎
（
「
本
所
国
民
学
校
」
跡
）
に
移
転
す
る
。

「
隅
田
第
二
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
一
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
第
三
吾
嬬
小
学
校
」
の
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
菊
川
小
学
校
」
が
「
竪
川
中
学
校
」
の
旧
校
舎
を
使
用
し
て
開
校
す
る
。

「
業
平
小
学
校
」
に
心
身
障
害
児
童
を
対
象
と
し
た
特
殊
学
級
が
設
置
さ
れ
る
。
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昭和33年(1958)

8 7 7 6 6 6 6 6 6 6 5 5 5 4 4 4 4 4 4
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
8 31 15 2820 15 14 9 3 1 20 1 1 23 23 10 1 1 1
日 日 日 日 日 日 日 日 日日 日 日 日 日日 日 日 日 日

「
竪
川
中
学
校
」
に
特
殊
学
級
実
習
教
室
を
併
設
す
る
。

都
教
委
が
各
区
に
科
学
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
。

「
二
葉
小
学
校
」
に
区
立
科
学
教
育
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
る
。

学
校
保
健
法
が
公
布
さ
れ
る
。

都
教
委
が
教
職
員
の
勤
務
評
定
実
施
を
決
定
す
る
。

都
教
組
が
勤
評
反
対
闘
争
を
展
開
す
る
。
（
一
○
割
休
暇
）

公
立
小
中
学
校
の
学
級
定
員
を
五
○
名
と
定
め
る
。

文
部
省
に
体
育
局
を
設
置
す
る
。

「
西
吾
嬬
小
学
校
」
の
第
三
期
増
築
校
舎
（
木
造
）
が
完
成
す
る
。

学
校
保
健
法
が
施
行
さ
れ
る
。

区
立
「
上
総
湊
健
康
学
園
」
が
千
葉
県
君
津
郡
天
羽
町
海
岸
に
完
成
す
る
。

「
第
四
吾
嬬
小
学
校
」
の
第
二
期
校
舎
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

区
立
中
学
生
弁
論
大
会
が
区
立
学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
る
。

第
一
回
「
墨
田
区
商
工
青
年
文
化
教
室
」
が
墨
田
中
学
校
で
開
催
さ
れ
る
。
（
参
加
人
員
三
四
○
名
）

「
第
二
吾
嬬
小
学
校
」
の
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
第
一
吾
嬬
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
一
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
菊
川
小
学
校
」
の
プ
ー
ル
が
完
成
す
る
。

「
緑
小
学
校
」
の
プ
ー
ル
が
完
成
す
る
。

「
竪
川
中
学
校
」
の
講
堂
復
旧
工
事
が
完
了
す
る
。
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昭和34年

（1959）
昭和33年（1958）

~~~

3 3 3 3 2

月月月月月
161312 9 20

日 日 日 日 日

※12 11 10

月月月
31 8 1

日 日 日

9 9 9 9 9 8

月月月月月月
27 15 11 1 1 31

日 日 日 日 日 日

８
月
詔
日

都
教
委
が
指
導
要
領
の
移
行
措
置
を
決
定
す
る
。

「
更
正
小
学
校
」
の
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。
（
二
教
室
）

「
東
吾
嬬
小
学
校
」
の
第
三
期
校
舎
増
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
西
吾
嬬
小
学
校
」
の
第
四
期
増
築
校
舎
（
木
造
）
が
完
成
す
る
。

区
立
中
学
校
就
職
者
激
励
大
会
が
本
所
映
画
劇
場
で
開
催
さ
れ
る
。
（
就
職
生
徒
一
、
三
七
八
名
）

小
中
学
校
の
教
育
課
程
を
四
領
域
編
成
と
し
学
習
指
導
要
領
を
教
育
課
程
の
基
準
と
す
る
。
（
学
校
教
育

法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

「
鐘
淵
中
学
校
」
の
体
育
館
兼
講
堂
が
完
成
す
る
。

都
が
教
職
員
の
勤
務
評
定
の
提
出
を
開
始
す
る
。

「
第
一
吾
嬬
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
二
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

小
中
学
校
で
道
徳
の
授
業
を
実
施
す
る
。

日
教
組
が
勤
評
阻
止
全
国
統
一
行
動
を
実
施
す
る
。

「
第
一
吾
嬬
小
学
校
」
が
台
風
一
三
号
来
襲
の
た
め
臨
時
休
校
と
な
り
、
地
域
の
避
難
民
四
○
三
名
を
収

容
す
る
。

文
部
省
が
小
中
学
校
の
学
習
指
導
要
領
を
告
示
す
る
。

「
両
国
中
学
校
」
の
体
育
館
兼
講
堂
が
完
成
す
る
。

「
鐘
淵
中
学
校
」
の
プ
ー
ル
が
完
成
す
る
。

こ
の
年
、
教
員
の
勤
務
評
定
の
実
施
を
め
ぐ
っ
て
混
乱
が
続
く
。
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昭和34年（1959）

’

10 9 9 8 8 7 7 7 7 6 6 6 4 4 4 4 4 4 3
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
1330 26 28 15 29 27 14 6 27 11 11 302820 10 10 8 31
日 日 日日日 日 日 日 日 日 日 日日 日 日日日 日 日

「
隅
田
第
二
小
学
校
」
の
第
二
期
鉄
筋
校
舎
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
本
所
中
学
校
」
の
第
八
期
校
舎
補
修
工
事
が
完
了
す
る
。

ア
ジ
ア
諸
国
児
童
生
徒
作
品
展
が
六
日
間
に
わ
た
り
区
議
会
議
事
堂
で
開
催
さ
れ
る
。

皇
太
子
ご
成
婚
式
の
た
め
各
学
校
休
業
と
な
る
。

修
学
旅
行
専
用
列
車
「
ひ
の
で
」
号
が
誕
生
し
品
川
駅
か
ら
出
発
す
る
。

「
第
四
吾
嬬
小
学
校
」
の
第
三
期
校
舎
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

市
町
村
に
社
会
教
育
主
事
が
置
か
れ
る
。

「
寺
島
中
学
校
」
の
屋
内
運
動
場
兼
講
堂
が
完
成
す
る
。

「
曳
舟
中
学
校
」
の
夜
間
部
が
完
全
給
食
を
実
施
す
る
。

「
菊
川
小
学
校
」
の
講
堂
改
修
工
事
が
完
了
す
る
。

「
曳
舟
中
学
校
」
の
分
教
場
が
「
第
四
吾
嬬
小
学
校
」
に
開
設
す
る
。

「
外
手
小
学
校
」
の
プ
ー
ル
が
完
成
す
る
。

「
業
平
小
学
校
」
の
プ
ー
ル
が
完
成
す
る
。

「
横
川
小
学
校
」
の
プ
ー
ル
が
完
成
す
る
。

「
吾
嬬
第
二
中
学
校
」
の
プ
ー
ル
が
完
成
す
る
。

文
部
省
が
道
徳
教
育
を
義
務
化
す
る
。

「
第
一
吾
嬬
小
学
校
」
が
台
風
一
五
号
上
陸
の
た
め
、
地
域
の
避
難
民
一
二
○
名
を
収
容
す
る
。

「
本
所
中
学
校
」
の
第
九
期
校
舎
補
修
工
事
が
完
了
す
る
。

区
立
「
健
康
学
園
」
（
千
葉
市
登
戸
）
が
廃
止
さ
れ
る
。
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０
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Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

１

１

４
月
６
日

６
月
９
日

６
月
９
日

６
月
週
日

６
月
皿
日

７
月
８
日

３
月
１
日

３
月
四
日

３
月
過
日

３
月
Ⅳ
日

３
月
加
日

３
月
羽
日

３
月
鉦
日

４
月
１
日

４
月
５
日

12 11 11

月月月
17 19 15

日 日 日

日
本
学
校
安
全
会
が
発
足
す
る
。

「
木
下
川
小
学
校
」
の
校
舎
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
吾
嬬
第
一
中
学
校
」
の
体
育
館
が
完
成
す
る
。

「
向
島
中
学
校
」
の
体
育
館
及
び
増
築
校
舎
が
完
了
す
る
。

「
第
二
吾
嬬
小
学
校
」
の
木
造
校
舎
（
二
階
建
）
が
完
成
す
る
。

「
吾
嬬
第
二
中
学
校
」
の
第
七
期
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
隅
田
第
二
小
学
校
」
の
第
三
期
校
舎
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
竪
川
中
学
校
」
の
特
殊
学
級
実
習
教
室
が
「
本
所
中
学
校
」
に
移
転
す
る
。

「
寺
島
中
学
校
」
の
第
六
期
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
第
四
吾
嬬
小
学
校
」
に
特
殊
学
級
が
設
置
さ
れ
る
。

「
吾
嬬
第
一
中
学
校
」
の
鉄
筋
新
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
曳
舟
中
学
校
」
の
鉄
筋
新
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
墨
田
中
学
校
」
の
鉄
筋
新
校
舎
が
完
成
す
る
。

都
が
区
立
学
校
の
「
校
務
主
任
」
を
「
教
頭
」
に
改
め
る
。

「
両
国
中
学
校
」
の
プ
ー
ル
が
完
成
す
る
。

「
東
吾
嬬
小
学
校
」
の
第
四
期
校
舎
増
築
工
事
が
完
了
す
る
。

学
童
擁
護
員
（
緑
の
お
ば
さ
ん
）
が
各
小
学
校
に
配
置
さ
れ
る
。

日
本
学
校
安
全
会
法
が
公
布
さ
れ
る
。

~
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昭和36年．(1961） 昭和35年（1960）

8 7 7 7 7 4 3 3 2 1

月月月月月月月月月月
2420 19 11 4 1 15 1 7 25
日 日 日 日 日 日 日 日 日 日

12 11 11 10 9

月月月月月
9 2821 5 1

日 日 日 日 日

８
月

７
月
８
月
略
日

「
中
川
小
学
校
」
が
原
因
不
明
の
出
火
に
よ
り
四
教
室
を
焼
失
す
る
。

流
行
性
感
冒
の
た
め
全
小
中
学
校
が
二
日
ま
で
一
斉
休
校
と
な
る
。

「
東
吾
嬬
小
学
校
」
の
プ
ー
ル
が
完
成
す
る
。

「
吾
嬬
第
二
中
学
校
」
の
屋
内
運
動
場
が
完
成
す
る
。

小
学
校
の
新
学
習
指
導
要
領
に
よ
る
教
育
課
程
が
全
面
実
施
さ
れ
る
。

「
隅
田
小
学
校
」
の
プ
ー
ル
が
完
成
す
る
。

「
第
二
吾
嬬
小
学
校
」
の
体
育
館
が
完
成
す
る
。

「
吾
嬬
第
三
中
学
校
」
の
体
育
館
が
完
成
す
る
。

「
中
和
小
学
校
」
の
プ
ー
ル
が
完
成
す
る
。

「
曳
舟
中
学
校
」
の
第
二
期
校
舎
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
曳
舟
中
学
校
」
の
プ
ー
ル
が
完
成
す
る
。

「
第
三
吾
嬬
小
学
校
」
の
体
育
館
が
完
成
す
る
。

都
が
学
校
給
食
の
た
め
の
栄
養
士
二
名
を
初
め
て
区
に
配
属
す
る
。

「
曳
舟
中
学
校
」
の
分
教
場
が
「
第
四
吾
嬬
小
学
校
」
か
ら
移
転
す
る
。

文
部
省
が
全
国
学
力
調
査
（
国
語
・
数
学
）
を
実
施
す
る
。
（
抽
出
）

「
錦
糸
小
学
校
」
が
給
食
優
良
校
と
し
て
文
部
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
る
。

．
一
葉
小
学
校
」
が
給
食
優
良
校
と
し
て
文
部
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
る
。

「
吾
嬬
第
一
中
学
校
」
の
木
造
二
階
教
室
か
ら
出
火
し
、
一
部
を
焼
失
す
る
。
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昭和36年

（1961）
昭和37年（1962）

イ

４
月
１
日

４
月
詔
日

４
月
釦
日

５
月
犯
日

６
月
７
日

７
月
６
日

７
月
ｎ
日

７
月
昭
日

８
月
加
日

８
月
翠
日

８
月
妬
日

９
月
ｎ
日

12 11

月月
15 10

日日

９
月
９
日

９
月
妬
日

如
月
妬
日

中
学
校
の
新
学
習
指
導
要
領
に
よ
る
教
育
課
程
が
全
面
実
施
さ
れ
る
。

「
第
五
吾
嬬
小
学
校
」
の
屋
内
運
動
場
兼
講
堂
が
完
成
す
る
。

「
第
一
吾
嬬
小
学
校
」
の
屋
内
運
動
場
兼
講
堂
が
完
成
す
る
。

「
向
島
中
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
一
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
墨
田
中
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
二
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
寺
島
中
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
一
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

文
部
省
が
全
国
小
中
学
校
一
斉
学
力
調
査
を
実
施
す
る
。

「
鐘
淵
中
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
一
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
吾
嬬
第
三
中
学
校
」
の
プ
ー
ル
が
完
成
す
る
。

「
第
二
吾
嬬
小
学
校
」
の
プ
ー
ル
が
完
成
す
る
。

「
竪
川
中
学
校
」
の
プ
ー
ル
が
完
成
す
る
。

区
立
「
青
年
館
」
が
開
館
す
る
。

「
中
川
小
学
校
」
の
焼
失
校
舎
の
復
旧
工
事
が
完
了
す
る
。

都
が
小
学
校
の
抽
出
学
力
調
査
を
実
施
す
る
。

文
部
省
が
中
学
校
二
、
三
年
生
全
員
を
対
象
に
、
五
教
科
に
つ
い
て
初
め
て
の
全
国
一
斉
学
力
調
査
を
実

施
す
る
。
（
日
教
組
が
反
対
闘
争
）

「
中
川
小
学
校
」
の
プ
ー
ル
が
完
成
す
る
。

「
第
四
吾
嬬
小
学
校
」
の
プ
ー
ル
が
完
成
す
る
。

’

’
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’
昭和38年（1963）

9

9

１
月
妬
日
文
部
省
が
特
殊
教
育
振
興
方
策
を
発
表
し
、
養
護
学
校
設
置
を
各
県
に
要
請
す
る
。

１
月
”
日
中
学
校
が
脱
脂
ミ
ル
ク
給
食
を
開
始
す
る
。

３
月
６
日

３
月
９
日

４
月
１
日

４
月
巧
日

６
月
妬
日

７
月
筋
日

８
月
１
日

８
月
加
日

９
月
５
日

哩
月
２
日

廻
月
即
日

３
月
１
日

11 9 9

月月月
7 3011
日 日 日

区
立
中
学
校
就
職
者
激
励
大
会
が
両
国
公
会
堂
で
開
催
さ
れ
る
。
ゞ

「
木
下
川
小
学
校
」
の
屋
内
運
動
場
兼
講
堂
が
完
成
す
る
。

「
梅
若
小
学
校
」
の
屋
内
運
動
場
兼
講
堂
が
完
成
す
る
。

都
立
「
本
所
工
業
高
等
学
校
」
が
葛
飾
区
水
元
小
合
町
に
移
転
す
る
。

「
向
島
中
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
二
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

文
部
省
が
全
国
一
斉
学
力
調
査
を
実
施
す
る
。
（
小
学
校
五
、
六
年
、
中
学
校
二
、
三
年
生
）

「
錦
糸
小
学
校
」
の
プ
ー
ル
が
完
成
す
る
。

「
隅
田
第
二
小
学
校
」
の
プ
ー
ル
が
完
成
す
る
。

「
西
吾
嬬
小
学
校
」
の
プ
ー
ル
が
完
成
す
る
。

新
教
育
相
談
室
が
「
両
国
小
学
校
」
に
設
置
さ
れ
る
。

「
言
間
小
学
校
」
に
難
聴
学
級
が
設
置
さ
れ
る
。

義
務
教
育
諸
学
校
の
教
科
用
図
書
の
無
償
措
置
に
関
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
る
。

’
0

区
立
「
あ
ず
ま
図
書
館
」
が
開
館
す
る
。

「
第
五
吾
嬬
小
学
校
」
の
プ
ー
ル
が
完
成
す
る
。

文
部
省
が
学
制
九
○
周
年
記
念
式
典
を
東
京
文
化
会
館
で
挙
行
す
る
。

１
１
１
１
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昭和39年（1964）

~

12 12 10 10 10 9 8 8 7 7 6 5 5 4 3 3 ~3
月月月月月月月月月月月月月月月月月
21 10 14 10 1 4 14 1 31 30232624 1 24 19 16
日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日

「
東
吾
嬬
小
学
校
」
の
屋
内
運
動
場
兼
講
堂
が
完
成
す
る
。

「
鐘
淵
中
学
校
」
の
第
二
期
鉄
筋
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
寺
島
中
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
二
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
第
四
吾
嬬
小
学
校
」
の
屋
内
運
動
場
兼
講
堂
が
完
成
す
る
。

都
で
最
初
の
特
殊
学
級
卒
業
生
を
対
象
と
し
た
「
す
み
だ
教
室
」
が
「
横
川
小
学
校
」
に
開
設
さ
れ
る
。

「
曳
舟
小
学
校
」
が
創
立
三
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

文
部
省
が
全
国
中
学
校
一
斉
学
力
調
査
を
実
施
す
る
。

「
第
一
寺
島
小
学
校
」
の
プ
ー
ル
が
完
成
す
る
。

「
第
一
吾
嬬
小
学
校
」
の
プ
ー
ル
が
完
成
す
る
。

「
第
三
吾
嬬
小
学
校
」
の
プ
ー
ル
が
完
成
す
る
。

都
教
委
が
義
務
教
育
初
の
無
償
教
科
書
配
布
を
決
定
す
る
。

第
一
回
「
墨
田
区
家
庭
教
育
学
級
」
が
「
緑
小
学
校
」
の
父
母
を
対
象
に
開
催
さ
れ
る
。

新
幹
線
に
よ
る
修
学
旅
行
が
実
施
さ
れ
る
。

第
一
八
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
が
開
催
さ
れ
る
。
（
九
四
か
国
参
加
）

文
部
省
が
全
国
学
力
調
査
を
悉
皆
調
査
か
ら
二
○
パ
ー
セ
ン
ト
抽
出
に
改
め
る
こ
と
を
発
表
す
る
。

。
一
葉
小
学
校
」
の
屋
内
運
動
場
兼
講
堂
が
完
成
す
る
。

「
吾
嬬
第
三
中
学
校
」
の
校
舎
か
ら
出
火
、
校
長
室
、
職
員
室
、
六
教
室
な
ど
三
○
○
平
方
メ
ー
ト
ル

を
焼
失
す
る
。

1
1
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昭和40年（1965）

３
月
４
日
「
吾
嬬
第
三
中
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
一
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

３
月
７
日
「
西
吾
嬬
小
学
校
」
の
屋
内
運
動
場
兼
講
堂
が
完
成
す
る
。

１
月
ｎ
日

２
月
型
日

３
月
３
日

４
月
１
日

４
月
聖
日

５
月
１
日

５
月
３
日

５
月
加
日

５
月
Ⅳ
日

６
月
恥
日

７
月
１
日

７
月
Ⅳ
日

７
月
鋤
日

９
月
１
日

、
月
聰
日

廻
月
６
日

中
央
教
育
審
議
会
が
「
期
待
さ
れ
る
人
間
像
」
の
中
間
草
案
を
発
表
す
る
。

「
寺
島
中
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
三
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
隅
田
第
二
小
学
校
」
に
区
内
初
の
ピ
ロ
テ
ィ
ー
式
屋
内
運
動
場
兼
講
堂
が
完
成
す
る
。

「
菊
川
小
学
校
」
が
都
の
学
校
給
食
研
究
協
力
校
と
な
る
。

「
第
二
寺
島
小
学
校
」
に
集
団
赤
痢
が
発
生
し
、
患
者
九
七
名
を
出
す
。
（
授
業
停
止
）

「
向
島
中
学
校
」
に
赤
痢
患
者
一
名
発
生
す
る
。

学
校
の
集
団
赤
痢
患
者
が
一
○
三
名
に
達
し
、
「
墨
東
病
院
」
「
駒
込
病
院
」
に
入
院
す
る
。

「
第
二
寺
島
小
学
校
」
で
赤
痢
二
次
感
染
終
息
と
み
て
授
業
を
再
開
す
る
。

「
外
手
小
学
校
」
が
開
校
五
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

文
部
省
が
全
国
一
斉
学
力
調
査
を
実
施
す
る
。

「
業
平
小
学
校
」
「
隅
田
第
二
小
学
校
」
に
学
童
保
育
所
が
設
置
さ
れ
る
。

「
二
葉
小
学
校
」
の
プ
ー
ル
が
完
成
す
る
。

「
木
下
川
小
学
校
」
の
プ
ー
ル
が
完
成
す
る
。

中
学
生
用
図
書
室
が
区
役
所
第
二
出
張
所
と
吾
嬬
出
張
所
に
開
設
さ
れ
る
。

都
教
委
が
入
試
準
備
教
育
の
是
正
に
つ
い
て
通
達
を
出
す
。
（
補
習
教
育
の
廃
止
な
ど
）

旧
「
日
進
国
民
学
校
」
跡
地
に
区
立
中
学
校
の
共
同
運
動
場
が
完
成
す
る
。 ~’’

－
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昭和42年

（1967）
昭和41年（1966）

２
月
１
日

２
月
記
日

３
月
１
日

３
月
犯
日

３
月
詔
日

12 11 9 8 7

月月月月月
6 222825 18
日 日 日 日 日

６
月
鋤
日

７
月
１
日

７
月
２
日

７
月
週
日

３
月
ｎ
日

３
月
瓢
日

６
月
型
日

「
言
間
小
学
校
」
が
開
校
三
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

錦
糸
公
園
に
区
立
体
育
館
が
完
成
す
る
。

「
第
二
寺
島
小
学
校
」
の
屋
内
運
動
場
兼
講
堂
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
更
正
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
一
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
曳
舟
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
一
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
墨
田
中
学
校
」
の
プ
ー
ル
が
完
成
す
る
。

中
学
生
用
読
書
室
が
墨
田
二
丁
目
出
張
所
に
開
設
さ
れ
る
。

「
第
一
寺
島
小
学
校
」
「
第
四
吾
嬬
小
学
校
」
に
学
童
保
育
所
が
開
設
さ
れ
る
。

都
教
委
が
都
立
高
校
入
試
制
度
改
善
の
基
本
方
針
を
決
定
す
る
。
（
学
校
群
新
設
、
内
申
書
尊
重
、
三
教

科
制
）
「
第
二
寺
島
小
学
校
」
の
プ
ー
ル
が
完
成
す
る
。

「
鐘
淵
中
学
校
」
に
区
内
初
の
校
庭
撒
水
装
置
が
完
成
す
る
。

都
教
委
が
都
立
高
校
の
通
学
区
域
及
び
学
校
群
に
関
す
る
規
則
を
制
定
す
る
。

文
部
省
が
学
力
テ
ス
ト
の
中
止
を
発
表
す
る
。

「
吾
嬬
第
三
中
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
二
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
小
梅
小
学
校
」
の
体
育
館
改
修
工
事
が
完
了
す
る
。

「
吾
嬬
第
二
中
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
二
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

文
部
省
が
全
国
一
斉
学
力
調
査
を
実
施
す
る
。
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昭和42年（1967）昭和43年（1968）

３
月
１
日

３
月
、
日

３
月
加
日

３
月
溺
日

３
月
”
日

２
月
１
日

11 10 9 7 6 5 5 4 4 4 4 3
月月月月月月月月月月月月
28 18 15 14 1 23 1222 10 5 2 28
日日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日

ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
８
Ｉ
Ｉ
Ｉ
▲
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ
Ⅱ
０
１

都
立
「
深
川
商
業
高
等
学
校
」
が
横
川
四
丁
目
の
校
舎
に
移
転
す
る
。

「
中
川
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
一
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
西
吾
嬬
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
一
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
第
一
吾
嬬
小
学
校
」
の
新
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
中
川
小
学
校
」
の
屋
内
運
動
場
が
完
成
す
る
。

「
曳
舟
小
学
校
」
の
子
ど
も
郵
便
局
が
郵
政
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
る
。

「
吾
嬬
第
二
中
学
校
」
が
区
内
中
学
校
最
初
の
完
全
給
食
を
実
施
す
る
。

「
曳
舟
中
学
校
」
が
完
全
給
食
を
開
始
す
る
。

旧
「
日
進
国
民
学
校
」
内
の
戦
災
者
が
全
員
移
動
し
、
校
舎
の
取
り
こ
わ
し
を
開
始
す
る
。

「
横
川
小
学
校
」
に
区
立
学
校
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
る
。

「
菊
川
小
学
校
」
が
給
食
優
良
校
と
し
て
文
部
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
る
。

都
学
校
公
害
対
策
連
絡
協
議
会
が
発
足
す
る
。

中
学
生
用
読
書
室
が
本
所
会
館
に
開
設
さ
れ
る
。

「
業
平
小
学
校
」
が
開
校
五
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

「
第
一
寺
島
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
一
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
木
下
川
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
一
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
第
三
吾
嬬
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
一
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
中
川
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
二
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。
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昭和44年（1969） 昭和43年（1968）

２
月
加
日

２
月
”
日

２
月
”
日

２
月
記
日

３
月
３
日

３
月
晦
日

11 7 7 7 6 5 5 4 4 3 3 3
月月月月月月月月月月月月
1 11 1 1 24 12 1 1 1 31 31 31
日 日日日日日 日 日 日 日 日 日

「
更
正
小
学
校
」
の
体
育
館
が
完
成
す
る
。

「
更
正
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
二
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
曳
舟
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
二
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
第
三
吾
嬬
小
学
校
」
に
特
殊
学
級
が
設
置
さ
れ
る
。

「
束
吾
嬬
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
一
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

中
学
生
用
読
書
室
が
八
広
会
館
に
開
設
さ
れ
る
。

「
鐘
淵
中
学
校
」
「
吾
嬬
第
二
中
学
校
」
の
体
育
館
を
区
民
に
開
放
す
る
。

「
向
島
中
学
校
」
が
完
全
給
食
を
開
始
す
る
。

「
鐘
淵
中
学
校
」
が
完
全
給
食
を
開
始
す
る
。

「
寺
島
中
学
校
」
が
完
全
給
食
を
開
始
す
る
。

文
部
省
が
新
小
学
校
学
習
指
導
要
領
を
告
示
す
る
。
（
昭
和
四
六
年
四
月
実
施
）

「
錦
糸
小
学
校
」
が
創
立
五
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

「
竪
川
中
学
校
」
が
完
全
給
食
を
開
始
す
る
。

「
東
吾
嬬
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
二
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
墨
田
中
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
三
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
第
三
吾
嬬
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
二
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
本
所
中
学
校
」
が
完
全
給
食
を
開
始
す
る
。

「
曳
舟
中
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
三
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。
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(1969）昭和44年

~

３
月
週
日

３
月
瓠
日

３
月
釦
日

３
月
証
日

４
月
１
日

４
月
四
日

４
月
ｕ
日

４
月
晦
日

４
月
型
日

５
月
廻
日

５
月
”
日

６
月
型
日

７
月
１
日

８
月
胆
日

８
月

、
月
２
日

加
月
巧
日

ｎ
月
１
日

１

‐

Ｉ

「
木
下
川
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
二
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
曳
舟
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
三
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
第
一
寺
島
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
二
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
更
正
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
三
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
向
島
中
学
校
」
に
難
聴
学
級
が
設
置
さ
れ
る
。

「
第
三
寺
島
幼
稚
園
」
が
開
園
す
る
。

文
部
省
が
新
中
学
校
学
習
指
導
要
領
を
告
示
す
る
。
（
昭
和
四
七
年
四
月
か
ら
実
施
）

「
緑
幼
稚
園
」
が
開
園
す
る
。

「
墨
田
中
学
校
」
が
完
全
給
食
を
開
始
す
る
。

「
梅
若
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
一
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
梅
若
小
学
校
」
の
プ
ー
ル
が
完
成
す
る
。

「
曳
舟
小
学
校
」
の
プ
ー
ル
が
完
成
す
る
。

中
学
生
用
読
書
室
が
緑
会
館
に
開
設
さ
れ
る
。

「
更
正
小
学
校
」
の
プ
ー
ル
が
完
成
す
る
。

「
竪
川
中
学
校
」
「
曳
舟
中
学
校
」
「
吾
嬬
第
二
中
学
校
」
の
プ
ー
ル
が
区
民
に
夜
間
開
放
さ
れ
る
。

「
竪
川
中
学
校
」
が
Ｌ
Ｌ
装
置
に
よ
る
授
業
を
開
始
す
る
。

「
榛
名
高
原
学
園
」
が
群
馬
県
伊
香
保
町
に
完
成
す
る
。

中
学
生
用
読
書
室
が
向
島
言
間
会
館
に
開
設
さ
れ
る
。
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’ 昭和45年 (1970）

~~

２
月
型
日

３
月
晦
日

３
月
加
日

３
月
鋤
日

３
月
加
日

３
月
羽
日

３
月
別
日

３
月
釦
日

４
月
、
日

４
月
〃
日

４
月
妬
日

４
月
妬
日

５
月
６
日

５
月
哩
日

５
月
略
日

５
月
別
日

５
月
犯
日

６
月
１
日

７
月
虹
日

区
立
中
学
校
就
職
者
激
励
大
会
が
両
国
公
会
堂
で
開
催
さ
れ
る
。

「
第
三
吾
嬬
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
三
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
隅
田
小
学
校
」
の
鉄
筋
体
育
館
が
完
成
す
る
。

「
吾
嬬
第
三
中
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
三
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

小
中
学
校
の
体
育
館
の
鉄
筋
化
が
終
了
す
る
。

「
第
二
吾
嬬
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
一
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
東
吾
嬬
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
三
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
中
川
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
三
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
西
吾
嬬
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
二
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
梅
若
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
二
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
吾
嬬
第
一
中
学
校
」
の
増
築
鉄
筋
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
第
二
寺
島
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
一
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
吾
嬬
第
三
中
学
校
」
が
完
全
給
食
を
開
始
す
る
。

「
榛
名
高
原
学
園
」
が
開
園
し
、
中
学
校
の
移
動
教
室
が
実
施
さ
れ
る
。

「
曳
舟
小
学
校
」
の
子
ど
も
郵
便
局
が
郵
政
省
か
ら
表
彰
さ
れ
る
。

「
第
一
吾
嬬
小
学
校
」
の
新
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
小
梅
小
学
校
」
が
創
立
五
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

「
吾
嬬
第
一
中
学
校
」
が
完
全
給
食
を
開
始
す
る
。

「
第
一
寺
島
小
学
校
」
の
体
育
館
が
完
成
す
る
。

－99－

』－



昭和46年（1971） 昭和45年(1970)

’

９

月

２

日

8 8

月月
2824

日 日

１
月
別
日

２
月
”
日

３
月
加
日

３
月
週
日

３
月
認
日

３
月
妬
日

３
月
窃
日

３
月
鋤
日

３
月
証
日

４
月
６
日

４
月
７
日

※． 1111
月月
3013
日日

公
害
教
育
の
た
め
小
中
学
校
の
学
習
指
導
要
領
の
一
部
を
改
正
す
る
。

小
学
校
及
び
中
学
校
の
指
導
要
録
を
改
訂
す
る
。

「
寺
島
中
学
校
」
に
区
内
初
の
校
舎
屋
上
プ
ー
ル
が
完
成
す
る
。

特
殊
教
育
諸
学
校
小
中
学
部
の
新
学
習
指
導
要
領
を
告
示
す
る
。

「
西
吾
嬬
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
三
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。
~

「
第
一
寺
島
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
三
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
第
三
吾
嬬
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
四
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
東
吾
嬬
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
四
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
吾
嬬
等
一
中
学
校
」
の
プ
ー
ル
が
完
成
す
る
。

学
校
給
食
の
食
事
内
容
を
一
○
年
ぶ
り
に
改
訂
す
る
。

「
第
二
吾
嬬
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
二
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
両
国
小
学
校
」
の
体
育
館
が
完
成
す
る
。

「
吾
嬬
第
一
中
学
校
」
の
プ
レ
ハ
ブ
倉
庫
か
ら
出
火
し
、
同
倉
庫
を
全
焼
し
木
造
校
舎
の
一
部
を
焼
失
す

る
。「
言
間
小
学
校
」
で
言
語
障
害
児
の
た
め
の
「
こ
と
ば
の
教
室
」
が
開
級
式
を
挙
行
す
る
。
（
入
級
生
二

六
名
）

「
二
葉
小
学
校
」
に
初
の
校
庭
緑
化
と
し
て
「
緑
の
へ
い
」
が
完
成
す
る
。

「
曳
舟
小
学
校
」
に
「
緑
の
へ
と
が
完
成
す
る
。

こ
の
年
、
二
年
計
画
で
小
中
学
校
の
保
健
室
に
、
空
気
清
浄
機
を
常
設
す
る
。

１
１

1
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昭和46年（1971）

２
月
皿
日
「
吾
嬬
第
三
中
学
校
」
が
緑
化
運
動
推
進
優
秀
校
と
し
て
都
か
ら
表
彰
さ
れ
る
。

11 11 11 1010 9 6 6 5 4 4 4 4 4 4 4 4
月月月月月月月月月月月月月月月月月
16 5 1 262526 15 1 1 2826 15 15 1513 12 9
日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日日 日 日

「
吾
嬬
第
三
中
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
四
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
第
二
寺
島
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
二
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
更
正
幼
稚
園
」
が
「
更
正
小
学
校
」
内
に
開
園
す
る
。

「
第
二
吾
嬬
小
学
校
」
の
プ
ー
ル
が
完
成
す
る
。

「
両
国
中
学
校
」
が
完
全
給
食
を
開
始
す
る
。

「
柳
島
幼
稚
園
」
が
「
柳
島
小
学
校
」
内
に
開
園
す
る
。

「
梅
若
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
三
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
錦
糸
中
学
校
」
が
完
全
給
食
を
開
始
す
る
。

「
第
五
吾
嬬
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
一
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
曳
舟
中
学
校
」
の
二
部
（
夜
間
）
に
海
外
引
揚
者
対
象
の
日
本
語
学
級
が
開
設
さ
れ
る
。

「
緑
小
学
校
」
が
創
立
六
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

「
吾
嬬
第
二
中
学
校
」
が
都
中
学
校
柔
道
大
会
で
優
勝
す
る
。

「
曳
舟
小
学
校
」
の
子
ど
も
郵
便
局
が
都
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ
る
。

「
曳
舟
小
学
校
」
が
警
視
庁
か
ら
交
通
安
全
の
表
彰
を
受
け
る
。

「
木
下
川
小
学
校
」
の
校
庭
緑
化
工
事
が
完
了
す
る
。

「
第
一
吾
嬬
小
学
校
」
が
開
校
八
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

「
隅
田
第
二
小
学
校
」
が
開
校
四
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

－101－

~



昭和47年（1972）

３
月
加
日

３
月
巧
日

３
月
瓢
日

４
月
１
日

４
月
１
日

４
月
１
日

４
月
訓
日

４
月
鋤
日

４
月
鋤
日

５
月
１
日

５
月
４
日

５
月
８
日

６
月
５
日

加
月
５
日

如
月
、
月
廻
日

哩
月
四
日

※

「
錦
糸
中
学
校
」
の
体
育
館
が
完
成
す
る
。

「
向
島
中
学
校
」
の
プ
ー
ル
が
完
成
す
る
。

「
中
和
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
一
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
木
下
川
小
学
校
」
が
同
和
教
育
学
力
水
準
向
上
事
業
校
と
な
る
。

「
二
葉
小
学
校
」
に
心
身
障
害
学
級
が
設
置
さ
れ
る
。

新
中
学
校
教
育
課
程
が
全
面
実
施
と
な
る
。

「
第
一
寺
島
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
四
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
両
国
中
学
校
」
の
体
育
館
が
完
成
す
る
。

「
両
国
中
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
一
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
第
五
吾
嬬
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
二
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
第
二
吾
嬬
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
三
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
吾
嬬
第
一
中
学
校
」
に
心
障
学
級
の
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
錦
糸
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
一
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

文
部
省
が
学
制
一
○
○
年
記
念
式
典
を
国
立
劇
場
で
挙
行
す
る
。

「
第
二
吾
嬬
小
学
校
」
に
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
が
開
所
す
る
。

「
横
川
小
学
校
」
が
開
校
七
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

「
西
吾
嬬
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
四
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

こ
の
年
か
ら
三
年
計
画
で
小
中
学
校
の
保
健
室
に
冷
暖
房
機
を
常
設
す
る
。
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昭和4811 （1973）

~~~

10 7 7 6 5 5 5 5 5 5 4 4 4 4

月月月月月月月月月月月月月月
17 19 11 31 303030 12 1030 12 11 1
日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日

3 3 1 1

月月月月
30 1 20 15
日 日 日 日

「
吾
嬬
第
二
中
学
校
」
が
同
和
教
育
学
力
水
準
向
上
事
業
校
と
な
る
。

「
曳
舟
幼
稚
園
」
が
開
園
す
る
。

「
菊
川
幼
稚
園
」
が
開
園
す
る
。

「
竪
川
中
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
一
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
第
二
吾
嬬
小
学
校
」
が
開
校
八
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

「
両
国
中
学
校
」
の
新
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
本
所
中
学
校
」
の
鉄
築
校
舎
第
一
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
錦
糸
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
二
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
中
和
小
学
校
」
の
体
育
館
が
完
成
し
、
鉄
筋
校
舎
第
二
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
第
三
吾
嬬
小
学
校
」
の
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

小
学
校
に
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
が
設
置
さ
れ
る
。

「
第
三
寺
島
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
一
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
第
三
寺
島
幼
稚
園
」
の
新
園
舎
が
完
成
す
る
。

都
教
委
が
四
九
年
度
か
ら
身
障
児
の
全
員
入
学
の
方
針
を
決
定
す
る
。

「
本
所
中
学
校
」
が
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
研
究
に
よ
り
文
部
大
臣
賞
を
受
け
る
。

「
梅
若
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
四
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

区
立
中
学
校
就
職
者
激
励
大
会
が
区
民
会
館
で
開
催
さ
れ
る
。

「
向
島
中
学
校
」
「
柳
島
小
学
校
」
「
第
五
吾
嬬
小
学
校
」
「
東
吾
嬬
小
学
校
」
の
校
庭
緑
化
が
完
成
す

る
□
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昭和48年

(1973）
昭和49年（1974）

５
月
加
日

５
月
”
日

５
月
型
日

６
月
加
日

６
月
鋤
日

６
月
訓
日

２
月
”
日

３
月
晦
日

３
月
弱
日

４
月
３
日

１
月

11 11 11 11 11

月月月月月
21 1717 6 4
日日 日 日日

「
寺
島
中
学
校
」
「
第
一
寺
島
小
学
校
」
「
第
一
吾
嬬
小
学
校
」
「
隅
田
小
学
校
」
「
中
和
小
学
校
」
の

校
庭
緑
化
が
完
成
す
る
。

心
身
障
害
教
育
二
○
周
年
記
念
式
典
が
区
民
会
館
で
挙
行
さ
れ
る
。

「
曳
舟
中
学
校
」
が
二
部
創
立
二
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

「
第
三
吾
嬬
小
学
校
」
「
第
四
吾
嬬
小
学
校
」
の
校
庭
緑
化
が
完
成
す
る
。

都
が
本
年
度
か
ら
小
中
学
校
に
就
学
を
希
望
す
る
心
身
障
害
児
全
員
の
入
学
を
全
国
に
先
が
け
て
決
定
す

る
。「
更
正
小
学
校
」
が
開
校
四
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

学
校
教
育
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
教
頭
の
法
制
化
が
成
立
す
る
。

「
竪
川
中
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
二
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
曳
舟
中
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
横
川
小
学
校
」
の
体
育
館
が
完
成
す
る
。

「
横
川
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
一
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
第
三
吾
嬬
小
学
校
」
が
学
校
給
食
優
良
校
と
し
て
文
部
省
か
ら
表
彰
さ
れ
る
。

「
隅
田
小
学
校
」
が
開
校
九
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

「
曳
舟
小
学
校
」
の
子
ど
も
郵
便
局
が
大
蔵
大
臣
、
日
本
銀
行
総
裁
か
ら
表
彰
さ
れ
る
。

文
部
省
が
高
校
進
学
率
は
八
九
・
四
パ
ー
セ
ソ
ト
と
発
表
す
る
。

文
部
省
が
小
中
高
一
貫
の
教
育
課
程
を
編
成
す
る
た
め
、
審
議
会
を
発
足
さ
せ
る
。
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昭和50年

（1975）
昭和49年（1974）

~~

3 3 3 2

月月月月
20 13 1012
日 日 日 日

11 11 11 11 11 10 10 9 8 8 8 7 7 7
月月月月月月月月月月月月月月
21 2020 7 1 2222 1 30 12 1 31 18 1
日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日

隅
田
公
園
内
に
区
立
屋
内
プ
ー
ル
体
育
館
が
開
館
す
る
。

「
錦
糸
中
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
一
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
小
梅
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
両
国
中
学
校
」
の
新
プ
ー
ル
が
完
成
す
る
。

「
本
所
中
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
二
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
両
国
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
一
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
立
花
小
学
校
」
が
立
花
一
丁
目
に
開
校
す
る
。

「
中
和
小
学
校
」
が
開
校
一
○
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

「
第
二
寺
島
小
学
校
」
が
開
校
五
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

「
第
二
吾
嬬
小
学
校
」
の
校
庭
緑
化
が
完
成
す
る
。

「
第
三
寺
島
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
二
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
立
花
小
学
校
」
の
プ
ー
ル
が
完
成
す
る
。

「
本
所
中
学
校
」
が
給
食
指
導
優
良
校
と
し
て
文
部
省
か
ら
表
彰
さ
れ
る
。

校
長
、
教
頭
に
よ
る
全
国
教
育
管
理
職
員
団
体
協
議
会
が
結
成
さ
れ
る
。

「
立
花
小
学
校
」
の
屋
内
運
動
場
が
完
成
す
る
。

区
立
中
学
校
就
職
者
激
励
大
会
が
区
民
会
館
で
開
催
さ
れ
る
。
な
お
、
本
年
度
以
降
は
廃
止
と
な
る
。

「
墨
田
中
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
四
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
小
梅
小
学
校
」
の
校
庭
緑
化
が
完
成
す
る
。
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昭和51年

（1976）
昭和50年(1975)

３

月

瓢

日

３

月

証

日

４

月

１

日

12 12 11 11 11 11 10 7 6 6 5 5 5 4 3

月月月月月月月月月月月月月月月
26 9 1813 9 5 23 102821 31 2616 11 29
日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日

「
第
三
寺
島
小
学
校
」
の
校
庭
緑
化
が
完
成
す
る
。

「
立
花
幼
稚
園
」
が
開
園
す
る
。

「
外
手
小
学
校
」
が
開
校
六
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

「
横
川
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。
（
屋
上
プ
ー
ル
を
含
む
）

「
竪
川
中
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
三
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
両
国
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
二
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
二
葉
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
一
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
錦
糸
中
学
校
」
の
新
校
舎
が
完
成
す
る
。

文
部
省
が
東
京
の
高
校
進
学
率
を
九
六
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
発
表
す
る
。

「
梅
若
小
学
校
」
が
開
校
四
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

明
徳
校
友
会
が
「
明
徳
小
学
校
」
開
校
一
○
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

「
第
三
吾
嬬
小
学
校
」
が
開
校
一
○
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

「
両
国
小
学
校
」
が
開
校
一
○
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

学
校
給
食
分
科
審
議
会
が
学
校
給
食
へ
の
米
飯
導
入
の
方
針
を
決
定
す
る
。

文
部
省
が
学
校
教
育
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
主
任
を
制
度
化
す
る
。

「
竪
川
中
学
校
」
の
体
育
館
が
完
成
す
る
。

「
竪
川
中
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
四
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
文
花
小
学
校
」
が
文
花
一
丁
目
に
開
校
す
る
。
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昭和51年（1976）
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3 1 1

月月月
31 2825
日 日 日

12 12 11 11 11 10 10 9 9 7 7 6 6 5

月月月月月月月月月月月月月月
18 7 27 16 6 28 2 16 8 16 8 30 15 7
日 日 日 日 日日日日 日 日 日 日 日 日

４
月
８
日

「
西
吾
嬬
小
学
校
」
が
開
校
二
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

都
が
学
校
給
食
三
○
周
年
記
念
大
会
を
開
催
す
る
。

「
吾
嬬
第
三
中
学
校
」
の
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

専
修
学
校
法
が
実
施
さ
れ
一
○
三
一
校
が
発
足
す
る
。

文
部
省
が
教
育
白
書
「
わ
が
国
の
教
育
水
準
」
を
発
表
す
る
。

都
教
委
が
「
学
校
に
お
け
る
適
正
な
進
路
指
導
に
つ
い
て
」
通
達
を
出
す
。

「
第
五
吾
嬬
小
学
校
」
の
新
プ
ー
ル
が
完
成
す
る
。

「
両
国
小
学
校
」
の
プ
ー
ル
が
完
成
す
る
。

「
錦
糸
中
学
校
」
の
プ
ー
ル
が
完
成
す
る
。

文
部
省
が
業
者
テ
ス
ト
を
授
業
中
に
行
う
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
と
の
通
達
を
出
す
。

「
二
葉
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
二
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
西
吾
嬬
小
学
校
」
に
「
こ
と
ば
の
教
室
」
が
開
設
さ
れ
る
。

「
東
吾
蠕
小
学
校
」
が
開
校
二
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

「
木
下
川
小
学
校
」
が
開
校
四
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

文
部
省
が
幼
稚
園
教
育
一
○
○
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

「
二
葉
小
学
校
」
が
開
校
七
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

文
部
省
が
学
校
給
食
三
○
周
年
記
念
大
会
を
挙
行
す
る
。

教
育
課
程
審
議
会
が
「
小
・
中
・
高
校
の
教
育
課
程
の
基
準
の
改
善
に
つ
い
て
」
答
申
す
る
。
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昭和52年 （1977）

１
月
⑫
日
「
鐘
淵
中
学
校
」
が
開
校
三
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

12 12 11 11 11 11 11 11 11 11 101010 8 7 7 4
月月月月月月月月月月月月月月月月月
19 162522 11 10 9 8 8 2 2716 6 202318 6
日日日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日

主
任
制
度
化
未
実
施
の
五
都
府
県
教
育
長
会
議
で
、
主
任
制
導
入
を
確
認
す
る
。

「
竪
川
中
学
校
」
が
開
校
三
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

文
部
省
が
小
中
学
校
新
学
習
指
導
要
領
を
告
示
す
る
。

「
文
花
小
学
校
」
が
防
災
ポ
ス
タ
ー
優
秀
校
と
し
て
都
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ
る
。

文
部
省
が
小
中
学
校
の
新
学
習
指
導
要
領
へ
の
移
行
措
置
を
告
示
す
る
。

「
第
五
吾
嬬
小
学
校
」
が
開
校
五
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

文
部
省
が
中
学
校
教
育
三
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

「
吾
嬬
第
二
中
学
校
」
が
開
校
三
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

「
本
所
中
学
校
」
が
開
校
三
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

「
第
四
吾
嬬
小
学
校
」
が
開
校
五
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

「
吾
嬬
第
一
中
学
校
」
が
開
校
三
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

「
曳
舟
中
学
校
」
が
開
校
三
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

「
柳
島
小
学
校
」
が
開
校
八
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

「
墨
田
中
学
校
」
が
開
校
三
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

「
両
国
中
学
校
」
が
開
校
三
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

「
業
平
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
一
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
鐘
淵
中
学
校
」
の
防
災
校
舎
が
完
成
し
堤
通
三
丁
目
の
新
校
舎
に
移
転
す
る
。
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昭和53年（1978）

1212 11 11 11 11 10 10 9 7 6 5 5 4 4 3 3 2

月月月月月月月月月月月月月月月月月月
2 1 2222 16 16 19 1 1231 1 13 8 1 1 6 3 25
日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日

都
教
委
が
主
任
制
に
つ
い
て
基
本
的
見
解
を
発
表
す
る
。

都
教
委
が
主
任
制
度
化
案
を
発
表
す
る
。

「
小
梅
小
学
校
」
の
体
育
館
が
完
成
す
る
。

都
立
「
墨
田
養
護
学
校
」
が
葛
飾
区
水
元
養
護
学
校
内
に
て
開
校
す
る
。

日
本
学
校
安
全
会
の
災
害
共
済
給
付
が
改
善
さ
れ
る
。

「
あ
わ
の
自
然
学
園
」
が
栃
木
県
粟
野
町
に
開
園
す
る
。

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
が
三
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

「
菊
川
小
学
校
」
が
開
校
二
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

「
更
正
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
増
築
工
事
が
完
了
す
る
。

都
心
身
障
害
者
教
育
一
○
○
年
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
る
。

都
教
委
が
主
任
制
を
実
施
す
る
。

「
業
平
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
二
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
梅
蒋
小
学
校
」
の
校
庭
緑
化
が
完
了
す
る
。

文
部
省
が
特
殊
教
育
一
○
○
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

「
隅
田
小
学
校
」
の
鉄
筋
四
階
建
改
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
隅
田
小
学
校
」
の
体
育
館
が
完
成
す
る
。

「
第
三
寺
島
小
学
校
」
が
開
校
五
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

「
第
三
○
回
全
国
同
和
教
育
研
究
大
会
」
が
「
吾
嬬
第
三
中
学
校
」
「
第
二
吾
嬬
小
学
校
」
「
柳
島
小
学

校
」
を
会
場
と
し
て
二
日
間
開
催
さ
れ
る
。
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昭和54年（1979）

心

12 11 11 11 11 10 9 7 7

月月月月月月月月月
3020 19 19 1 12 1 14 2

日 日 日 日 日 日 日 日 日

６
月
７
日

３
月
１
日

３
月
鋤
日

４
月
１
日

４
月
１
日

４
月
１
日

６
月
１
日

６
月
１
日

６
月
４
日

「
業
平
小
学
校
」
が
開
校
六
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

「
中
川
小
学
校
」
の
増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

区
が
主
任
制
を
実
施
す
る
。

養
護
学
校
が
義
務
制
と
な
る
。

都
教
委
が
公
立
小
学
校
の
教
育
課
程
編
成
要
領
を
発
表
す
る
。

「
木
下
川
小
学
校
」
が
人
権
尊
重
教
育
研
究
推
進
校
と
な
る
。

「
吾
嬬
第
二
中
学
校
」
が
人
権
尊
重
教
育
研
究
推
進
校
と
な
る
。

「
曳
舟
小
学
校
」
の
子
ど
も
郵
便
局
が
郵
政
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
る
。

都
立
「
墨
田
養
護
学
校
」
が
八
広
五
丁
目
に
落
成
し
祝
賀
式
典
を
挙
行
す
る
。

文
部
省
が
盲
・
ろ
う
・
養
謹
学
校
の
新
指
導
要
領
を
告
示
す
る
。

「
隅
田
小
学
校
」
の
プ
ー
ル
が
完
成
す
る
。

「
第
五
吾
嬬
小
学
校
」
が
人
権
尊
重
教
育
研
究
推
進
校
と
な
る
。

「
第
一
寺
島
小
学
校
」
が
開
校
一
○
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

「
立
花
小
学
校
」
が
給
食
優
良
校
と
し
て
文
部
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
る
。

「
外
手
小
学
校
」
の
鉄
筋
校
舎
第
一
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

「
外
手
小
学
校
」
の
体
育
館
が
完
成
す
る
。

「
向
島
中
学
校
」
が
開
校
三
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

「
隅
田
第
二
小
学
校
」
の
校
庭
緑
化
が
完
成
す
る
。

’
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昭和56年（1981） 昭和55年（1980）

〆､

10 10 8 5 5 4 4 3 2

月月月月月月月月月
282726 17 8 16 1 31 12

日 日 日 日 日 日 日 日 日

12 11 10 8 6 4 4 4 3

月月月月月月月月月
12 6 1 24 18 9 9 1 5
日 日 日 日 日 日 日 日 日

墨
田
区
学
校
保
健
会
か
設
立
さ
れ
る
。

全
小
中
学
校
に
墨
田
区
防
災
行
政
無
線
移
動
局
が
設
置
さ
れ
る
。

中
学
校
の
学
習
指
導
要
領
が
改
正
施
行
さ
れ
る
。

「
墨
田
中
学
校
」
の
新
体
育
館
が
完
成
す
る
。

榛
名
高
原
学
園
の
旧
館
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。

鐘
ヶ
淵
伸
鉄
跡
地
が
「
隅
田
第
二
小
学
校
」
の
グ
ラ
ン
ド
と
な
る

「
墨
田
中
学
校
」
が
全
国
陸
上
競
技
大
会
に
出
場
す
る
。

「
錦
糸
小
学
校
」
が
都
学
校
安
全
優
良
校
と
し
て
表
彰
さ
れ
る
。

「
横
川
小
学
校
」
が
都
学
校
保
健
優
良
校
と
し
て
表
彰
さ
れ
る
。

都
教
委
が
公
立
中
学
校
の
教
育
課
程
編
成
要
領
を
作
成
す
る
。

小
学
校
の
学
習
指
導
要
領
が
改
正
施
行
さ
れ
る
。

「
寺
島
中
学
校
」
の
体
育
館
が
完
成
す
る
。

「
中
川
幼
稚
園
」
が
開
園
す
る
。

「
立
花
図
書
館
」
が
開
館
す
る
。

第
一
回
墨
田
区
教
員
海
外
派
遣
団
が
出
発
す
る
。

「
八
広
図
書
館
」
が
開
館
す
る
。

「
寺
島
中
学
校
」
が
開
校
三
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

「
外
手
小
学
校
一
の
鉄
筋
校
舎
第
二
期
改
築
工
事
が
完
了
す
る
。
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1211 11 11 11 11 11

月月月月月月月
1 262015 1211 2
日日 日 日日日 ‘日

卜

Ｐ
「
中
川
小
学
校
」
が
開
校
三
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

「
第
一
吾
嬬
小
学
校
」
が
開
校
九
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

「
外
手
小
学
校
」
の
新
校
舎
が
完
成
す
る
。

「
二
葉
小
学
校
」
が
日
本
水
泳
連
盟
か
ら
学
童
水
泳
優
秀
校
と
し
て
表
彰
さ
れ
る
。

「
隅
田
第
二
小
学
校
」
が
開
校
五
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

「
緑
小
学
校
」
が
開
校
七
○
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
。

「
吾
嬬
第
三
中
学
校
」
が
日
本
英
語
検
定
協
会
か
ら
団
体
優
秀
校
と
し
て
表
彰
さ
れ
る
。
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